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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「───たいなぁ」

　ビスマ・リグの耳にクリス・シェンバインのとぎれた声が飛び込んできた。

　酸素マスクで口を覆おおっている上に、強くなってきた風の音で言葉が消されてしまったのだ。風は壁かべに当たり、方向を変え、容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。

　リグは壁へき面めんに穴を開けていたヒート・ドリルのスイッチを切ってクリスを見た。クリスの白っぽい金髪が風で逆立っている。

「何て言った？」

　一刻も早く作業を終えたい気持ちを抑おさえてリグは尋たずねた。驚おどろいたことにゴーグルの中のクリスの目がのんびりと笑っていた。風が気にならないとみえる。

　身体からだが風に流される。宙づりの不安定さがよけい風を感じさせるのだ。切り立った崖がけから宙づりになった身体は、重じゆう装そう備びで体重がほぼ一・五倍になっている。それにもかかわらず風の影えい響きようを受けるのである。

「何て言った？」

　リグは重ねて尋ねた。

「いや、たいしたことじゃないんだ」

　クリスははにかんだような笑みを浮かべてハーケンを指先でもてあそんでいる。その姿は安全な市中の気楽さだ。緊きん迫ぱくした様子がまったくない。

「何て言ったんだ！」

　いらいらしながらリグは語気荒く尋ねた。こうしている間にもストームは時間どおりに確実にやって来る。ゴーグルの中のリグの目が細められた。金茶の瞳ひとみが怒ど気きをおびる。それを見たクリスがぽそりと答えた。

「白はく鳳ほう堂どうの白しら雪ゆき饅頭まんじゆうが食べたい───って言ったんだ」

（またかよ！）

　リグは目め眩まいがしそうだった。

　この緊急時に食い物の話───！
















　リグは手に持ったヒート・ドリルをクリスに向かって投げつけたくなった。が、その衝しよう動どうを辛かろうじて抑えた。心のなかで元素の周期表を唱となえる。冷静さを保つためである。そうでもしなければ自分の命を省かえりみず、隣となりで宙づりになっているヤツに殴なぐりかかりそうだった。二度、深呼吸をする。

「マンジュウとやらのことはここを降りてから考えろ。あと十五分でストームがくるぞ」

「うん」

　クリスは素直に頷うなずいて手に持ったハーケンをリグが開けた穴に打ちつけはじめた。ハーケンが砕くだいた壁へき面めんのかけらがキラキラ光りながら風に飛ばされていく。この崖の壁面はすべてカンラン石でできている。この壁面だけではない。この惑わく星せいの表土のほとんどがカンラン石なのだ。

　カンラン石は別名ペリドットといい、立派な半はん貴き石せきだ。宝石ではないがご婦人方を美しく飾る装そう飾しよく品ひんにもなる。

　明るいレモン色の太陽が宙を舞まうかけらをきらめかせた。透とう明めいなカンラン石のかけらは虹にじを吹いたように飛んでいく。作業に集中していたリグがふと隣を見ると、その様子をクリスがうっとり眺ながめていた。口くち許もとにはなんとも幸せそうな笑みが浮かんでいる。リグの眉まゆが瞬またたく間につり上がった。

「てめえ、手を動かせっ！」

　残り時間はあと十一分。その短い時間で下に降りて自分たちの身の安全を確保しなければならない。これからやって来るのがショートストームでなければこんな奴やつは捨てて、さっさと自分だけ避ひ難なんしている。

　リグの剣けん幕まくに押されるようにしてクリスはもう一本ハーケンを打ち込み、ザイルをつないだ。

「準備完了。いつでも降りられる」

「よし」

　クリスの言葉にリグは頷うなずいてウインチのスイッチを入れた。ほとんど落下に等しい速さで二人は下降していく。カンラン石の岩いわ肌はだが様々な色合いを見せながら通りすぎていく。明るいルーナストの光が透明な岩肌をきらめかせ、夢のような色合いを演出しているのだ。

「きれいだな……」

　深いため息とともにうっとりした声でクリスが呟つぶやいた。その声は風の音に邪じや魔まされながらもしっかりリグの耳に届いていた。───が、黙もく殺さつした。もはやこんな太たい平へい楽らくにかまっていられない。地じ獄ごくのストームはあと七分でやってくる。

　エリュシオンのストーム───。

　この言語を絶する風をやり過ごすには地上に降りてシェルターを設置しなければならない。今のリグにはこの夢の風景を愛めでるゆとりも称しよう賛さんする気持ちも皆かい無むだ。頭にあるのは身の安全のみ。

　足が固い大地を感じた。ようやく終着点についた。リグは恐るべきスピードでザイルを外すと、それと同じスピードでザイルを収納した。そして、脱だつ兎とのごとく崖の上から目星をつけていた岩かげへ走った。───のは気持ちばかりで、重装備で思うように進まない。風も宙づりになっていたときほどではないが、影響を感じるまでになっていた。

　ちらりと横を見るとクリスも身体を低くして進んでいる。この緊迫感皆無のヤツもとうとう口を噤つぐんだ。身の危険が迫っていることを感じているのか、それとも強風で口がきけないのか───。

　リグは後者の意見を採用した。このクリスが身に危機を感じることなどあるのだろうか。物事は何でも簡単に解決されると信じているようにリグには見える。この三週間、一いつ緒しよに暮らしてみて、クリスの楽天的な性格はいやというほど見せてもらった。

　ようやく目的の岩にたどりついた。岩は黄金色のカンラン石だ。なんとも豪ごう華かな岩である。レモン色のルーナストの光がその色をさらに美しく輝かがやかせている。

　───が、見とれている余よ裕ゆうはない。ストームまであと三分。

　クリスが風の方向を見て、フックを特別な接せつ着ちやく剤ざいで固定した。一度接着すれば、よほどの環境の変化（ex. 恒こう星せいの膨ぼう張ちよう、あるいは収縮による急きゆう激げきな環境変化。通常の核かく分ぶん裂れつの百倍の温度変化など）がないかぎり永久的にその効力が続くという優すぐれ物ものだ。接着する素材は選ばない。接着を解除するときは中ちゆう和わ剤ざいを用いる。銀河大学が開発し、実用化にこぎつけた文字通り夢の接着剤だ。まだ、市し販はんはされていないが、産業に及ぼす経済効果、影えい響きようは計り知れないというシロモノである。いずれ特許申しん請せいが通り、銀河全地域で販売されるだろう。

（こいつを使えばもっと早く降りてこられた）

　リグは恨うらめしげにクリスが使っている接着剤を見た。これでハーケンを固定すればもっと早く地上にたどり着くことができた。

　だが、大学規定で、特許申請手続きの完了していない物品の使用は厳きびしく制限されている。技術の秘ひ匿とくのためである。崖に使うハーケン固定は回収できない場所への制限物に該がい当とうしていた。

　ストームは一分三十秒後に迫せまっていた。リグは岩に固定されたフックにアルミ箔はくに似た超軽量合金製のテントを掛け一気に引き下ろした。二人はたちまちテントの中の住人となる。超軽量合金のテントは五秒もたたないうちに鋼こう鉄てつの硬こう度どを持った。もはや二人は風の干かん渉しようを受けない。地下にいるのと同程度の安全が保証された。

　リグは命を永ながらえた安あん堵どのあまり、ため息をついた。ストームまであと二十秒。目が引き寄せられるように時計を見つめた。

　九、八、……三、二、一、!!

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに空気が揺れ動いた。恐らくこの惑星以外では体験できない風だろう。風速はゆうに八十メートルを越えているはずだ。あと一、二分もすれば風速は二百メートルに達するはずだ。鋼鉄と化しているテントがビリビリ振しん動どうした。背筋を冷やすには充じゆう分ぶんな音だ。

「まったく、見かけの美しさとは裏うら腹はらの凄すごさだな」

「うん、そうだね」

「そうだね、じゃないっ！　おまえな、緊急時にはもう少してきぱき行動しろよな」

　つい、文句を言ってしまった。クリスがにっこり笑う。無む邪じや気きで無む垢くそのものの笑みだ。

「ぼく達の能力ならきちんと対たい処しよできる時間だったでしょう」

　リグは返答に詰つまった。確かにそのとおりだ。二人ならあの時間でも充分対処できる。だが、それは安全を確保した今だから言える言葉ではないのか。ぎりぎりの安全では胃に穴があいてしまう。

　リグは無邪気な顔をしてニコニコ笑っている相あい棒ぼうを見た。テントを透とう過かしてくる薄うす明あかりの中で白っぽい金髪は更さらに白く、銀色に輝いている。銀河最高の美容師に施ほどこされたカットはクリスの髪を芸術作品に仕上げ、髪の美しさを更に強調している。しかし、この二週間はまったく手入れされていないので、ほんの少しバランスを崩くずしている。そのわずかに崩れたバランスさえもクリスに新たな魅み力りよくを醸かもしだしている。

　そして、宝石のような空色の瞳ひとみ。例たとえて言えば透すき通ったアクアマリンだ。クリスの姿はまさしく聖画の中の無む垢くな天使さながらだ。少し大きめの口さえ清純さを強調してやまない。

　こうして黙だまっているとクリスは十四、五の少年にしか見えない。童どう顔がんがさらに幼おさなく見えるのだ。だが、どんなに幼く見えようとクリスは十四歳の少年ではない。ハタチの立りつ派ぱな若者なのだ。それなのにクリスの見せる行動パターンはまさしく外見どおりなのである。

　リグと同おない年。惑星地質学の首席。童顔は本人がどうこうできない付属資質。要は本人次第。容よう貌ぼうなど関係ない。───はずだった。リグは見事にクリスの生体年ねん齢れいに騙だまされた。まさか、外見どおりの行動をするとは思ってもみなかったのだ。

　実年齢をまるで伴ともなわないクリスの思考、行動パターンは、普通に育って普通に生活している者の想像範囲を軽く超えていた。

（あと二、三年エレメンタリースクールに入ってりゃよかったんだ）

　うずくまったクリスを横目で見ながらリグは思った。そうすれば実害に合わずにすんだ。

　しかし───

　その性格も無理に才能と言ってしまえばそれなりに素晴らしい。あの物にこだわらない性格は底無しの楽天家と言える。とにかく疑わない。悩まない。何でも単純に考える。クリスは万事この調子なのだ。清純無垢な外見はその性格の象しよう徴ちようとさえ思えてしまう。

　だが、決してバカではない。それはクリスの学業成績を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。特に専門の惑星地質学では他の追つい随ずいを許さないほどの成績を維い持じしている。ダントツと言ってよい。

（おまえがバカだったらよかったのに）

　リグは心で毒づきながら髪を縛しばっていたゴムをはずした。瞳と同じ色の少し長めの金茶の髪がぱさりと顔を覆おおう。酸素マスクはとうにはずしている。このテントの中では不要だ。小型の酸素発生装置が音も立てずに作さ動どうしている。

「へえ、きみはまるでライオンのようだね」

　髪をかき回しているリグを見ながらクリスが言った。その目には称しよう賛さんがある。

「ライオンて何だ？」

「地球原産の猛もう獣じゆうなんだ。雄おすには見事なたてがみがあって百獣の王と言われている。実際、地球原産の猛獣の中で一番強い。美しい獣けものだよ。髪を縛っているきみしか見たことがなかったけど、そうやって金茶の髪を流しているとライオンのたてがみのようだ。きみは野性的だからそんなふうにするととてもステキだ」

（野生児で悪かったな）

　リグは心の中で毒づく。

　クリスは〝野生児〟とは言わなかった。〝野性的〟と言ったのだ。これは褒ほめ言葉であって決してけなし言葉ではない。今のリグの耳は何でも悪く聞き取る。ぎりぎりで避ひ難なんしたことがリグに素直さと余よ裕ゆうを失わせていた。それほど怖こわかったのだ。

　クリスはリグの気持ちに全く気づかず、美術ホログラムを見るようにリグを見ている。リグはその目つきも気に入らない。今のリグは何でも気に入らない。さらに、男に〝ステキ〟などと言われて気き色しよくが悪くなった。

　リグはムスッとしながら手て櫛ぐしで髪を梳すくとゴムできっちり結んだ。これでいつもの自分に戻ったはずだ。もう、鑑かん賞しようはやめてくれと怒ど鳴なりたいのをガマンして膝ひざをかかえた。そのとき、ふと、ある動物がリグの頭をよぎった。とたんにおかしくなる。

「おまえはミューサに似にているぞ」

「ミューサ？　知らないな。それはラス星の生物？」

「ああ、そうだ。銀のミューサと言ってとても綺き麗れいな水すい棲せい生物だ。無む駄だのない流線型の身体からだをしていて銀色の体毛と鰭ひれが発光するんだ。だけど、誇ほこり高くて飼し育いくが難むずかしい」

「へえ、見てみたいな」

　クリスはたちまち目を輝かがやかせる。

「ハイコンで呼び出せよ」

「うん！」

　クリスはいそいそとザックをさぐり、携けい帯たいハイパーコンピューターを取り出した。先頃発売された最新の機種だ。リグにはとても手の出ない値段がついていた。クリスはハイコンを起き動どうさせると回線を開いた。

　たちまち衛えい星せい軌き道どう上にいる母船のコンピューターが映像を送ってきた。キーに触ふれて即そく座ざに反応。そんな素す早ばやさだった。リグはアクセスに数秒かかる自分の機種と無意識に比べていた。

　クリスの見つめるホロ・ディスプレイに白く光る水棲生物の立体映像が映し出されていた。そこが小さな水すい槽そうであるように優美に泳ぎ回っている。

「イルカにちょっと似ているな」

　クリスが呟つぶやいた。イルカならリグも知っている。地球ではパートナーアニマルとして、シャチという水棲生物とともに地域で活かつ躍やくしているというニュースを見たことがある。

　ミューサの身体つきはイルカに似にている。だが、顔はシャチの方に似ている。大きな目をしたシャチだ。だが、ミューサは哺ほ乳にゆう類るいではない。地球の魚類に近い生物なのだ。だから飼育が難しい。

　クリスは魅み入いられたように映像を見つめている。ガキの好こう奇き心しんだ。リグはその姿を見ながら、あの宙づりでクリスが言った言葉を思い出していた。

　あのときクリスは〝白はく鳳ほう堂どうの白しら雪ゆき饅頭まんじゆうが食べたい〟と一かけらの緊きん張ちよう感かんなく言った。

（ミューサそのものじゃねえか）

　特別な餌えさだけを食べ、特別な環境の中だけで生きているミューサ。だから飼育が難しい。どの水棲生物館でもミューサを飼育しているところはない。コストがかかりすぎるからだ。

　白鳳堂の饅頭を食べたいと言ったクリスもある意味ではミューサだ。一般人が気軽に口にできない超高級菓子を無む造ぞう作さに食べたいとのたまう。銀河経済を牛ぎゆう耳じっているシェンバイン一族だから口にできる言葉だとリグには思えた。

「この白い身体は雪みたいだね。ランプみたいに光る身体がすごくステキだ」

　一般人は〝ランプ〟なんて言葉は絶対に口にしない。一般人がランプを知っているかどうかもあやしい。ランプは生活に関係のない金持ちが収集するアンティークだけに存在するものだからだ。

「ああ、白雪饅頭が食べたいな」

　クリスが言った。宙づりのときとまるで変わらない言い方だ。

　リグは急に腹が立ってきた。命がかかっているときも、そうでないときもまるで同じなのが腹が立つ。リグの星系でわがままの代名詞に使われているミューサにクリスをたとえて秘ひそかな腹いせをしたことが無になった。

「そいつはそんなにうまいのか？」

「おいしいよ。創業千五百年の老舗しにせの看かん板ばん商品だからね。きみも知っているだろう？」

　リグが知っているのはその菓か子し屋の名前と歴史だけだ。

「白雪饅頭は芸術品だよ。皮と餡あんのバランスが絶ぜつ妙みようなんだ」

「ふうん、おれはそんな高級なもの、見たことも食ったこともねえよ」

「じゃ、一度食べてごらんよ。きみも好きになるから」

　恐ろしく無邪気な顔をして言われてしまった。クリスに皮肉は一切通じないとリグは悟さとった。

　奨しよう学がく金きんを受けながら大学に在ざい籍せきしているリグが、一個の値段が夕食一回分の菓子を買うわけがない。そんな物を買うくらいなら、二人前の夕食を食べる。その方がずっといい──。と、考えるのが貧びん乏ぼう人にんたるリグだ。クリスはその事実にまるで気づいていない。

「負けた………」

「なに？」

「何でもねえよ」

　リグの言葉に不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげながらも、クリスはにっこり無邪気に頰ほほ笑えむとホロ映像に見入った。二十歳の青年は再び十四歳の少年と化していた。

　シェンバイン───。

　この名は銀河では特別な意味を持っている。クリスはその一族の一員であり、しかも直系なのだ。

　シェンバイン一族の手に入らない物はない。軍ぐん艦かんだろうが、惑わく星せい───恒こう星せいすら簡単に買ってしまうだろう。そんな環境でクリスは育ってきた。クリスは金の苦労の一切ない環境で育ってきたのだ。金を見たことがないのではないか、と疑いたくなることもあった。どんな些さ細さいな物でもカードで買うからだ。

　金の苦労をしたことがないクリスに金のない不自由を説明することはできない。言葉で理解しても、それがどんなことか一生理解できないだろう。物が自由に手に入らないということがどういうことか、恐らくわからないまま一生を終えるに違いない。

　リグはクリスに気づかれないようにため息をついた。クリスは夢中になって百科事典をめくっている。興きよう味みは惑星ラスの他の生物に移ったようだ。

（お気楽でうらやましいぜ）

　風でテントが軋きしむ。ストームはあと三十分で終わる。接着剤の効果を知っていても不安になる。絶対の信しん頼らいを置けないのだ。大学が見落とした瑕か疵しがあるかもしれない。そんな想像が嫌でも恐怖心を連れてくる。

　リグは頭を振ふって不吉な考えを振り払った。そして、自分の携けい帯たいハイパーコンピューターをザックから出した。論文を少しでも先に進めておくためだ。クリスのように没ぼつ頭とうすることは出来ないだろうが、気を紛まぎらわせるにはいい。

　ひときわ強い風が通り抜けていった。リグはぷるっと武む者しや震ぶるいのように身体を震わせた。チラと接着箇所を見て、ハイコンのスイッチを入れた。衛星軌道上の母船のホストコンピューターから文書を呼び出す。動作が遅くて少しいらつく。クリスのハイコンと比べるほうが間違っている。リグのハイコンはクリスのハイコンの二世代前のシロモノなのだ。

　リグはその旧式のシロモノを大学のリサイクル市で手に入れた。売手が渋るのを更に値切って手に入れたのだ。それでもリグの小こ遣づかいの三ヵ月分が消えた。

　しかし、さすがにハイコンだった。二世代前の機種だがノーマルコンピューターより処理能力が格段に良い。処理能力の向上はリグの勉学に著いちじるしい進歩を与えた。

　だが、リグをもっとも喜ばせたのがハイコンのウリとなっている通信機能である。大学のマザーコンピューターとはずっと速くアクセスできるし、よけいな手間をかけずに銀河中のコンピューターとネットワークを持てたからだ。これでリグの研究は一気に進んだ。進んだから今、この惑星にいる。

　ふう………

　リグはため息をついてディスプレイから目をあげた。たった五分しかたっていない。ストームはあと二十五分も続く。クリスはホロ映像に現れる珍めずらしい動物を飽あきずに眺ながめている。リグは論文に集中できそうにない自分を発見して、また、ため息をついた。

　クリスが目を上げて笑いかけた。リグは口の端はしだけを上げて笑い返した。

　この惑星での暮くらしは始まったばかりだった。




　　　　　ａｃｔ．２




　頭を搔かきむしりながらビスマ・リグは長い廊ろう下かを歩いていた。

　銀河大学の構内はまったく人の気配を感じさせない。銀河一の権威と実力を誇ほこる大学も、学生の姿がまばらになると妙みように頼たより無ない雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。グラウンドや付ふ属ぞく設せつ備びから聞こえる学生たちの嬌きよう声せいが大学に細々とエネルギーを供給しているように思わせた。

　本科の講義はすべて終了している。研究科目、特殊専門科目、特別選択科目の講義だけがこれから始まるのだ。

　リグはそのどれも受ける予定はない。リグの頭を占しめているのは卒論。そのテーマの締しめ切きりが間ま近ぢかにせまっているのだ。

「リグ、ビスマ・リグ」

　きれいなソプラノの声がリグを呼び止めた。呼ばれて振ふり返った。最新のファッションに身を包んだ一団がにこやかにリグを見つめていた。まるで豪ごう華かな花はな束たばをみるようだ。リグは無意識に一歩退いていた。

「あら、私たちの顔を見て逃にげる気？」

　抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇こ示じするように華はなやかな美女が前に進み出た。艶つややかなレンガ色の髪が燃えるようだ。深い緑色の瞳ひとみが宝石のように光る。今年の大学クイーンだ。

「逃げる？　とんでもない。銀河大学のクイーンと準クイーンの皆さんから逃げる男がいるものか。そうだろう？」

　ふふん、と鼻を鳴らして美女軍団は笑う。目のくらむような微び笑しようだ。その麗うるわしさ、華やかさは宝ほう飾しよくのきらびやかさだ。リグを囲んでいる五人の美女はその美しさを惜おしげもなくふりまいている。リグはにこやかに美女軍団を見た。五人の美女軍団が三つの星系からバランス良く選ばれているのがわかる。

　今年のクイーンはケンタウルス星系出身だ。リグが所属するサボワ星系人と文化、哲学が酷こく似じした種だ。彼女の所属星系であるケンタウルス系は地球を種しゆの起き源げんとしている。リグのサボワ系はラス星が種の起源の星である。銀河を三分するもう一つの勢力、シ・ヨサ系はンノワ星とギゼ星が種の起源の星だ。

「これからコンパなんだけど一いつ緒しよにいかない？　去年のクイーンも一緒よ。今年のキング主しゆ催さいのコンパなの。あなたがメンバーじゃないと聞いて、私たち誘さそいにきたのよ」

　すこぶるつきの美女が一歩前に進み出た。今年の準クイーンだ。大きな瞳が光線の加減でブルーからグリーンに変わった。その偏へん光こうアイで彼女がシ・ヨサ星系出身でンノワ星を種の起源としていることがわかる。ンノワ人は特異な新しん陳ちん代たい謝しやをする種で、三度の若返りを経へてその生を全うする。大学生の彼女はまだその人生が始まったばかりのはずだ。同じシ・ヨサ系でもギゼ人とは外見が全く異なる。ンノワ人は外見的にはサボワ系のリグやケンタウルス系と酷似している。

　リグは準クイーンを見つめた。甘い砂さ糖とう菓が子しのような笑みがリグに投げかけられた。重さがないようにふわふわ漂ただようクリーム色の頭髪が薄うす絹ぎぬのように身体からだにまとわりついている。この髪もンノワ人の特とく徴ちようの一つだ。

　準クイーンはリグを真まっ直すぐ見つめ返している。今年のクイーンと最後まで票争いをしたのが頷うなずける美び貌ぼうだ。リグは思わずくらりとする。承しよう諾だくの言葉が口から出そうになっていた。リグは心の中で自分を殴なぐる。こんな誘ゆう惑わくにそそのかされている場合ではない。人生の楽しみは大学を卒業してからだ。

「せっかくのお誘さそいだけどおれは行けない。ゼズス教授に呼び出されているんだ」

「まあ」

　美女軍団からあからさまなため息がもれた。気落ちしたムードが一いつ斉せいに漂う。

　リグが教授に呼び出されている、というのはウソである。だが、教授に面会に行くのは事実だ。

「ゼズス教授じゃ仕方ないわ」

　美女軍団は陰かげの大学キングであるリグを恨うらめしげに見た。単位習得に特別に厳きびしいゼズス教授は全学生にその名を知られている。しかしながら、学生の面倒見は抜ばつ群ぐんにいいという評判を持つ教授だ。

　彼女達のあきらめの表情を見てリグはほっと安あん堵どした。リグは彼女達を見ながら顔はにこやかに、心では大きくため息をついた。

　銀河大学の学園祭で選ばれる大学キングは大学クイーンと対ついをなしている。いわゆる美女、美男子コンテストの勝者なのである。お遊びとは言え、学生はかなり本気になる。下げ馬ば評ひように上がった者や推すい薦せんされた者はなおさらである。モテ方が違うのだ。

　リグは毎年のように学生キングに推薦されるがコンテストに出ることを辞じ退たいしている。舞台に上がることを拒きよ否ひしているのだ。ゆえに、下馬評ではキング確実とされながらリグに判定が下されたことはない。もし、投票すればリグは間違いなくキングに選ばれるというのが全学生の統一見解である。事実、三つの星系人を満足させる美び貌ぼうがリグにはある。

「──ねえ、クリス・シェンバインは来るんでしょう？」

「そう聞いているわ。彼もこないんじゃお話にもならないわ」

　もう一人のお目当てのうわさをする。クリス・シェンバインもリグ同様、キングの投票から逃げ回っている一人である。顔を見たことはないが同じ学年のはずだ。だから、大学クイーンはともかく大学キングはその存在価値がいま一つなのだ。

　銀河大学に在学していながらキングの推薦を固こ辞じする者が出たのは、長い銀河大学の歴史始まって以来の珍ちん事じだった。その珍事が四年も続けば珍事ではなくなる。しかも辞退者が二人も出ればその権けん威い失しつ墜ついはまぬがれない。歴代の学生自治会長はビスマ・リグとクリス・シェンバインの陥かん落らくを命じて卒業していくのがこの数年の習わしとなっていた。

　リグは未練たらたらに去っていく美女軍団をにこやかに見送った。

（チェッ！）

　リグは舌した打うちした。男として、これだけの美女に関心を持たれて気分の悪いわけがない。何といってもリグは花も実もある若い男なのだ。リグが卒論のテーマを決めていれば、そして、奨しよう学がく生せいでなければ二つ返事で美女軍団とコンパに繰くり出していただろう。

　だが、今年のクイーンと去年のクイーンを囲んでのコンパがリーズナブルに終わるわけがない。只ただでさえ苦しいリグの生活財政が圧迫されるのは必ひつ定じようだ。キングになればこんな集まりに頻ひん繁ぱんに誘さそわれ、交際費が跳はね上がるのはわかりきっている。リグが隠かくれキングに甘んじている真相である。

　それだけではない。リグはコンパと称しようするものに出たことはない。飲み食いする金がないからだ。だから、サークル活動もしないし、籍せきさえ置いていない。普通では考えられない貧乏ぶりである。

　だが、なぜ、そこまでリグが貧乏なのか。

　それは奨学金の半分を故郷に送金しているからである。

　リグが受けているシェンバイン財団の奨学金は決して小額ではない。ゆとりある豊かな学園生活を保証する金額が支給されている。数ある奨学金の中で、最も高額で、最も権威ある奨学金がシェンバイン奨学金なのだ。

　リグは学部最優秀の成績で入学するや、すぐにシェンバイン奨学金の資格を申しん請せいした。情報を検けん索さくした結果、もっとも支給金額が多かったからである。

　だが、シェンバイン奨学金は審査基準の厳きびしさでも定評のある奨学金だった。無能な者を一いつ切さい排はい除じよする厳げん格かくさがそこに感じられる。むろん、リグはそんなことは知らない。知っているのは支給額だけだ。

　その年、奨学金の審査にパスしたのは六人。そして最終学年の現在まで奨学金を受けているのはリグを入れてたったの二人だった。

　リグはゼズス教授の部屋の前に立った。ただのドアが教授の部屋のドアというだけで威い圧あつ感かんを与える。緊きん張ちようする一瞬である。金茶の瞳が金色に光る。リグは部屋のドアの脇にある識別装置に自分の学生証を提示した。赤いセンサーが瞬またたき、静かにドアが開いた。

「ビスマ・リグ、待っていたぞ」

　リグが入室するや渋しぶく深みのある声が頭上から降ってきた。見上げると高こう架かリフトに座った教授がリグを見おろしていた。教授はデータブックを検索していたようだ。壁一面にぎっしり埋うめ込まれたデータブックがきらきら光っている。

「で、絞しぼれたのかね？」

　リグが挨あい拶さつの言葉を発するのを遮さえぎるように教授が話しかける。ンノワ人独特の髪が教授の動きにあわせてゆらめく。教授のダーク・グリーンの髪はまるで深海の海草だ。高架リフトは普通の椅い子すとなって床に降りた。教授は突っ立っているリグに目を向けると答えを促うながすように興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしを向けた。

「はい──一応……」

　歯切れ悪くリグは答える。歯切れが悪くなるのも仕方ない事情を抱かかえているのだ。

「やはり、あれかね」

「あれです」

　はたから聞いているとほとんど禅ぜん問もん答どうである。教授は机の前に行き、引出しを開けて金属製の小さな箱を取り出した。そして蓋ふたを開けた。リグは中を覗のぞくように見て、小さなため息をついた。

　これだ。この小箱の中のモノこそ卒業論文のテーマに相応ふさわしい素材なのだ。この貴重なモノは学長のゼズス教授だから持てるのだ。ただの一学生で、そのうえ赤せき貧ひんあらうがごとしのリグが手に入れられるモノではない。

「モーラン結けつ晶しよう………」
















　リグは歌うように呟つぶやいた。その呟きを教授は悲しそうな顔をして聞いている。箱の中には金茶の透明な親指の先程の石が鎮ちん座ざしていた。リグの瞳と同じ色の石だ。まるで稀き少しような宝石の扱あつかいだ。小石は自己主張するようにみずから輝きを放はなっている。この小石が未来のエネルギー情勢を根本から覆くつがえすと言われているシロモノなのだ。

　モーラン結晶───。未来をバラ色に染そめる夢の石。人類は無公害の超クリーンエネルギーを手に入れた。と、発見当初は騒さわがれた。

　騒がれたものの、モーラン結晶の研究は遅ち々ちとして進まなかった。研究しようにも、鉱こう石せきのサンプルが足りない。絶対量が少なすぎるのだ。あらゆる分野の学者が束たばになって調査研究しているが、有望な鉱こう床しようは未いまだに発見されていなかった。

　このまま大きな鉱床が発見されなければ、モーラン結晶が中ちゆう途と半はん端ぱな石となるのは必ひつ定じようだ。エネルギーを効率よく生産できなければモーラン結晶は経済的、工業的にはなんの価値もないただの石ころになる。

　モーラン結晶は美しい。等とう軸じく結晶のこの石はダイヤ以上のきらめきを放つ。色合いも薄い黄色から透き通った黄金色、茶、セピア。まれにアクアマリン、エメランド様の色調まで様々である。

　しかしながら、宝石としては絶対量が多すぎた。つまり、宝石の価値基準でもある稀少性がないのだ。このまま行けばモーラン結晶には〝半はん貴き石せき〟という中途半端な価値がつけられることになる。そして、御婦人方を飾かざったり、装そう飾しよく品ひんのアクセントというつまらない石になるのだ。

　それがこの絶大な可能性を秘めた石の末路では哀あわれすぎる。ほんの僅わずかな量で今まで考えられないエネルギーが得られるのだ。だが、今の採さい掘くつ量りようでは経済ベースに乗らない。それが問題なのである。

「きみの発想はユニークだ。論文にまとめれば最優秀賞間違いなしだ」

　ゼズス教授は決めつけるように言った。リグの顔が輝く。事実、教授が認めた研究で、優秀賞を逃のがした論文はない。教授の濃緑の髪が揺ゆれる。

「論文にまとめるには何度か実験して、実証し、数値を確認しなければなりません」

「うん………」

　教授の顔がくもる。指でモーラン結晶をつついている。結晶は揺らされるたびにきらきらと光った。

「やはり現げん物ぶつが必要だな」

「はい………」

　リグはちらりと教授の指先を見ながら答えた。───その小石一個で実験には充分だ。いや、ほんのひとかけでもいい。モーラン結晶の現物があればいい………。リグの喉のどがごくりと鳴る。

　教授はリグの思いを無視するように箱を閉じてしまった。リグは小さくため息をついた。やはりあきらめねばならない。教授でさえこの小さなかけらを手にするのがせいぜいなのだ。何の資金力もない一学生がモーラン結晶を手にするのは夢だ。

　最優秀の論文はリグからはるかに遠くなった。しかし、優秀賞は取ってやる。そんな気き概がいがむらむらと湧わいてくる。最優秀を取って一流企き業ぎようへ最も有利な条件で就職する。それがリグの大学入学以来の夢だった。だが、その夢は消えた。

（優秀賞は絶対にいただく。モーラン結晶じゃなくても、俺おれにはまだテーマがある）

　優秀賞を取った学生は毎年恐ろしいほど有利な条件で就職していく。給料、その他の待遇で普通の学生とは明らかな差が付くのだ。優秀賞でさえ、銀河の企業はこれだけの評価を与える。

　最優秀賞はめったに出ないが、最優秀賞ともなれば学生が企業を逆指名できるのだ。最優秀にはそれほどの効果と権けん威いがある。リグが最優秀にこだわるにはそれだけのワケがあったのだ。

　リグは教授のことも忘れて頭の中で幾いくつかあるテーマの選せん択たくを始めていた。教授がゆっくり目を上げた。そして、おもむろに口を開いた。

「一つ解かい決けつ策さくがある」

　リグはぽかんと口を開けた。フル回転していた思考を中断されて、急に現状に戻れないのだ。顔はとろんと教授を見つめる。かなりの間ま抜ぬけ面づらである。リグのファンが見たらブーイングの嵐となることだろう。

「解決策───ですか？」

　リグは知らず教授に詰め寄っていた。できるなら───いや、絶対、最優秀で卒業しなければならない。冷めかけていた気持ちが再び燃え上がってきた。

「ルーナス[image: ]ガンマエリュシオンは知っているな」

「むろんです。モーラン結晶が最初に発見された惑星ですから」

「あそこならタダで結晶が手に入る」

　とたんにリグは腹が立った。そんなことは知っている。恒こう星せいルーナス[image: ]を巡る惑星エリュシンオンは銀河の不ふ侵しん犯ぱん星せい域いきにある。軍事、経済活動が全面禁止されている星域だ。唯ゆい一いつ、研究活動だけが銀河条約により認められている。

　だが、いかに研究目的とはいえ、不侵犯星域に国家、もしくは一般の研究機関が入るには非常に厳きびしい審査にパスしなければならない。不侵犯星域にはそうした制限があった。

「我が銀河大学には不侵犯星域の活動制限が適用されない。知っているな」

「はい」

　かなりぶっきらぼうな声になったが自分を抑えることができない。たぶん、顔も心と同じくらい、ふてくされているだろう。だが、ゼズス教授はリグの腹立ちにまるで気づかないように話を進めている。

「適用除外はわたしが第二世代のときに獲かく得とくした大学特権だ。学生は企業とのつながりが極めて希き薄はくであり、銀河大学には全宙域から学生が集まっており、国家競争とは無関係であるというわたしの主張が通ったのだ」

　教授は幾いく分ぶん、得意気に言う。

　ちなみに、教授の言う第二世代とは、シ・ヨサ系ンノワ人に見られる二回目の若返りを終えた世代をさす。現在の教授は第三世代をむかえているはずだ。外見は壮そう年ねんだが、二十歳になったばかりのリグの九倍は生きているはずだ。

　大学特権の話は銀河大学に在ざい籍せきするものなら誰でも知っている有名な話だ。ゼズス教授を銀河の有名人にした出来事である。この特権を取得して銀河大学は他の大学をはるかにしのぐ研究の自由と富を手にした。全宙域から平等に学生を受け入れた度量の深さが今日の栄光を作ったと言える。

「あの特権で本学はどの企業も及ばない技術と情報の蓄ちく積せきに成功した」

　教授は言わないが、経済力もかなりなものだろう。

「きみも知ってのとおり、研究の自由を得た代わりに大学の義務は重くなった」

　教授の声は深刻になったが、様子は少しも深しん刻こくそうに見えない。むしろ楽しそうだ。

「大学はある一定の期間が過ぎたら学問上の情報を全すべて公開しなければならない。知っているな？」

「もちろんです」

　ゼズス教授はいったい何を言わんとしているのだろう───。リグにはまるで見当がつかなかった。

「きみの発想は実にユニークで、有益だ」

「ありがとうございます」

「このわたしも非常に興きよう味み深ぶかく思っている。きみの論文はぜひとも完成させなければならない。ビスマ・リグ、きみはエリュシオンに行きたまえ。いや、ぜひとも行かねばならない」

「行きたいのはやまやまですが、エリュシオンは辺へん境きようであるうえに、教授もおっしゃるように不侵犯星域です。恒星間トラックさえ運行していません。おれが得意なヒッチハイクは無理です」

　教授はにやりと笑った。リグの経済状況を知っているうえに、リグの得意技もよく心こころ得えているのだ。貧乏なのに旅行好きなリグは、爪つめに火をともすようにしてためた最低の資金で最良の旅をするので有名なのだ。その名声を教授は知っているようだ。

「今回はきみのその特技はいらない。不本意であるが企業のお世話になる」

「企業？」

「シェンバイン工業が船と必要資材の提供を申し出ている。その代わりとして、エリュシオン行きに際しては本学が推すい薦せんする優秀な学生を望んでいる」

　リグの顔がまた間抜け面になる。教授はくすくす笑いを漏もらした。美形の間抜け面は一見に値あたいする。

「シェンバイン工業が───」

「モーラン結晶を発見した場合はそのデータ及び結晶に関する数値データを提供し、この研究旅行に携わった学生を就職させる、という条件のもとではあるが………」

「シェンバイン工業に就職？」

「エグゼクティブ待たい遇ぐうだ。将来は経営参加の道も開けている」

　リグは喉のどを鳴らした。願ってもない話だった。シェンバイン工業はリグが就職を希望している企業の一つだ。あの、シェンバイン・ケンタウルスグループの中でも五本の指に入る優良企き業ぎようなのだ。

「嫌いやではないかね」

「嫌だなんてとんでもありません」

　リグは力を込めて言った。教授が苦笑する。

「きみは大学に残るつもりはないようだね」

「当然です。おれは一日も早く就職して稼かせぎたいんです。そして、母や妹に人並みの暮らしを保証したいんです」

　ほとんど絶ぜつ叫きようするようにリグは言った。教授は笑わなかった。リグの家庭事情を知っているからだ。

　リグの望みは人並みに豊かな生活である。毎日金の心配をして暮くらすのはもううんざりだった。貧乏な生まれを恨うらんだことはないが、貧乏は憎にくんだ。働けばそれなりの暮らしは政府が保証した。生きていくには充分だが、それだけだ。生きているだけで人と言えるだろうか。

　答えは〝否いな〟だ。

　リグは幼いときの貧乏暮らしでその答えを得た。リグは自分の勉学の才に気づいたとき、それをとことん生かして、貧乏を抹まつ殺さつすることにした。あとひと押し。貧乏は虫の息だった。リグが就職すれば、貧乏はリグの前から消えてなくなるのだ。

「では、きみはシェンバイン工業の申し出を受けるというのだね」

「喜んで」

　瞳をぴかぴか光らせて答える。この幸運を喜ばない学生がいるだろうか。データを渡せばシェンバイン工業の未来のエグゼクティブだ。こうと知れば辺へん境きようだろうが地じ獄ごくだろうが行ってやる。

「よろしい。きみは船と資材の貸たい与よを受けてエリュシオンに行きなさい。ただし───」

　教授は意味ありげに言葉を切った。教授の顔からは何もうかがえない。リグはふと不安になった。

「行くのはきみ一人ではない」

「───はあ」

「シェンバイン工業はエネルギー工学専せん攻こうの学生と惑星地質学専攻の学生でペアを組むことを条件にしてきた。ま、当然の申し出だろう。わたしは快こころよく───ではないが承しよう諾だくした。二人も優秀な学生をとられるのは本意ではないが、仕方ない。わたしもエリュシオンには興味があるし、モーラン結晶が欲しい」

　ゼズス教授はチラリとリグを見た。

「エリュシオンの知識はあるかね？」

「いえ、さほど───」

　言いながらリグはますます不安になる。モーラン結晶発見の惑星だとは知っている。それ以外では不侵犯星域であるという知識があるだけだ。

　惑星エリュシオンは、モーラン結晶発見の地でありながら、一度も大規模な調査がなされていなかった。不侵犯星域であるため───というのがその理由である。が、それはあくまで表向きの理由で、実際は、結晶の利害をめぐって、各星系政府が互いに牽けん制せいしあい、監かん視ししあっているというのが本当のところである。

　ゆえにエリュシオンとモーラン結晶のデータは結晶発見当時と大差無い。データ蓄ちく積せきは微び々びたるものなのである。増ふえたのは探査衛星による基き礎そデータだけだった。夢の結晶は紛ふん争そうの起き爆ばく剤ざいでもあったのだ。

　ゼズス教授がため息をついた。その顔には深い憂ゆう慮りよがある。

「自由裁さい量りようがあるとはいえ、大学側も調査規模を制限されているし、あの自然状況だ。あれさえなければ、あの惑星の探査は終わっていたし、モーラン結晶の研究も進んでいただろう」

　教授は更に深いため息をついた。研究が進まないことがもどかしくてならないのだ。

「あの結晶───モーラン以後、本学の調査隊でさえ微量の結晶を発見したに過ぎない」

　それはリグも知っている。調査隊───と言っても今回のように学生数人のチームだが、必ず結晶を手に入れて帰ってきた。微量でも何でもエリュシオンに行けば必ず結晶が手に入る。

「わたしがもっと若ければ、一世代の若さなら自分でエリュシオンに行ったよ」

　教授はリグの若さを賛さん美びするように見つめ、優しく肩を叩たたいた。リグはなぜか教授になぐさめられた気がした。

「大学もできる限りのバックアップを惜しまない。論文の締しめ切きりもエリュシオンへ行く君達は考こう慮りよされる」

「それは助かります。モーラン結晶を持って帰っても、充じゆう分ぶんな実験なしでは満足できる論文は書けません」

　教授はうんうんと頷うなずきながらリグの言葉を聞いている。

「エリュシオンに行けばきみが必要とする以上の結晶が必ず手に入る。がんばりたまえ」

「はい」

　リグは論文完成を想像して期待を膨ふくらませた。あの妙みような不安が少し引っ込んだ。

「エリュシオンには生物反応はない。また、人体に有害なガスのたぐいも検けん出しゆつされていない。あそこは無機質の惑星だ。だから、そのてんは安心していい」

「はい」

「───ま、心配なかろう」

　リグは首を傾かしげた。不安がまた心を覆おおった。教授はいったい何を心配しているのだろう。同行者か？

　いや違う。

　では、シェンバイン工業か？

　教授が企業などに支配されるわけがない。教授こそシェンバイン工業を手て玉だまに取るだろう。それは確信できる。

「あそこの気象がな、問題なんだ」

　ため息をつきながら教授は言った。

「気象条件が過か酷こくな惑星なら、この銀河には無数にあります。おれはそういう所がけっこう好きですよ」

　教授はまたもやうんうんと頷いた。リグは旅行体験談を教授に語ったことがある。教授はリグ以外からの情報も得ているらしい。リグが辺境の地を旅行のターゲットにしていることは、リグを知っている者なら誰でも知っていた。

　教授はリグを見た。その顔にはすまなさそうな、謝しや罪ざいするような表情が浮かんでいた。リグは教授の言葉を辛しん抱ぼう強く待った。教授がゆっくり口を開いた。

「きみは風速三百メートルという風を体験したことがあるかね？」

　リグは三度目の間抜け面を造った。
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　リグがエリュシオンに同行するというパートナーに初めて会ったのは、出発の一週間前だった。大学の応接室でのことだ。ゼズス教授の姿はない。二人だけでの対面だった。

　教授から得ていた情報は、ケンタウルス系地球人であることと、惑星地質学専攻で性別がメールということだけだった。

「クリス・シェンバインです」

　にっこり笑って自己紹介したそいつは、まだ、ジュニア・ハイスクールに通っているハナタレにしか見えなかった。

（女ってわからねー）

　これがクリスを見たリグの第一の感想だった。〝クリス・シェンバイン〟の名は知っていた。ただし、学問とは全く別次元のことでだ。大学のキング投票を辞じ退たいしつづけているという、もう一人の変わり者として知っていた。自分と同じような奴やつがもう一人いるとリグは爽そう快かいに思ったものだ。

「おまえ、いくつだ？」

　不安になってリグは尋たずねた。辺境を旅するには忍にん耐たいと体力が必要だ。いくら頭が良くてもローティーンには無理だ。ガキの忍耐力はアルバイトの家庭教師でよく知っている。

「きみと同じ歳としですよ」

　リグはまじまじとクリスを見た。信じられない外見だ。無む邪じや気きな笑顔で見つめ返される。

「ぼくってジュニア・ハイスクール生にしか見えないらしいですね。大丈夫です、ぼくはハタチです」

　何が大丈夫なのかは不明だが、クリスは自分の見てくれをよく知っているらしい。パブに入って補ほ導どうされかけたことをクスクス笑いながら話している。

　とにかく歳に問題はない。頭がいいだけのガキではないことがわかった。もっとも、ある程度歳をくわなければ、体育実技の単位が取れないのでスキップはできなくなる。頭脳と身体のバランスを考えたシステムは一応あるのだ。ただし、身体が出来上がればその限りではない。

　リグもスキップをして大学に入学したが、クリスも同じ年だけスキップしたようだ。学年と歳でそれがわかる。リグはほっと安あん堵どのため息をついた。不安を取り除いて今度はまじまじとクリスを見た。

　実に清せい廉れん、可か憐れんな容姿をしている。背せ丈たけは長身のリグとあまり変わらない。そこはハタチである。幾いく分ぶんリグより低めか───。しかしムードはかなり違う。野生の猫族と極上の飼かい猫ねこほども違う。リグを見ながらにっこり笑っている姿はまるで天使だ。それ以外の形容はできない。

〔注・ここでいう天使は銀河標準語の天使で、リグの星系における天使のことである〕

（ふーん───）

　リグは内心、感心した。銀色にも見えるつやつやの髪は一いち分ぶのすきもなくカットされている。こんなに整ととのった髪をリグは初めて見た。クリスにはあらゆる悪あしきものを近づけず、排はい除じよして、純じゆん粋すい培ばい養ようしたような清らかさがあった。穢けがれには一切無む縁えんの無機質の清せい潔けつさなのだ。

　リグはクリスが女の子に絶大な人気を誇るわけを少し理解した。綺き麗れいな顔も人気の一つであろうが、女の子は無む性せい、無む垢く、無邪気を好む。汚きたなく、醜みにくく、むさいものは女の子の敵なのだ。

　だが、子供は決して無垢ではない。その姿に騙だまされてはならないのだ。

「やあ、自己紹介はすんだようだね」

　姿が壮年の老人、ゼズス教授が入ってきた。この人も見かけで人を騙している一人だ。どんなに若く見えても、外見年齢では決して得られない恐ろしく老練な知恵を隠かくし持っている。見かけに騙される政治家、企業人のなんと多いこと───。それが大学に利益をもたらしている。文句は言えない。

　教授の外見に騙されるのは殆ほとんどの場合ケンタウルス系であるが、同属のンノワ人同士でも化ばかしあいをしている。滑こつ稽けいでばかばかしい───とリグは思う。だが、それが政治や経済に影響を及ぼすとなるとばかばかしいとは言えなくなってしまう。

　リグは二人を見比べながら、ぎゅっと心を引き締しめた。──見かけに惑まどわされるな──。心で繰くり返し唱となえた。

　しかし、その思い込みが間違いであることをリグは知ることになる。それはもう間もなくのことであった。







「リグ、話し合おうよ。話し合えばわかりあえるよ」

「あえるかよっ！」

「でも、あんなに一いつ生しよう懸けん命めい呼びかけている。停船してバリアを解除して………」

「ふざけんなっっ!!」

　リグは一いつ喝かつしてクリスを黙だまらせた。話し合いで海かい賊ぞくとカタがつくと考えているオメデタイやつは黙らせておくにかぎる。今は命がかかっている時だ。おぼっちゃまにはそれがわかっていない。全然わかっていない。

　海賊は普通の人ではない。いうなれば狂犬病にかかった猛もう獣じゆうだ。ヤクザと強ごう盗とうを合わせて二乗したくらい始末が悪いのだ。

　クリスがノイズの入ったスクリーンを見つめて気の毒そうな表情を造る。海賊を気の毒がってどうする。気の毒なのはリグとクリスの方なのだ。

「リグ………」

　クリスは訴うつたえるように言う。リグは無視する。第一、操そう船せんに手一いつ杯ぱいでそれどころではない。辺へん境きようを旅するため食費を切り詰めて取ったＡ級ライセンスだが、この時ほど取得してよかったと思ったことはない。

　星図によればあと０・５パーセクで滞たい留りゆうアステロイド群にぶつかる。あと二回ワープすればたどり着ける距離だ。アステロイドに逃げ込めば簡単に見つかることはない。星ほし屑くず達がリグとクリスの宇ふ宙船ねを守ってくれるはずだ。

「ワープする」

「───うん」

　リグの態度に、クリスはどこか不満気だ。だが、海賊の主張を聞くばかはいない。クリスの主張イコール海賊の主張なのだからリグは無視するしかない。船はワープし、異い相そう空間に突入した。肌がちりちりする。異相空間に入った不快感だ。あっと言う間に通常空間に出る。海賊の意表をついたのだ。

「ちくしょう！　トレースしてやがる」

　レーダースクリーンには海賊の光点がすぐに現れた。振ふり切れなかったのだ。

「話し合おうよ」

「ばかっ！　海賊と話し合うばかがどこにいる。やつらはこの船の最新設備が目的なんだぞ。つかまったら身ぐるみ剝はがれる」

「でもさ、話し合えば大抵のことはかたがつくよ」

「海賊と企業を一いつ緒しよにすんなっ！　海賊にお上品なエグゼクティブの法則やルールは絶対通用しない」

「それは交渉次第だよ。彼らの要求を聞きながらね………」

「話し合うのか？」

「うん」

「いいか、耳の穴をかっぽじって良く聞け。あいつらは話し合いでどうにかなる連中じゃねえっ！」

　リグは一いつ喝かつしてワープの準備に入った。今度は滞留アステロイドぎりぎりにワープ・アウトするつもりだ。そして、すぐに慣かん性せい飛行に入って気配を消す。それで完かん璧ぺきに海賊をやり過ごせるはずだ。この隣に座すわるバカが何もしなければ───の話だが。

「かわいそうだな………」

　リグはこの呟つぶやきを聞いて、自分の言葉がおぼっちゃまに、ただの一片も理解されていないことを知った。

　このおぼっちゃまは何でも気の毒がるくせがある。境きよう遇ぐうの悪い者に同情なさるのだ。情が深いと言えば聞こえがいいが、要するに世間知らずなのである。それが悪いというのではない。時と場合によるとリグは考えている。時と場合は辺境においてはとても重要なファクターになる。

「ここには銀河警察も、銀河治ち安あん維い持じ軍ぐんもいないことをよーく頭にたたっこんどけっ」

　リグは吐はき捨てるように言ってワープに入った。つまり、自分たちを守ってくれるものは何もないと言ったつもりだが、クリスには直接話法の方がよかったかと、たちまち後こう悔かいする。

　クリスは何も言わなかった。少しはわかりかけているらしいとリグは楽天的に判断することにした。さもなくばリグの頑がん丈じような神経が擦すり切れそうだ。そして、命の危険にさらされるのは二度と御ご免めんだった。

　出会いの時の無む垢くな印象───。

　恐ろしいことに、クリスは外見どおりの無む邪じや気きな性格の持ち主だった。シェンバイン一族という特権的で貴族的な生まれがもたらした性格であるのは間違いない。だが、それよりも本人の持って生まれた超楽天的な性質がその恐ろしい性格を造つくっているとリグは考えている。

　とにかくクリスは物事を悪く考えることがない。海賊から逃げ回っている現在だって考えていることは絶対お気楽なことに決まっている。例えば今日の夕食、最後の寄港地。およそ、命を失うなんて考えていないに違いない。この状況では捕つかまったら殺される。それは間違いない。身ぐるみ剝がれて終わるには海賊を引っ張り回しすぎた。

「クリス、レーダーに船せん影えいは？」

「小惑星と見分けがつかない」

「エンジン音は？」

「消えていない」

「まだ捜し回っているわけか……」

　リグは海賊の執しゆう念ねん深ぶかさにいささかうんざりした。一目で最新装備とわかる船は海賊にとって魅力的な獲え物ものだろう。特に、あそこまでぼろぼろな船体をした船なら尚なお更さらだ。最新の技術は喉のどから手が出るほど欲しいはずだ。装備を充実させれば戦闘力が増す。そうすれば、やつらの言うところの稼かせぎが多くなるからだ。

　リグの不幸は海賊に銀河大学とシェンバインのエンブレムを見られたことに始まった。この二つの印は〝最新〟を意味する。馬の鼻先にニンジンをぶら下げたようなものだ。無防備に国こく籍せき不明船に近づき過ぎた迂う闊かつさもこの不幸に拍はく車しやをかけた。

　しかし、初めは慌あわてなかった。リグには海賊船を振り切る自信があったからだ。船影判別で海賊船が恐ろしく旧式とわかったからだ。本来ならスクラップになっている船───と、侮あなどったことが災いした。旧式なのは船体だけで、エンジンは改良を加えられ、チューンアップしてあった。

「クリス、まだ消えないか？」

「ごく微わずかだけど、まだだ」

「ここは我が慢まんだな」

　クリスは黙だまって頷うなずいた。法に縛しばられない者の傍ぼう若じやく無ぶ人じんさが少しはわかったらしい。リグはコツコツと指を鳴らしながら時が過ぎるのを待った。

「だけど、あの船はかわいそうだ。ちょっと装そう甲こうを直してエンジンに手を加えたらすごくいい船になると思う。乗っている人も助かると思うんだけど」

　かなりの時が過ぎてクリスが呟つぶやいた。海賊船はまだ巡じゆん回かいしている。そうとうしつこい連中だ。こうなれば持久戦だ。

　リグはゆっくりクリスを見た。クリスは訴えかけるようにリグを見ている。リグの言葉を待っているのだ。クリスはリグをリーダーとみなしている。リグの経験と能力の高さを認めたのだ。そういうところはとても素直だが、厄やつ介かいを平気で持ち込む。

　辺へん境きよう星せいダムダに補ほ給きゆうに寄ったとき、強盗に襲われたのはクリスの同情が原因だった。強盗のお涙話を素直に信じて宿泊している部屋に無防備に招き入れたのだ。

　辺境で見知らぬ者を部屋に招き入れるリスク───。辺境を旅する者の常識だ。

　旅の知識がないというクリスの為ためにリグはその常識を徹てつ底てい的てきにレクチャーしたはずだった。リグの話を目をきらきらさせ、頷きながら聞いていたクリス。リグはその真しん摯しな態度からクリスは辺境の危険を理解したと判断した。しかし、鼻先に銃を突きつけられて、それが大きな間違いだったと気づいた。

　あの時の恐怖。リグは忘れられない。弱々しく見えた男はどこに隠かくし持っていたのか、原子破壊銃アトミツクブラスターを構えたのだ。見事に凶きよう悪あくな顔。子こ羊ひつじから虎とらへの変身だ。虎の合図で狼おおかみの群むれが加わったとき、リグの恐怖は爆笑に変わってしまった。恐怖のあまり、神経が過か敏びんに反応したのだ。

　人を信じるのはいいことだ。だが、素直なのも考えものなのだ。

「で、何が言いたい？　法を遵じゆん守しゆしない海賊に最新技術でも伝授してやるのか？」

「それでは大学の規則に違反してしまう」

「じゃ、親父おやじに頼たのんで金を都つ合ごうしてもらうか？　そうして設備を整えてやるか？」

「うん、それはいい考えだ」

　どこが！

　リグは切れそうになるのを抑おさえて深呼吸した。このおぼっちゃまがいつも本気なのはこの短い付き合いでわかっている。へたに冗じよう談だんを言おうものなら、被ひ害がいを被こうむるのはリグなのだ。

「おまえ、まさか本気で海賊の装そう備びを整えてやるなんて思ってないよな。冗談だよな」

　念のために尋たずねた。クリスはにっこり笑う。クリスは本気だった。

「これだけは言っておく。海賊は法を侵おかしている。これは昨日寄ったダムダ星で出くわした強ごう盗とうと同じだ。規模が宇宙に広がったと考えろ」

「う───うん」

「あいつらがどんなに見すぼらしかろうと同情してやる必要はない。あいつらがやっていることを見ればわかるだろう」

「そうだ………ね」

「おまえが同情する対象はあんな無法者じゃない。見てくれで絶対同情するな」

「でも、見かけでなくては判断できないな、ぼく」

　思わず手が出そうになる。手を握にぎりしめてじっと耐たえる。何であの悪あく相そうや凶きよう悪あくな雰ふん囲い気きがわからないのだ。あいつらは善良な貧乏人と明らかに違う。

　もっとも、紳しん士し面づらした悪党の方がもっと始末に悪い。だが、そういう奴らは素人しろうとさんには直接的に迷めい惑わくをかけない。もっと奥深いところで迷惑をかけるのだ。

「あの人たち、お金があれば悪いことをしないんじゃないかな………」

　恐ろしいほどの真理だ。確かに金さえあれば無法に走るやつの七十パーセントはまっとうになるだろう。しかし、本当に乱暴や無法が好きな奴もいるのだ。そして、そういうバカにくっつき、おもねる更さらなるバカがいる。そのバカに煽せん動どうされて海賊や強盗がアメーバーのように増ぞう殖しよくする───とリグは考えている。

「シェンバインの財力を持ってしても海賊バカはいなくならないよ」

　納なつ得とくがいかないというようにクリスは首を傾かしげている。慈じ悲ひが悪を救うと考えているらしい。慈悲で救えるのは瑕きずを持った悪党に限られるとクリスは気づいていないらしい。本物の悪党はどこまでも悪党なのだ。へたな情けは悪党を増長させる。

（ああ………）

　リグは心のなかでため息をついた。できるならもう少し常識のあるやつと組みたかったと本気で思うリグだった。辺境の地では、自分の才覚と注意力、そして判断力が生死、運を左右する。辺境は温室ではない。大自然が剝むき出しのところだ。クリスのようにいちいち人にかまっていては自分が危あやうくなる。

（教授───恨うらむぜ）

　リグの脳裏でダンディーなゼズス教授がにっこり笑った。

「リグ、エンジン音が消えた」

「ようし、ようやく諦あきらめたな。やれやれだ」

「出るかい」

「いや、もう二、三十分待つほうがいいだろ。メシでも食うか？」

「うん、そうだね。昨日、ダムダで買ったフルーツがまだあるよ。あれはおいしいね」

　命をかけて買った果物だ。うまくなければ宇宙に放り出している。クリスはいそいそとコックピットから出ていった。海賊のおかげで大幅に昼食の時間が遅れてしまった。リグの腹の虫は急に大合唱を始めた。リグは急いでダイニングに向かった。

　ダイニングではクリスがすでに昼食を用意していた。二人はさっそく遅めの昼食にとりかかった。

　さすが、シェンバインの用意した食料は豪ごう華かだった。並の宇宙船バスでは絶対味わえない機内食が用意されていた。これはエクストラ・ファーストクラスの食事だ。

　ハイスクールのとき機内食製造工場でアルバイトしたことのあるリグはよく知っている。エクストラ・ファーストクラスの食事は一流シェフの手作りなのだ。大量生産のエコノミークラスとは素材や工程から違う。

「おまえの親父はおまえがエリュシオンに行くことを知っていたのか？」

「いや、直前まで知らなかったよ。どうして？」

「ちょっとな───」

　適当にごまかして食事を続ける。少なくとも息子が乗るから食事が豪華になったわけではないようだ。

　クリスがシェンバイン・ケンタウルスグループの総そう帥すいの息子と知ったのは旅に出て一日目のことだった。リグはクリスの名に〝シェンバイン〟の枕まくら詞ことばがついていても、あのシェンバインだとは考えてもみなかったのだ。

　ゼズス教授も何も言わなかった。ただ、惑星地質学専攻の学生と紹介した。シェンバインの援助で行く惑星探査。そうと知っていて参加するのだから、リグはクリスを自分と同じような境きよう遇ぐうの学生かな───と考えていた。

　だが、クリスに会ってみて、かなり違うことに気づいた。

　クリスは爪つま先さきから頭のてっぺんまで見事に磨みがき抜かれていた。髪はおざなりのリグとは違い、芸術さながらにカットされていた。爪は形良く整ととのえられ、ぴかぴかに磨かれている。身につけている物はリグでさえ知っている一流ブランドばかりだ。そして、おっとりした上品な仕し種ぐさ。どこか貴族的な雰囲気。普通の者が醸かもしだせるものではない。だから、クリスをシェンバインゆかりの者と考えを改めた。遠い親しん戚せきくらいと判断したのだ。そして、彼の豊かな境遇をほんの少しばかりうらやみもした。

　まさか、今回の援助者のシェンバイン・ケンタウルスの直系企き業ぎよう、シェンバイン工業と直接関係があるとは夢にも思わなかったのだ。

「おまえは変わっているよな」

　もぐもぐと海老えびのフリッターをかみ砕くだきながらリグは言った。海老のぷりぷりとした身が甘く、口のなかでとろけるようだ。リグはゆっくり飲み込む。さすが、エクストラ・ファーストクラス。

　クリスが上品に口くち許もとをナプキンで拭いながら顔を上げた。

「そうかな？　ぼくは変わっているかな」

「親父の会社の探査船に乗せてもらえば楽にエリュシオンに行けたろうに」

「───うん、でもそれじゃいつになるかわからないだろう？　企業が不ふ侵しん犯ぱん星せい域いきに入るにはそれこそ気の遠くなるような手続きが必要なんだ」

　リグは頷うなずいた。待ちきれないからシェンバインは学生を使うことにしたのだ。大学においしいところをさらわれるのを承知で───。

　恐らく、シェンバインは既存のデータに幾いくらか上乗せをした情報だけを手にすることになるだろう。ゼズス教授は持てる政治力をフル動員して情報管理をするはずだ。そして大学の利益を最大限守るのだ。

　リグはほんの少しシェンバインに同情した。これだけの資金を投入して（シェンバインの財力から考えたらほんのわずかかもしれないが）手に入れられる情報はごくわずか。しかし、そのごくわずかが企業の優ゆう劣れつに影響し、莫ばく大だいな利益をもたらす。

「おまえ、ひとり息子だって言ったな。よく親父が許したな」

「止めようにも止められない状況を作ったんだ」

「へえ」

「とうさんが知れば止められるのはわかっていた。でも、ぼくはどうしてもエリュシオンに行きたかったんだ。地質学的にとても興味があったし、すごくキレイな惑星だって聞いていたからね」

　クリスは夢見るように言う。リグにはクリスの石ころに対する執しゆう着ちやくぶりは常じよう軌きを逸いつして見える。その石ころが原因で被こうむった迷惑が頭をよぎっていく。

（ああ───）

　リグは深く、深く、ため息をついた。

　旅を始めてから三度、補ほ給きゆうや休息（気晴らし）の為に港に降りた。その三度のうち二度、クリスは地面を掘り返した。

　一度は街の空き地に十箇か所しよほど穴をあけていた。いつまでも宿に帰ってこないクリスを探しに出て見つけた。日はまさしく沈もうとしていた。辺境で日が沈んで出てくるのは星だけではない。アウトローも出る。

　もう一度は一トンもある石とは呼べない物を船に積み込もうとした。とても興味深い石で、組成が非常に珍めずらしい石なのだそうだ。リグにはただの石にしか見えない。それをヤクザ以外の何者にも見えない男から買おうとしていたのだ。その石（岩）が男の物かどうかも怪あやしい。辺境での売買は、シロウトは大きなリスクを背負い込む覚悟をしなければならない。案あんの定じよう、男はたっぷりと二人を脅おどしてくれた。

　リグは銀河平へい和わ維い持じ軍ぐんや銀河警察の監かん視しが行き届かない辺境での心こころ得えを口が酸すっぱくなるほど言ったつもりだった。三度目の寄港地で強盗に銃口を突きつけられたとき、リグの努力はまったくの徒と労ろうだったと知った。

　リグはクリスの表情の変化を黙だまって見ながら口を動かしている。クリスの瞳ひとみはゆらゆら揺れて白はく昼ちゆう夢むをみている眼まな差ざしだ。頭の中はエリュシオンで一杯に違いない。クリスが夢の中に漂ただよいながらうっとりと言った。

「エリュシオンに行けるんだなあ。学生の名簿を直前までとうさんが見ないように操作したかいがあったよ」

　リグはびっくりしてフォークを置いた。

「よくそんなことができたな」

「───うん、ちょっとね」

　リグの言葉で目が醒さめたのかクリスは言葉を濁にごし、そのまま食事を続けようとする。リグは眉まゆを上げた。

「何だよ、ちゃんと言えよ」

「この件を担当しているとうさんの第二秘書にオネガイしたんだ」

「どんなふうに？」

「ぼくをエリュシオンに行けるようにして欲しい───って」

「それだけ？」

「あと、きみの有能さを見せて欲しい、って言った」

　リグは思わずクリスを見つめた。そして、第二秘書に同情した。

　クリスの父、ロベルト・シェンバイン総そう帥すいの第二秘書は、まだ第二世代になったばかりのシ・ヨサ系ンノワ人だった。寿じゆ命みようの長いンノワ人にはクリスの言葉が脅おどしに聞こえたに違いない。クリスは次期シェンバイン・ケンタウルスの総帥だからだ。第二秘書にはクリスが天使の顔をした悪あく魔まに見えたことだろう。

「彼は本当に有能だった。シェンバインの幹かん部ぶでぼくのエリュシオン行きを知る者は誰もいなかった」

　クリスは無む邪じや気きな笑みを浮かべている。自分の言葉がどれだけの威い力りよくを持っているかまるで自覚していないように見えた。

（こいつ───）

　リグはクリスから視線を外した。少し背筋が寒くなった。

　もし、クリスが見かけどおりなら、無意識で人を操作するとんでもないヤツ。どのようにすれば人が思いどおりになるか本能で知っている恐こわいヤツだ。そして、もし、それを全すべて承知して言葉を操あやつっているなら、クリスは天使ではなく、本当の悪魔だ。

　──無む垢くに見える悪魔──

　この世にこれほど始末に悪いものはない。

　だが、クリスは本当に無邪気に見える。何日か一いつ緒しよに過ごしてそれはわかったつもりだ。だとすれば無意識下に悪魔を飼かっているに違いない。それが表層に現れたら……。リグはぷるっと震ふるえた。

「絶対にモーラン結けつ晶しようを見つけて帰りたいね。ぼくの論文にはあれがどうしても必要なんだ」

「おれもさ。あれをテーマにすれば最優秀賞は間違いない」

　クリスは黙だまって頷いた。クリスも卒業論文の最優秀賞を狙ねらっているのだ。なぜクリスが最優秀を狙うのかは知らない。リグのように就職のためでないことは確かだ。

　クリスが惑星地質学会でユニークな存在として注目されているのをリグはゼズス教授から聞いていた。特にモーラン結晶の生成については独自の理論を展てん開かいしているらしい。クリスはその理論の裏付けを取るためにエリュシオン行きを希望したのだ。

「結晶は見つかるかな」

「見つけるさ。大量の結晶がみつかったのはエリュシオンだけだ」

「うん、それとルーナス[image: ]ガンマの幾つかの惑星だけ………」

「不思議だな」

　確かに不思議だ。

　モーラン結晶はエリュシオンと周辺の惑星だけで発見されている。他の星域で見つかったという報告はない。また、エリュシオン以外で発見されたモーラン結晶はごく微び量りようにすぎない。望みのつなはエリュシオンなのだ。

　だが、エリュシオンはその過か酷こくな気象条件が調査を阻そ害がいしていた。そのため充分な情報がない。二十六時間の自転周期で、二時間おきに襲おそってくる突とつ風ぷう。それも平へい均きん風速二百メートルの風がきっかり一時間という恐ろしく正確に時を刻きざんで吹き荒れるのだ。

　そして、半年に一度訪おとずれる三日三晩続くビッグストーム。この風は風速三百メートルにも達する。これがあらゆるものをなぎ倒し、削けずり取っていく。

　このビッグストームの後、エリュシオンに凪なぎのような時が訪れる。しかし、今度はルーナス[image: ]が激はげしい磁じ気き嵐あらしを起こし、一ヵ月間、船は近づけなくなる。ビッグストームを挟はさんでエリュシオンは完全に他人の干かん渉しようを拒きよ否ひするのだ。

　それでもエリュシオンは美しい。珪けい素そを主な地ち殻かく材料としているエリュシオンは、風が削り、丁てい寧ねいに磨みがきあげた彫ちよう刻こくと言っていい。まさしく惑星全体が硝子ガラス細ざい工くの様相を成なしているのだ。

　事実、情報ディスクで見るエリュシオンの風景映像はため息が出る美しさだ。人知を越こえた造形美。自然だけが造ることを許された神の彫刻───。風は奇き跡せきの芸術品を惑星全体に作り上げていた。

「さて、そろそろ出発しようか。海かい賊ぞくどももあきらめたろう」

　リグはダストシュートに皿やコップを投げ込むと、一杯になった腹をさすりながらコックピットに戻った。隣となりのナビゲーターシートにクリスが座る。

「エンジン始動。座ざ標ひよう点てん確認」

「ポイント修正なし、確認オーケー」

「発進！」

　ゆっくり船が動きだした。アステロイド群の中で急発進をするバカはいない。そんな無む謀ぼうをするのは、粋いきがった暴走族や時間におわれているトラック野郎だけだ。命が惜おしい奴やつはそんなことはしない。ところが───。

「リグ、海賊だ」

「まだいやがったのかっ！」

　アステロイド群の中で急発進して接近してくる。命より獲え物もの。海賊の執しゆう念ねんを見た思いだ。

「バリアをはれ」

「オーケー」

　クリスの手が素早く動く。リグは操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめ素早くギアを入れ変えた。今や暴走族のチキンレースの心境だ。海賊を振ふり切きるには肝きもを冷やす飛行が必要になるだろう。腕には自信があるが、はたして精神力がいつまで持つか───。リグは不安をかなぐり捨て、操縦桿だけに神経を集中させた。

　モニターパネルが爆発したように発光した。続いて嫌いやな振しん動どうが船全体に襲おそってきた。海賊は堪たえきれずビーム砲を使ったのだ。船体はどうでもいいらしい。この船の電子部品と最新のエンジンと情報の宝庫である記憶チップにターゲットを絞しぼり込んだとみえる。

「渡すかよ」

　海賊の思いどおりになるつもりはさらさらない。もし、生きたまま捕つかまってしまったら乗員クルーの運命は悲ひ惨さんだ。良くて奴ど隷れい。悪くすれば命はない。それが海賊に捕まった者の末路なのだ。有名な話である。だから逃げるほうも必死だ。

　───が、必死になっていないヤツが隣となりにいる。それがリグの集中力を削そぐ。このおぼっちゃまにも命が奪うばわれることは説明しなくてもわかるだろう。だが、奴隷が何を意味するのか今度じっくり教えてやる必要がある。

「リグ、あそこで、あのアステロイドの間で反転して」

「ばかっ！　反転したら捕まるぞ。おれは自分から狼おおかみの口に入るのは嫌だ」

「狼の口の中にお灸きゆうをすえようと思ってさ」

「オキュウ───って何だ？」

「それは後で説明する。───海賊に対たい戦せん艦かんビームをぶち込む」

　初めて聞いたクリスの冗談だった。だが、初めて聞いたのはクリスの冗談だけではない。

　対戦艦ビーム？

　そんなものがこの船に装備されているというのか？　そんな話は聞いていない。

　第一、一般船が対戦艦ビームで武装することは銀河条約が禁止している。禁を破るのは無法者と決まっている。だが、クリスの手はリグが知らないレバーをつまみ出していた。

「それが対戦艦ビーム砲なのか」

「うん。出発間際なのに、いきなり点てん検けん整せい備びをしたろう。これを装備していたんだ」

「なぜ───」

「テロリスト対たい策さく。誘ゆう拐かいが多いからね」

　そうだった───。

　リグはすっかり忘れていたが、クリスはテロリストが誘拐リストの上位に名前を上げている一人だ。シェンバイン一族は財力とある種の権力を握にぎる代わりに、行動の自由を極きよく端たんに制限されていた。

　もし、海賊がクリスの存在を知ったら狂きよう喜きするに違いない。こんな船を手に入れるより何倍もの金が手に入る。

「おまえ、対戦艦ビーム砲なんて扱えるのかよ」

「訓練は小さい頃から受けている。成績はいいよ。あんなに大きな的まとなら外さない自信はある」

　リグは対戦艦ビーム砲なんて見たことも触さわったこともない。そんなものには無む縁えんの生活をしてきたし、軍事には少しも興味がなかったからだ。

　そうこうしているうちに船がクリスの指定した地点に達した。リグは滑なめらかな操作で船を反転させ、好位置につけた。ここなら海賊のビームが防ふせげるし、逆に狙ねらうには最適な場所だ。海賊がビーム砲を発射した。ビームは虚むなしく小惑星に当たって霧む散さんした。
















「エンジンを狙う」

「船体を破は壊かいしないのか？」

「貧まずしい人を殺しちゃかわいそうだよ。それから、これは指向性ビームだから一度照準を合わせたら絶対に逃げられないよ」

　そう言いながらクリスは照準をセットしている。指向性ビームは一度照準を合わせると、どこまでもターゲットを追つい跡せきする。エネルギーが拡散するまで永遠に───。そんな恐ろしい最新兵器なのだ。ビームが屈くつ折せつしながら進むなんて誰が想像しよう。海賊はその悪夢を見るはずだ。

　指向性ビームは銀河大学が開発した。基礎研究から実用化まで一いつ貫かんして手掛けたのだ。こういうアステロイド内での建築や、航路の設定などに開発された技術だった。指向性ビームの技術公開がされたのは、つい最近のことだとリグは記憶している。それなのに兵器としてもう実用化されている。

　兵器の開発に大学は関知していない。だが、兵器に使われているほとんどの技術に大学の特許が絡からんでいるはずだ。

　この指向性ビームを取り付けた兵器の特許使用料がとてつもなく高額なのはシロウトにもわかる。企業や国家というものは、兵器には金を惜おしまないらしい。シェンバインはおぼっちゃまのために最新最高の装備を備えつけていた。

　またもや嫌いやな振動が船体を包んだ。海賊のビームがかすったのだ。海賊は遠えん慮りよなくぶっぱなしてくる。貧乏人のエネルギーの使い方ではない。

「発射！」

　クリスの声が幾いく分ぶん楽しそうに聞こえたのは気のせいだろうか。海賊のビームよりはるかに高エネルギーのビームが、銀の矢となって宇宙の闇やみを貫つらぬいていく。

　リグはモニターパネルを頰ほお杖づえをついて見つめた。この銀のビームを見た海賊の慌あわてぶりが簡単に想像できる。一般船が対戦艦ビームをぶっぱなしたのだ。その驚きは尋じん常じようではないはずだ。

「かわいそうだな」

　リグは思わず呟つぶやいていた。

「うん」

　素直な返事が返ってくる。

　海賊の操そう舵だ手しゆの腕はかなりのものだ。クリスが発射したビームを見るや、すぐに船のコースを変えた。だが、すぐにその顔色は青ざめたに違いない。銀のビームは船が動くとおりに進路を変える。

　右に、左に、海賊の操舵手はよく頑がん張ばった。あの腕があれば就職は望みのまま、どこでも引っ張りだこになる。それなのに───。

「命中」

　クリスがため息とともに呟く。海賊船のバリアをたやすく透とう過かして、ビームはメインエンジンを破壊した。海賊船は航行ストップを余よ儀ぎなくされた。







　海賊船を目の前に二人の意見が対立した。これ以上の破壊を渋しぶるクリスに対して、リグは海賊船のエンジンの徹てつ底てい破は壊かいを主張した。そうしなければ不安だからだ。クリスは海賊は危険だというリグの主張をしぶしぶ聞き入れ、メインエンジンの徹底破壊と補助エンジンの破壊を行った。海賊船は完全に航行不能となった。

　そして再び二人の意見はぶつかった。このまま海賊船を捨てて行こうというリグの主張にクリスが真っ向から反対したのだ。クリスは人道に沿って行動しようと主張した。今度はリグが折れる番だった。リグはクリスの主張を聞き入れて、海賊船を滞たい留りゆうアステロイド群から曳えい航こうした。

　クリスは特別回線を使って銀河警察に連絡をした。警察は一切の手出しをきつく禁じて海賊船を見張ることを二人に依頼した。

　恐るべき速さで銀河警察がやってきた。本当に早かった。辺境にもかかわらず、警察は半日もかからずにやってきた。海賊は全員が逮たい捕ほされた。

　海賊が連行されたあと、海賊に捕とらわれていた人達の救出が始まった。奴隷にされていた人々だ。その人達を見たとたんクリスの顔がひきつり、真まっ青さおになった。目は大きく見開かれ、唇くちびるは小さく震ふるえていた。

「こんなのウソだ───」

　クリスがつぶやいた。そして、リグは確信に至った。クリスはやはり奴隷というものをわかっていなかったと───。クリスはリグが言った奴隷という言葉を言葉としてだけ理解していたのだ。

「わかったか？　あれが海賊だ」

　リグの言葉にクリスはさらに目を見開いた。人が人を奴隷にする。これがどんなに非人道的か、海賊とはどういう人種か、百ひやく万まん遍べん言い聞かせるより実感できたはずだ。

　奴隷となっていた人たちの惨みじめな境遇たるや、目を覆おおうばかりであった。リグでさえこんなぼろぼろの人間を見たのは初めてだった。擦すり切きれて異い臭しゆうのしそうな衣服。おそらく捕まったときのままの服なのであろう。海賊は満足に衣服を与えていなかったのだ。

　また、与えられていなかったのは衣服だけではなかった。奴隷だった人は皆、顔色が悪く瘦やせていた。骨の形がわかるほど瘦せこけてしまった人もいた。充分に食事を与えられていなかった証しよう拠こだ。メンテナンスに金の掛かるアンドロイドより、タダで手に入る人間の方が海賊にとってはずっと安上がりだったのだ。

　これが、捕まったらリグがたどる運命だった。ぞっと背筋が寒くなる。クリスは莫ばく大だいな身代金と共に釈放されるはずだから関係ない。

「想像できなかった。こんなにひどいなんて………。──だって、ぼくは………」

　クリスは唇くちびるを嚙かんで泣いていた。その事件があってしばらくのあいだ、クリスは無口になった。

　リグはただ、これ以上海賊にでくわさないことだけを祈いのっていた。







　　　ガラスの妖よう精せい







　　　　　ａｃｔ．１




　あと十分でストームが終わる。一時間吹き続けた風がようやくやむのだ。そして、二時間の執しつ行こう猶ゆう予よが生まれる。

　クリスが見入っていたディスプレイから目を上げた。リグはまだキーボードを打ちつづけている。クリスは目にもとまらぬ速さで打だ鍵けんするリグを見つめた。

「何だ？」

「いや、順調に論文が進んでいるようなのでうらやましいと思って………」

「順調なものか。おれは前文を書いているだけだ。実験をしてデータを取らなければこれはクズになる」

「………見つかるかな」

「見つけるさ。ここに降りてまだ三日だぞ。モーランは一週間滞たい在ざいして結けつ晶しようを見つけた」

「うん。何の基き礎そ情報もなしでよく一週間もいたよね」

「それがあのおっさんの偉えらいところさ。だから世紀の発見をしたんだ」

　エレメンタリースクールの教科書に載のっている偉い人じんを〝おっさん〟呼ばわりしたものの、リグは心からモーランを尊敬している。エリュシオンの名付け親でもあるモーランはケンタウルス系タナトス人だ。クリスと遺伝子系が同じ種しゆになる。

　モーランは偉い───。

　リグがモーランを評価するときは、その一言しか思いつかない。モーランはこの気違いじみた惑星に最低の装そう備びで一週間も過ごしたのだ。当時は地上のデータはほとんどなかったはずだ。衛えい星せい軌き道どうを周回しながら得たデータだけを頼たよりにモーランはエリュシオンに降りた。惑わく星せい探査ロボットを手配する資金もない貧びん乏ぼう学者だったからだ。

（貧乏なところがおれにそっくりだ）

　風の存在はわかっていた。モーランは二度目の訪ほう問もんで風速三百メートルのビッグストームも体験した。しかし、耐たえた。

　その上、モーランはストーム後のルーナス[image: ]ガンマの磁じ気き嵐あらしで滞たい在ざいを余よ儀ぎなくされ、エリュシオンで一ヵ月も生活した。この何もない無機質な惑星に一ヵ月───。あのすさまじい突とつ風ぷうとこの生活に耐えたことは、エリュシオンに着目した事と共に、モーランの七なな不ふ思し議ぎと伝えられていた。

「モーランのおっさんが生きていたら、どうしてエリュシオンに着目したか聞きたいよ」

「そうだね。この星の地ち殻かくが酸さん化か珪けい素そであることは探査衛星の分ぶん析せきでわかったはずだ。ガラスの惑星。確かに不思議な星だ。だけどそれだけだ」

　二人には、だからモーランの偉い大だいさが身に沁しみるのだ。誰も注目しないところに着目し、未知を推測し発見する。非ひ凡ぼんだからできたとしか思えない。

　惑星生成に特異な過程を持つと推測されるエリュシオンにモーランは多大な期待をかけていたという。普通の生成をした惑星に新たな物質の発見は期待できないからだ。

　エリュシオンに降りる前の周到な調査と予測が功こうを奏そうしたと伝記は伝える。未知なるエネルギーの存在を疑わない執念が結けつ晶しようを発見させたともいう。何がそこまでモーランを信じさせたか。それも謎なぞの一つだ。結晶発見は宇宙の神がモーランに与えた一かけらの幸運だったに違いない。

「きれいな結晶だよね」

「ああ、きれいだ。透すき通ったやつは宝石みたいだぞ」

　リグはゼズス教授の持っているモーラン結晶を思い浮かべながら言った。教授の持っていた結晶は不純物がほとんど混まざっていない極ごく上じよう品ひんだった。エネルギー数値は───リグには予測できない。

「おまえは何でモーラン結晶にこだわっているんだ？」

「きみと同じだよ」

「おれと同じって、論文の最優秀賞か？」

「そうだよ。モーラン結晶を分析して、生成の謎なぞにせまりたい。それには絶対、モーラン結晶をじかに採さい取しゆしなくては意味がないんだ」

　リグは初めてクリスの研究を知った。生成の謎が解とけたら合成も可能かもしれない。

「結晶は地表にあることはわかっている。わかっているのはそれだけだ。ああ、未知なる部分に少しでも穴を開けられたらと思うよ。そうしたら最優秀賞は間違いない。きみもだろう？」

「そうだ。最優秀を取って名だたる一流企き業ぎようを逆指名するのが望みだ」

「なんだ、きみは就しゆう職しよくするのか」

　クリスの言葉にいささかむっ、となる。自分の望みをバカにされたような気がしたのだ。

「就職しちゃ悪いか。おれはおまえのように金持ちじゃないからな」

　クリスが少し驚おどろいたような表情を造つくった。〝金持ち〟という言葉に反応したらしい。

「リグはお金がないから就職するんだ」

「あたりまえだろう。金がなきゃ何にもできないんだぞ」

「そう？」

　リグはクリスを殴なぐりたくなった。このおぼっちゃまの始末に悪いところは本当にわかっていないことだ。カマトトではないのが困る。カマトトならリグは何も言わずに殴っている。

「おまえ、生まれてからいったいどういう生活をしてきたんだ？」

「どうって、普通だよ」

　これがくせものだ。リグの普通とおぼっちゃまの普通は全然違う。天と地ほども違う。もっとも、リグの普通も一般の普通とかなり違うが………。

「金は見たことがあるよな」

　これは皮肉だ。

「たいていはクレジットカードを使うけど、ちゃんとお金も使ったことはあるよ」

　クリスはまじめに答える。クリスのカードは使用無制限のプラチナカードだ。

　一方、リグは普通のカードさえ持っていない。家庭の事情からカード会社がカードの発行を認めないのだ。物が買えない不自由を体験していないやつに、金の重要さを教えるのは無理だ。リグはため息をついた。

　むろん、クリスが金の本質を知らないわけがない。知ってはいるが、庶しよ民みんレベルの知覚ではないのは確かだ。パン一個の値段を知らなくても惑星一個の値段は知っている。そんな感覚に違いない。庶民生活レベルの金銭感覚は、クリスには知らなくてもいいことなのかもしれない。

「おまえは卒業したらシェンバイン・ケンタウルスに入るんだろう」

「───うん、たぶん。でも、シェンバイン・サボワに入れられる可能性の方が高いよ」

「武む者しや修しゆ行ぎようか？」

「そうかなあ、わかんないよ」

　リグにとってはどちらも入りたい系列だ。強いて言えばシェンバイン・ケンタウルスの方がいい。何といってもシェンバイン系列の主流だからだ。

「ケンタウルス系は商売がうまい。地球人は特にうまい。サボワ系を見ろ。ろくな企業がない。サボワ系のおれが執しゆう着ちやくするような企業が全くないぞ」

「でも、いい企業が多いと思うよ。特に銀行の信用度はいつもサボワ系が上位を占しめている。ケンタウルス系は寿じゆ命みようが短いから信用度が低いんだ。その証しよう拠こに、ケンタウルス系の銀行の頭とう取どりがシ・ヨサ系やサボワ系に変わると、とたんに信用度が上がるよ」

　リグはぎょっ、とする。クリスは屈くつ託たくなく言い放ったが、この話題はタブーだ。サボワ系人の半分しか寿命のないケンタウルス系人に〝死〟の話を絶対にしてはならない。

「モーランはセンスのいい人だったんだろうなあ。すごい名をこの惑星につけた。知っているかい？」

「知っているって何を」

「この惑星の名のゆらいだよ」

「そんなものに興きよう味みを持ったことはない」

　クリスはくすくす笑った。

「そうだろうね。きみは現実主義者だもの」

　むっ、としながらもリグは反論しなかった。ロマンに興味がないのは事実だからだ。興味があるのは現実の生活。自分の求める現実が手に入ったらロマンでも夢でも追い求めよう。クリスが言葉を続ける。

「エリュシオンは地球の古い神話に出てくる地名なんだ。神々に祝しゆく福ふくされた者が住む楽らく園えんで、常に好天が続く所なんだって」

「常に好天？」

「嵐なんか縁えんがない。すごいだろう？」

「すごい」

　モーランのネーミングのセンスに二人で感心した。ネーミングにモーランの思いの全すべてが込められている。

「大変だったんだ」

　クリスが言う。

「そうだな。すごく辛つらかったろうな。おれたちにはデータの蓄ちく積せきもあるし、装備も最新だ。これで結晶を見つけられなかったらマヌケもいいところだ」

　だが、今のところ二人は結晶のかけらも見つけていない。モーランは最初に五十キロの結晶を持ちかえった。その後、数回の訪ほう問もんでモーランが発見した結晶はおよそ一トン。それが銀河系住民の手に入った。

　風の音が弱くなっていた。ストームが終わったのだ。時間どおりだ。リグはちらりと時計を見てハイコンをザックに片づけた。急いでベースキャンプに戻り、キャンプ地を変えなくてはならない。そうやって少しずつ探査の範はん囲いを広げていくのだ。

「結晶は窪くぼ地ちで見つかることが多い」

「うん、別に鉱こう脈みやくとか特有の岩石に含ふくまれているわけじゃないよね。ルーナス[image: ]の第三惑星では在ざい来らい種しゆのコケの中から見つかった」

「変な結晶だ」

　リグは心から言った。専門ではないがそれくらいはわかる。どう考えても妙な性質を持つ結晶だった。あきらかに鉱物なのに、その生成過程は全くの謎なぞだった。

　モーランは結晶を手に入れた場所を告げずに死んだ。記録もない。宇宙物理学者のモーランにはどうでもいいことだったのかもしれない。

　結晶採さい掘くつ場所の不明───。結晶の能力が詳細に解明される以前だったとはいえ、これは手痛いことだった。銀河系住人が手に入れた一トンの結晶はモーランがみずから集めた物だ。新たに採取した物はほんの微び々びたる量だ。

　モーラン以後、結晶発見から二世紀を隔へだてた今も、エリュシオンではまとまったモーラン結晶は見つかっていない。何度調査しても鉱床が発見できないのだ。見つかるのはほんのカケラだけだ。小しよう規き模ぼながら行ったボーリングではさらに結果が悪い。何も見つからないのだ。これもモーランの七不思議の一つだった。

　星系同士の政治的牽けん制せいや特異な気象条件という制約もあるが、エリュシオンでの結晶に関するデータは全くと言っていいほど蓄ちく積せきされていなかった。

「モーランがシ・ヨサ系かせめてサボワ系だったらよかったのにね」

　リグがびくっ、とするようなことを口にしながらクリスは出発の準備をしている。

「知っている？　ケンタウルス系には不死伝説が多いんだよ」

「…………」

「サボワ系にはそんな伝説があるかい？」

「おれは聞いたことはない」

　すまして言ったが、リグにはまったく思い当たらないのだ。

「だろうね」

　当然、と言うようにクリスは頷うなずいた。

「ケンタウルス系は寿命が短いから不死に憧あこがれるんだ。おそらくサボワ系にはそんな伝説や神話は少ないと思うよ。若返りを繰くり返すシ・ヨサ系ンノワ人は皆かい無むかもしれない」

　クリスは楽しそうに言う。リグはこの話題を打ち切りたいが、クリスはこの話題をやめるつもりはないらしい。

「百年の命。なんて短いんだろうね」

　リグは何も言えない。人生が始まったばかりのリグにとって死ははるか彼方かなただ。サボワ系はある年ねん齢れいまで細さい胞ぼうがフィードバックして若返る。ゆえに老化は晩年に一気にやって来るのだ。少しずつ老いていくケンタウルス系とはここも違う。

　ケンタウルス系とサボワ系は、その姿かたち、進化の過程、文化に多くの共通点を見いだすことができる。ただ、老化の一因となる細胞劣れつ化かと寿命はまったく違った進化をとげていた。

「ぼくが死んでもきみは今の姿のままだ。ぼくが研究を完成できなくてもきみは時間が味方をしてくれる。うらやましいよ」

「だ、だけどケンタウルス系にはサイボーグ手術という奥の手があるじゃないか。おまえはそれを受ければいい」

「そうだね、とうさんも受けている」

　クリスが笑った。妙に透とう明めいな笑みだった。

「時間が短いからケンタウルス系は貪どん欲よくなんだ。───ぼくはそう思っている」

　リグはクリスを金の苦労のないやつ、と内心侮あなどっていたことを反省した。もっと奥深いところでクリスは人生を考えている。

「ああ、最優秀賞が欲しいよ。ぼくは研究を続けるためにはどうしても最優秀を取らなくてはならないんだ」

「なぜだ？　そんなもん取らなくたっておまえなら一生研究できるだろう？」

「ぼくにはシェンバインという背負わなければならないモノがある。これは捨てられない。才能がなければ背負わなくてもすんだけど、ぼくにはどうやら才能があるらしい。長老会議で決定されちゃった」

　ぺろりと舌したを出して肩をすくめた姿は子供にしか見えない。

「逃にげられないのか？」

「うん、逃げられない」

　すっぱりと答える顔は二十歳の青年だ。自分の義務と責任をしっかり認識している。

「もう、ぼく一人の問題じゃない。わがままを言えば秩ちつ序じよが乱れてしまう」

「何だか窮きゆう屈くつだな」

「そうでもないよ」

　クリスは笑った。生活に不自由がなくても、使い切れないほど金があっても、行動の自由の制限は辛つらいに違いない。リグは自分とあまり変わらないクリスの立場を思った。リグは金がないから行動を制限されている。クリスを縛しばるのは人の意思だ。

「シェンバインを背負えば後は何をしてもかまわないんだけど、条件が厳きびしくて………。並以上の才能を示さなければ好きな事ができないんだ。最優秀は条件の一つだ。ぼくは一生、石に触ふれていたいからね。仕方ない」

「変わっているな」

「うん、変わっているんだ。でも、一族の決まりだから仕方ないよ。そうやってシェンバインは銀河に根づいているんだから」

「そうだな」

　政治的制約を超えてシェンバインはすべての星系に系列を築いていた。それぞれのシェンバインは固い同族意識で結ばれている。同時に派は生せい種しゆであるケンタウルス系に強きよう烈れつな同種意識を示し、それぞれの星系に根づいたケンタウルス系の援えん助じよを行っている。だからケンタウルス系は銀河一の人口を誇ほこっている。

「テントをあけるぞ」

「うん」

　リグは酸素マスクを装着して、接着面に中和剤を注いだ。シュッと小さな音がして泡あわが立った。手をかけて勢い良くテントを開く。レモン色のルーナス[image: ]がオレンジ色に色を変えていた。もうすく日にち没ぼつだ。

　リグとクリスは手早くテントを片づけるとカンラン石の大地を踏ふみしめた。そよ風が二人の髪を撫なでていった。暴風の去ったエリュシオンはまさしく芸術の惑星だった。微び妙みように色合いの違う大地は太陽光で様々な色できらめいている。彼方に見える水すい晶しようの林はルーナス[image: ]の光を受けて黄金の林と化していた。

「風がなければまさしく神に祝しゆく福ふくされた土地だな」

「うん」

　リグの言葉にクリスは頷うなずく。二人はナビゲーションシステムで方向を確かめ、穏おだやかな大地を歩きだした。新しいベースキャンプの設営地は決めてある。より風の影えい響きようを受けない絶好の場所だ。

　あと一時間五十二分。次のストームまでこれだけの時間が残されていた。
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　ランドモービルをゆっくり止めた。もう一度停止位置を見る。ピタリだ。リグは満足してモービルの動力を切った。

　外ではクリスがテントの設営に余念がない。作業が丁てい寧ねいで慎しん重ちようだ。これから三日間、ここがベースキャンプとなるのだ。クリスの作業が慎重になるのも当然のことだ。臨りん時じのテントとは訳が違う。

　リグは改めて新しいキャンプ地を眺ながめた。両側が切り立った崖がけになっている。ベストに近い環境だ。それほど深い谷ではないが、風を凌しのぐには充じゆう分ぶんだ。

　リグはランドモービルをフックで固定していく。この固定フックは一個で一万トンの荷重に耐たえる設計がなされている。銀河大学のヒット商品だ。合計二十個のフックでモービルを固定してしまうとリグはテントを設営しているクリスのところに行った。

「手伝おう」

「ありがとう」

　クリスは嬉うれしそうに天使の笑みを浮かべた。テントは谷の大きな岩かげに設営されている。今までのキャンプ地に比べてはるかに安全度が増ましている。

「モーランはこういう谷を見つけてキャンプしたんだろうね」

「ああ、そうしなくては接せつ着ちやく剤ざいもフックもなかったんだから命がないよ」

　半年に一度やって来るビッグストームは十日後にせまっていた。

　ビッグストームは三日間続く。ストーム後、一ヵ月間エリュシオンは無風となるのがわかっている。そして一ヵ月後、もう一度起こるビッグストームが過ぎ、ルーナス[image: ]の磁じ気き嵐あらしが終わると通常のエリュシオンが戻って来る。

　無風のエリュシオンに滞たい在ざいした者はモーラン以外にはいない。外部と連絡が遮しや断だんされるルーナス[image: ]の磁気嵐のためだ。その上、一ヵ月もの長期滞在は銀河連れん盟めいが認可している小型の調査船では充分な装備ができない。モーランは命を秤はかりにかけて滞在したと言っていい。

　二人はビッグストームの前にエリュシオンから離はなれる予定だった。

「風速三百メートル───どんな風だろう」

　クリスが興味深げに言う。誰でも興味を持つだろう。風速三百メートルは並の風ではない。このエリュシオンでなければ吹かない風だ。

「ショートストームの風に百を足した風速だ。二百たす百は三百。簡単じゃないか」

「そうだね」

　リグのつまらない冗談にまじめに答えてクリスは最後のビスをとめた。風が強くなってきた。ショートストームが始まる。

　エリュシオンの太陽、ルーナストは地平線に姿を隠してしまった。濃こいエンジ色の空が地平線に見える。エンジ色はグラデーションを描き、空の中央で黒と交わっていた。間もなく夜だ。二人はテントの中に入った。

　ルーナストの残光が残るものの急に気温が下がった。しかし、テントの中は快かい適てきな温度が保たれている。酸素濃のう度ども充分だ。二十平方メートルの空間は決して広くはないが、狭せまい空間でもない。あれこれ資材が置かれ空間を占せん領りようしていても、二人の居住空間には充分だ。二人はマスクを外し、くつろいだ。

「さて、晩飯は何にする？」

　リグが尋たずねる。食事は大きな楽しみの一つだ。シェンバイン工業が提供した携けい帯たい食しよくは超高級品でうまい。リグが普段食べている食事とは宇宙と地下ほども差があった。

「めーし、めしめし」

　リグがうきうきと食料コンテナを覗のぞく。実に嬉うれしそうだ。がさごそとリストを見ながら中を探っている。動きが止まる。メニューを決めたようだ。

　食料は二人分がワンパックになっている。一つメニューが決まれば自動的にもう一人分のメニューが決まる。

「今夜はオリオン牛の猟りよう師し風ふうステーキにフォアグラのパイ包みキノコ添え、メナクのフカヒレスープな」

「ぼくは何でもいいよ、好すき嫌きらいはないから。リグの好きなものにしよう」

　ほとんど儀ぎ式しきのように同じ会話が繰り返される。いつもリグが好きなメニューを選び、クリスはにこにことそれに従う。こういうときのクリスはちゃんと大人に見える。逆にリグが子供になっている。

　リグが嬉うれしそうに携帯レンジに二人分の食料ケースを突っ込む。あとはケースが出てくるのを待つばかりだ。

「食いもんがうまくてよかったな」

「そうだね。シェンバイン工業はいい食品会社と提携しているようだ」

　───いい食品会社との提携。

　そんな考え方はリグにはない。クリスはすでに物事の大局を見る目を身につけているようだ。長老会とやらがクリスの才能を認めるはずだ。リグは少しクリスを見直した。

「何か言った？」

　大きな肉にかぶりついているリグにクリスが尋たずねた。

「おれは何も言ってねえよ」

「そう───。何か言ったように聞こえたんだけど………」

　首を傾かしげながらクリスは言う。その顔はいま一つ納得していない。妙な顔でリグを見ている。

「きみが能力者って話は聞いてないもんね」

「はあ？」

「ごめん、気のせいだ」

　クリスは上品にスープを口に運んだ。見事に洗練された所しよ作さだ。リグには死んでもマネできそうにない。リグは肩をすくめて食事を続けた。

　フォアグラのパイはうまかった。うまいけどリグには少し脂あぶらっこい。しかし、とろけるような舌した触ざわりは気に入った。ケンタウルス系の味覚にはきっと絶品なのだろう。

　肉は最高だ。さすが名高いオリオン牛だ。ブランドは知っていたが食べたのは今回が初めてだった。肉質、味、香かおり、なにもかもがすばらしい。リグは夢中で食事を続けた。

『────』

　耳じ朶だをくすぐるような何かが聞こえた。リグはクリスを見た。クリスはパンをちぎって口に運んでいる。その目は観察するようにリグを見つめていた。

「何か言ったか？」

「いや、何も言ってないけど」

　そう言いながらクリスは探るような眼まな差ざしでリグを見つめる。

「きみにも聞こえた？」

「聞こえたって、おまえは何も言ってないんだろう」

「言ってないけど───」

　クリスは言葉を濁にごしたが、何かをリグに訴うつたえている。

『────』

　二人は顔を見合わせた。はっきり聞こえた。もはや食事どころではない。二人はじっと耳をすませた。

「テレパシーか？」

「たぶん───そう思う」

「ここには生体反応は無いって聞いていたぞ。無機質の惑星だって………」

「ぼくもさ。だから危険はないって」

　ぞっと背筋が凍こおる。クリスの顔も青ざめている。二人に未知の物に対する恐怖が襲おそってきた。

　リグは時計を見た。ショートストームがあと三分後にせまっている。キャンプの設営場所を変えることは不可能だ。

　二人はどちらからともなく狭せまいテントの中をさぐり始めた。食料コンテナをどかし、機材をどけ、隅すみ々ずみまで見て回った。床ゆかのカーペットを引き剝はがしてもみた。

「何もないな」

「そうだね」

　二人は顔を見合わせた。感じたのはテレパシーだから距きよ離り感かんはあてにならない。どんなに耳元で聞こえようと、それはもっと遠くにいるかもしれないのだ。

「テントの外か」

　リグは呟つぶやいた。クリスは黙だまって頷うなずく。凄すさまじい風の音が鳴っている。ショートストームが始まったのだ。これで一時間は身動きができない。

「おまえの方が感応しやすいみたいだ。どうだ、感じるか？」

「いや───何も」

　クリスは耳をすませて聞き入ったが、ゆっくり首を振ふった。

「何だろう」

　不安を少しも隠さずクリスがリグを見た。リグも不安を目一杯、浮かべている。強がっても仕方のないことを二人は知っている。だが、騒さわいでもどうにもならないことも知っていた。

「テレパシーだったよな」

「うん、間違いないと思う」

「無機物でテレパシーを発する物ってあったか？」

「ぼくは知らない」

　二人の顔が緊きん張ちようする。二人はハイコンに手を伸ばそうとしなかった。検けん索さく結果を恐れたのだ。結果を知らずにいれば希望が持てる。しかし、恐怖は去らない。

　生体反応は衛えい星せい軌き道どうからの探たん索さくだ。探査は惑星表面に限られた。惑星の表面から有機物はいっさい検出されなかった。

　だが、もし、地ち殻かくの下に有機物があったとしたら───。たとえ、地上に有機物があったとしても、この風が全てを掃そう除じして大たい気き圏けん外に追いやってしまうだろう。生物が住むには風が強すぎる。

「そういえば、エリュシオンには酸素があるな」

「別に不思議じゃないだろう？　ありふれた元素だし───」

「だけど、酸素は放っておけばすぐに他の物質と結合してしまうぞ」

　つまり、酸化だ。

「エ、エリュシオンには鉄はあったかな」

「鉄じゃなくても酸化する物質はたくさんある」

「と、いうことは酸素を作り続けているものがいるということ？」

「おれ達が呼吸するには足りないが………」

　二人は口を噤つぐんだ。事態はどんどん悪いほうに推測できる。誰もエリュシオンの酸素まで考えなかったことになる。エリュシオンの酸素濃のう度どが、普通の生物が生存できる酸素量でないことが盲もう点てんとなった。

「ちくしょう。不完全なデータをつかませやがって」

　気づかなかったのはリグも同じだ。人がほとんど入ったことのない、研究途と上じようの惑星ということも盲点だった。二人の持っているデータがモーランの得た数値と変わらないことに疑問を持つべきだったのだ。

「いったい何がいるんだろう………」

「まあ、でっかい生物じゃないことは確かだ。この酸素量じゃ大きくなりようがない」

「そうだね」

　クリスは頷うなずいた。

　しかし、小さいから安全というわけでもない。それは二人ともよく知っている。外は漆しつ黒こくの闇やみだ。エリュシオンは月を持たない。とにかく暗くては何もできない。そして、今はストームの真っ最中だ。

「すべては明日だ」

「うん」

「いきなり襲おそってくることはないだろう」

「アトミックブラスターを用意しておくかい？」

「そうだな、枕まくら元もとに置いておくか」

　クリスがブラスターを取り出す。ダムダ星で出くわした強ごう盗とうから奪うばったものだ。一般人の武器の携けい帯たいは銀河条約で禁止されている。クリスが警察に渡した方がいいと言うのを押し切って、リグがネコババしたのだ。ブラスターの構造に興きよう味みを持ったからだ。工学を専せん攻こうした者のサガと言っていい。リグは大学に帰ってから分解して構造をみるつもりだった。

　二人は護ご身しん用にパラライザーを支給されているが、未知の生物にはそれでは不安だ。未知の生物をいきなり殺すことには抵てい抗こうを覚える。しかし、背に腹は変えられない。

　クリスがブラスターをリグに渡そうした。リグはそれをクリスの腕に押し戻した。

「銃の腕はおまえのほうが上だ。まかせる」

「そう。じゃ、きみはパラライザーを。目め盛もりは最大値にね。それならどんなに神経の鈍にぶいやつでもショックを受けるから」

「おう！」

　勢い良く返事をしたものの、リグは不安の真っただ中だ。わからない、知らない、ということがこんなに不安なものだとは思わなかった。リグは辺境の旅でそんなことは克こく服ふく済ずみだと考えていた。

　今は違う。辺へん境きようで経験したのは、きちんと知識を得た未知だと知った。いつ出くわすかわからない不安はあっても、襲おそって来るものの予測はついた。つまり、危険な物をあらかじめ知っていたことになる。

　二人は口をつぐんだ。論争すれば出てくるのは不吉なことばかりになりそうだったからだ。これ以上、不安材料を抱かかえたくないというのが二人の正直な気持ちだった。それなら沈ちん黙もくしかない。沈黙すれば自分の知識の中の不安だけですむ。

　間もなくストームが過ぎ去る。その執しつ行こう猶ゆう予よは二人にとってなんの慰なぐさめにもならなかった。

　その夜、二人は謎なぞの囁ささやきを耳にしながら眠りについた。謎のテレパシーは途と切ぎれ途切れやってくる。二人はまんじりともせずに夜明けを待った。







　いい天気だった。

　もっとも、エリュシオンはいつも快晴だ。水がないから雲のできようがないのだ。ストームはさっき通りすぎたばかりだ。二時間の自由時間が始まったばかりだ。

　昨夜、聞こえた囁ささやきは夜明けとともに聞こえなくなった。二人は寝不足で重くなった頭を何とか回転させながら装そう備びの点てん検けんを始めた。

「リグ………」

「何だ？」

「今日は遠くの調査をやめて、この谷の調査をしてしまわないか。ここだって結晶の存在条件を充じゆう分ぶん満たしている。夜が明けると聞こえなくなったけど、あの声も気になるし」

「そうだな」

　リグはすぐにクリスの意見に賛成した。クリスの言うとおり、この谷は結晶があってもおかしくない地形だ。それに昨夜のことも気になる。安眠を得るためには周辺の調査をしておくのが得とく策さくだ。

　装備は必要最低限にする。アトミックブラスターはクリスが持った。リグはパラライザーを装着した。どんな生物かわからない以上、襲われそうになったら問答無用で発砲する。ためらいは無用。二人は固く誓ちかった。

　二人は谷の奥へと向かった。衛星写真によれば、この谷は大地にナイフで切れ目を入れ、途中で切るのをやめたような形状をしている。丸いケーキを切り取った後を想像すればいい。

「行くか」

「うん」

　先に歩きだそうとしたリグの肩をクリスが叩たたき、先に立った。そして、ニッと笑いながら腰に下げたアトミックブラスターを叩いた。リグは頷うなずいた。

　エリュシオンに来て四日。エリュシオンの風景は二人を飽あきさせることがなかった。植物や、動物の姿がないのは寂さびしいが、ここは石の国と思えばそれなりに楽しい。

　風の当たらない窪くぼ地ちには水晶だの紫むらさき水晶が草のように六角形の結晶を造っているし、風の造った造形は人が造つくった芸術品よりはるかに独どく創そう的てきだ。琥こ珀はく色のカンラン石はレモン色のルーナストの光を受けて金色に輝いている。二人がいるのは黄金の谷だ。

「きれいだね」

「ああ」

「地表のほとんどがカンラン石というのは何とも豪ごう華かだと思わないか」

「そうか？」

「カンラン石は変質しやすいんだ」

「ふーん」

　専門ではないのでリグにはさっぱりわからない。

　ルーナストが地表を温めていく。このまま気温が上がり続ければ灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化す。しかし、エリュシオンは地獄とはならない。地表が焦こげつく前に風が冷やしていく。風がラジエーターの役目を果たしているのだ。エリュシオンでは風を嫌きらってはならないということだ。

「あの岩かげはどうだろう」

　オリーブ色の大きな岩をクリスが指さした。

「結晶がありそうなムードだな」

　二人の歩みが自然に早くなる。モーラン結晶はどういう訳か物のかげで発見される。それが同じ条件ではないことが結晶の探査を困難なものにしている。

　オリーブ色の巨大なカンラン石の周辺に多くの小石が積まれていた。小石と言っても大人の頭ほどの大きさがある。ここは風の吹き溜だまりになっているようだ。風速二百メートルの風が直撃したら比重の軽いカンラン石の小石はひとたまりもなく吹き飛ばされるだろう。そして、ぶつかり、砕くだけ、衛えい星せい軌き道どう上に飛ばされる。

「ここは風の直撃がないようだね」

「谷がけっこう深いからな」

　リグは上を見上げた。谷の深さは二十メートルほどだろうか。起き伏ふくの乏とぼしいエリュシオンでは昨日宙づりになった山とともに険けわしい地形の部類に入る。

「へえ、綺き麗れいだな。こんなに大きくて透とう明めいなカンラン石の塊かたまりは見たことがないよ」

　クリスが明るいイエロー・グリーンの一ひと際きわ透明な石を持ち上げて言う。

「見たことがないって───おいおい、エリュシオンはカンラン石の塊じゃないか」

「ここ以外の話だよ」

　クリスはくすくす笑う。リグは少し赤くなった。リグの中ではすでにエリュシオンが普通の風景となっていた。リグはたった四日でエリュシオンの環境に馴な染じみ、この風景を身近に感じている自分に気づいた。

『────』

　二人は同時に身体を硬こう直ちよくさせた。顔が引きつっている。

「おい！」

「うん、なんだか昨日の夜より強いようだ。きみは？」

「おれも強く感じた」

　二人は素す早ばやく武器を手にした。未知の世界で身を守ってくれるのは、おのれの素早い判断と運だけだ。二人は背中合わせで周囲を警けい戒かいする。

　何も起こらない。

『───、───ヨ』

　二人は同時に身をすくませ、互いに見合った。ただの雑音に過ぎなかった思念が言葉をかたどって頭に響ひびいたからだ。

「気のせいか？」

「確かに聞こえたよ。銀河標準語だったように思う」

「───そうか、それなら知的生物か？」

「…………」

　クリスも自信はないようだ。クリスより感応力が弱いリグはもっと自信がない。

「あの岩の向こうが怪あやしい」

　クリスが頷うなずく。

「挟はさみ撃うちにしよう」

「でも」

「心配するな。知的生物なら神経細さい胞ぼうは細こまやかなはずだ。神経構造が単純なはずがない。そうだろう？」

　リグはパラライザーを掲かかげてみせた。そして、エネルギー出力が最大にセットしてあることをクリスに見せた。クリスが納なつ得とくする。二人は頷き合うとそろそろと岩を回りはじめた。

　ふっ、と寒くなった。背中にクリスの気配を感じなくなったとたんに、リグは恐れた。今まではどんな辺境にも一人で行った。人と行動を共にしたことなどない。それでも不安や恐れを感じたことなどなかった。なんでも一人で対たい処しよしてきたのだ。それなのに───。

（ばかやろう！）

　自分を叱しかって全神経を岩の向こうに集中する。透とう明めいなようで少しも向こうが見えない岩が憎にくい。リグはそろそろと足を進める。クリスもきっとそうしているはずだ。未知の生物。見たこともない。誰も知らない………。

「うわあっ!!」

　何かが顔に向かって飛んできた。パラライザーのトリガーを引く余よ裕ゆうも冷静さも吹き飛んでいた。リグは顔を覆おおって突つっ伏ぷした。何かは、あっ、という間に姿を消した。

　ふと、顔を上げると真まっ青さおな顔をして腰を抜かしているクリスが見えた。クリスはアトミックブラスターを構えていた。だが、撃うてる状態でないのはリグと同じだ。

「な、何だった？」

　先に口を開いたのはクリスだった。リグはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「み、見えない───。よく、よくわからなかった。おまえ、は？」

「ぼ、ぼくも───」

　クリスが這はうようにしてリグに近づいてきた。リグは全く動けない。わけのわからない未知なるものに飛びつかれたショックから抜けられないのだ。

「リグ、顔を見せて。傷は？」

「た、たぶん大丈夫だ。マスクをしているから」

　ほうっとクリスが息をついた。真っ青だった顔に赤みがさしてきていた。クリスは自分を取り戻したようだ。リグはまだだ。心臓が倍の速さで打っている。

「飲むといいよ」

　クリスが水すい筒とうを差し出した。リグはマスクをずらして貪むさぼるように飲んだ。冷たい水がリグを落ちつかせていく。

「どんな形をしていたのかまるで見えなかった」

　リグは次第に自分を取り戻しながら言った。

「なんだかサルみたいな形をしていたような気がする」

「サル？　そんな高等生物が？」

　クリスの言葉にリグは自分の顔が引きつるのを感じていた。クリスの顔も緊きん張ちようしている。二人はどちらともなく帰り支度を始めた。そして、ベースキャンプに足を向けた。言わなくても今日の調査は中止だ。二人の顔は互いにそう主張していた。

　未知なるもの───。

　そんなモノが銀河から消えて久しい。人間が進出した惑星では、あらゆる環境、生物、無生物、有機物、無機物にいたるまで調査され、完かん璧ぺきではないものの知り尽くされていた。何もかも調べられ、未知なるモノとは自分が知らないものとなっていた。

　だが、それは未知ではない。データは皆かい無む。その形も、色も、存在さえ知られていない。誰も知らないものが本当の未知だ。二人はその意味を深く実感していた。

「なんてことだ。どうしてこんなことが………。調査漏もれもいいとこじゃないか」

「衛星探査では限界があるってことだね」

「ちくしょう。おれ達はただの学生だぞ」

「学生だからここに降りられたんだけどね」

　クリスの言うとおりだった。学生の身分だから厳きびしい審査もなく、ごく簡単に着陸許可がおりた。リグはうなった。風の危険はあるが、生物の危険はない。それがエリュシオンだったはずだ。

「クリス、とにかく防ぼう御ぎよを固めようぜ。わけのわかんないもんは巨大なわけじゃない。風とわけのわかんないもんと比べたら、今のおれ達には未知な分だけ、わけのわかんないもんの方が危険だ」

「ぼくもそう思う。あと十日でビッグストームが来る。ぼく達の滞たい在ざいのタイムリミットだ。生物の方はこのテントと武器でなんとかなると思う。小さいから勝てるというわけじゃないけど、あれの力はそれほど強くないように思う」

　情報の絶対量が少なすぎた。曖あい昧まいな予測しかたてられない。しかし、与えられた情報で、できるかぎりの予測をするしかない。そうして生き延びるのだ。

　アトミックブラスターをホルスターにしまいないがらクリスがくすっ、と笑った。リグは眉まゆをひそめてクリスを見た。笑う場面ではない。

「何がおかしい」

　眉をしかめたままリグは尋たずねた。このおぼっちゃまは今度は何を言いだすのか──。

「ぼく達がおかしくてさ」

「おれ達のどこがおかしい」

「どっちも帰ろうと言わないからさ」

「衛星軌道の母船が迎むかえにくるのは十日も先だ。帰ろうなんて思うはずがない」

「エマージェンシーを発動させればすっとんで来るよ」

　クリスが面白そうに言った。リグは何も言わなかった。調査なかばで帰ろうなんて発想はまるでなかった。クリスに言われるまで気づきもしなかった。今、リグには危険な状態であるという認識がある。しかし、尻尾しつぽを巻いて逃げる気はさらさらなかった。

（絶対、最優秀をとってやる！）

　闘とう志しがむらむらと湧わいてきた。

　リグは目一杯時間を使うつもりでエリュシオンに来た。日が足りなければ延長申しん請せいをするつもりだった。最大三十日は延長できるはずだからだ。シェンバインに請うて物資を補ほ給きゆうし、居すわるつもりだった。シェンバインに借りは作りたくないが、背に腹は換えられない。一ヵ月の外部との遮しや断だん。それがなんだ。食料さえあればなんとかなる。そして、何が何でもモーラン結晶を見つけ、卒論の最優秀賞を取る。そうしなければリグの描えがいた将来は霧む散さんするのだ。

「おい、おれの同意なくエマージェンシーを発動させるなよ」

「もちろんさ。きみもね」

　リグはふんと鼻を鳴らして返事の代わりとした。一見、ひ弱に見えるクリスが意外にタフだということをすでに知っている。余計なことを言うが、音ねは上げない。そんな芯しんの強さがクリスにはある。ひ弱なのは幼おさなく見える風ふう貌ぼうだけだった。

「テントは完璧だと思う」

　クリスが言った。

　二人はベースキャンプに戻って徹てつ底てい的てきに周囲を点てん検けんした。テントはクリスの担当だ。リグはランドモービルや周りの環境を担当した。

「テントには何も侵入できない。精神攻撃をされたらシールドがないから防ふせぎようがないけど」

「帰ったらテントの改良を申請する。物理的攻撃だけが危険じゃないからな」

「そうだね」

　クリスは頷うなずいた。ショートストームの時間が迫せまっていた。二人はテントに入った。

「今日はデータの整理をしようよ」

「そうだな、そうしよう。それから、思うんだが、わからない物は見るに限る。目にしないから恐怖を感じる。おまえは？」

「ぼくも───。見えないものは怖こわい」

「おびき寄せるか？」

「それはいい考えだね」

　二人は顔を見合わせてにっと笑った。何もせずに怯おびえているより、その正体を知ったほうがずっといい。たとえ危険が伴ともなっても、何もしないで被こうむる危険より、精神的にずっとましだ。

　風が鳴った。ストームの始まりだ。風速二百メートルの風がエリュシオンを駆かけめぐっている。日にち没ぼつまであと二回ストームがやって来る。二人の活動はテント周辺だけに限られるだろう。二人はストームが通り過ぎるのをじっと待った。
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　また、耳をくすぐる声が聞こえてきた。今夜は昨晩より聞こえる回数が多い。その上、聞こえる声が一種類ではなくなった。まるで多くの者がささやきあっているように聞こえた。

　リグはもぞと動いた。クリスも寝返りをうつ。二人はまったく眠れない夜を過ごしている。瞼まぶたは重いのだが、声が頭に響ひびいて眠らせてくれない。また、その声が不安も煽あおるのだ。だからよけい眠れない。

　だが、二人は起きて語り合うことはしない。充分話し合ったからだ。もう話すことはない。話しても繰くり返しになるだけだ。

　ワナを仕掛けることに決めた。エリュシオンの生物を、まず、生きたまま見ることだということで二人の意見は一致した。生物なら食べるものを仕掛ければいい。ことは楽観的に考えることにした。とにかく見ることが大事なのだ。

　リグは仕掛け造りを担当した。食べ物の選択はクリスがした。クリスのハイコンがフル稼か働どうしてエサを決めた。エサを仕掛け、出来上がったワナを枕まくら元もとに置いて二人は眠りについた。調査に当てるはずの時間がワナ造りの時間にばけたのだ。ワナは明日、夜が明けてからしかける予定だった。

　まんじりともせずに再び夜が明けた。寝不足で二人の目は真まっ赤かになった。リグの機き嫌げんが極きよく端たんに悪い。寝不足に弱いのだ。むっつりしているリグに比くらべてクリスは比較的元気だ。てきぱきと分ぶん担たんした仕事をこなしている。

「リグ、休んでていいよ。ぼくが朝食のしたくをするから」

「おまえは元気だな」

「ぼくは徹てつ夜やに強いんだ」

「おれは睡すい眠みん不足に弱い。七時間は眠らなくては頭がクリアにならないんだ」

　リグはぼやくように言った。サボワ系は本来逆境に強い種しゆなのだが、寝不足はその範はん疇ちゆうに入っていないらしい。リグは重そうに身体からだを動かしている。本当につらそうだ。

「ほら、コーヒー」

　クリスはコーヒーカップをリグに渡した。

「ありがとう………」

「意外だなぁ。きみが二日の徹てつ夜やでそんなに参ってしまうなんて」

「しかたねえだろう」

　切り返す言葉にもいつもの迫はく力りよくがない。今のリグは歯の抜けた老ライオンだった。その様子を笑って見ているクリスも目の下に隈くまを作っている。元気そうにしていてもやはり丸二日の徹夜はこたえているのだ。

「きみはテントで寝ている？　ぼくは少しこの辺を調査してみたいんだけど」

「見れば見るほど有望そうなとこだもんな。おれも行く。ワナが失敗に終わっても、今夜は眠れそうな気がする。もう何が聞こえても気にするもんか」

「ぼくもだ」

　恐ろしさより眠気だ。今の二人は簡単に睡すい魔まに降こう伏ふくするだろう。

「じゃ、行くか」

　リグは空になったカップを置いた。そして、ワナを持ち、重い身体を叱しつ咤たしてテントを出た。

　ワナは昨夜話し合った場所に仕掛けた。テントのそばの岩かげだ。いかにも小動物がひそみそうな場所に満足して、調査を開始した。

「クリス、おれはあそこへ登ってみる」

　リグは崖がけの中腹でぱっくり割れたように口を開けた棚を指さした。壁面がそこだけ色を変えている。ワナを仕掛けているとき気づいた場所だ。どうも気になる。もしかしたら深い切れ込みになっているかもしれない。そんな場所でモーラン結晶が見つかる可能性が高い。

「昨日は気づかなかったね」

「ありそうな場所だろ？」

「そうだね」

「ストームまで何分ある？」

「えーと、あと五十分だ」

「足掛かりを付けるには充分だ。あそこなら接せつ着ちやく剤ざいが使えるな」

　大学規定には抵てい触しよくしない。クリスはにっこり笑って頷うなずいた。二人はさっそく作業にとりかかった。

　棚はそれほど高くない。ほんの六、七メートルほどだ。リグとクリスは連れん携けいして作業を始めた。足場を接着剤で固定していく。リグの指が棚に届いた。リグは身体を引き上げ、棚を見た。リグが思った通り、棚の奥は深い穴になっていた。穴の奥おくを見ようとした、そのとき───。

「！　！　！　！」

　リグは身体を支えるのを忘れた。腕の力が、身体中の力が抜けてしまっていた。身体は支柱を失ってバランスをくずした。

「リグッ！」

　悲鳴のようなクリスの叫さけびが聞こえた。リグは声一つ上げることもできずに地上へと自由落下した。







　鈴すずを振ふるような音がした。

　いや、声か。

　風が荒あれ狂くるう音と、心地ここちよいきれいな音がするのだ。天上の楽がくの音ねとはこういう音のことをいうのかもしれない。リグは朦もう朧ろうとする意識でそんなことを考えていた。

　腰が痛んで思わずうめき声を上げた。名を呼ばれたような気がした。リグはうっすらと目をあけた。クリスの心配そうな顔があった。視線をずらす。

「ああ、夢を見ているんだ───」

　リグは歌うように呟つぶやいた。クリスの肩に光る目をした人形が腰掛けていた。ガラスの糸で織ったようなキトンに似た服を着て、カンラン石のように透すき通ったオリーブ色の髪をしている。妙にきれいな人形だ。背にはガラスのように透とう明めいな羽までついている。これは妖よう精せいの羽だ。小さいころケンタウルス系の作家が書いた絵本で見たことがある。

　クリスが人形を持って来ているなんて知らなかった。人形が動いた。見事になめらかな動きだ。人形の髪が動きにあわせて揺れる。ゆるくウェーブのかかった髪は硬こう質しつな輝かがやきをみせながらも柔らかそうだ。なんて良くできているんだ、とリグは感心した。

「リグ、気づいて良かった。心配したよ」

　はっきりとクリスの声がした。リグは目をしばたかせた。クリスの肩の人形がまた動いた。動いている。人───？

　そんな小さな人がいるもんか───と、リグの理性が否定する。

「紹介する。これはローロ、エリュシオン人だ」

　リグはガバッと起き上がった。とたんに息を飲むような激げき痛つうがやってきた。腰が一番痛かったが、背も尻しりも痛い。身体の裏側で痛くないところがない。

「背中から落ちたからね。でも、何ともなくて良かった」

「なんともないだと？」

　リグは思いっきり顔をしかめて見せた。クリスはリグの表情が目に入らないような顔をしている。

「後こう遺い症しようはないよ。打だ撲ぼくならすぐに良くなる。よかったね」

　クリスが天使の頰ほほ笑えみを浮かべた。その通りなのだが素直に頷うなずけない。この痛みは──。なんて、そんなことをくだくだ考えている場合でない。

「───エリュシオン人だぁ？」

　じろりとクリスの肩を見る。人形にしか見えないモノがいた。クリスと並んだ小さな顔は小型の天使だ。
















　本当に小さい。銀河に存在するどの星せい系けい種しゆにも見られない大きさだ。リグのこぶしよりひとまわり小さい頭。クリスの肩に腰掛けているので身長はわからないが、おそらく四十センチくらい。顔は子供のようにあどけない。もしかしたら子供かもしれない。

　人形がじっとリグを見つめた。きらきらよく光る目だった。まるでカレイドスコープのようだ。様々な色に光っている。落ちた岩いわ棚だなで見たのはこの目だった。黒い穴の奥で光っていた。闇やみで見る獣けものの目だった。

「ぼく、ろーろ」

　舌足らずに言って、エリュシオン人が手を差し出した。小さな小さな手だ。じろじろ眺ながめているリグのぶしつけさは気にしていないようだ。

　リグは反射的に手を出した。エリュシオン人はリグの指先を握にぎって握あく手しゆした。

「おい、こいつはどうして銀河標準語を知っているんだ」

「ああ、ぼくもまだ聞いていない。知り合ったばかりだからね」

「それから手を握って挨あい拶さつするのはケンタウルス系の習慣だ───ということは」

「さすがリグ、頭がいい」

　クリスがにこにこと笑う。リグの肩にいるもう一人の天使も笑っている。

「ぼく、たーた」

　いきなり耳元でささやかれてリグは飛びのいた。痛みが全身を駆かけめぐり、リグはうめいた。このテントにいるエリュシオン人は一人ではなかったのだ。

「だいじょうぶ？」

　タータと自己紹介したエリュシオン人が心配そうな顔をしてリグを覗のぞき込んでいる。髪の色は濃こい琥こ珀はくだ。背の透すき通った羽をパタパタと動かして飛んでいる。ちゃんと飛んでいるのだ。

「おい、クリス。おれは正気だよな」

「大丈夫、頭は打ってないよ」

「何でヒューマノイドが飛べるんだ。あれはお伽とぎ話ばなしだぞ」

「不ふ思し議ぎな種族だね。ぼく達、銀河系既き存ぞん種しゆとは別の種だと考えたほうがいいんだろう。形はヒューマノイドだけど、きっと筋肉構造が違うんだ」

「そうだけどさ───」

　リグが言いたいのはそんなことではない。絵本の妖よう精せいがなぜここにいるのかということだ。あれは想像物だ。

「モーランはこの種を知っていて黙だまっていたんだな」

「おそらくね」

「なぜ、モーラン後の調査隊はこいつらを発見できなかったんだ」

「さあ………」

　クリスが首を傾かしげた。確かに不思議だ。調査記録によれば、エリュシオンを訪おとずれた調査隊の多くがこの谷に寄っている。

　風よけに絶好の地形が調査隊を呼ぶのだ。モーランに関しては記録がないのでわからない。だが、銀河標準語を喋しやべるこの二人のエリュシオン人を見れば、モーランがこの谷に立ち寄ったことは疑いもない。

「もーらん、すき。ほか、だめ」

「ぼく達はいいの？」

「もーらん、にている」

　リグとクリスは顔を見合わせた。二人のどこがモーランに似にているのかは不明だが、エリュシオン人は自分たちが姿を現す基準を定めているようだ。

「ほかにいる。あれ、だめ」

　クリスの肩に座すわっているローロが言った。ぱたぱたと飛んでいたタータもクリスの肩に腰掛けた。天使の顔が大小三つそろった。

「あれ、だめ」

　タータも真剣な顔をして言う。〝ほかにいる〟とはこの惑星に他の調査隊でもいるというのだろうか。そんな話は聞いていない。

「話がよく見えないな。無許可で来ているやつらがいるってことかな」

「まさか。そんなとをしたら一大事だ。星系間で戦争になるよ───。あ、海賊かな」

「海賊がこの惑星で何をする。鉱山があるわけではないぞ。あいつらは人のものをかすめ取るのが商売だ。調査や探たん索さくなんてしちめんどくさいことをするかよ」

「それもそうだね。じゃ、やっぱり隠れ調査隊かな………」

　それなら銀河条約を無視した盗とう掘くつ者しやということになる。二人は顔を見合わせた。いったい何者だ。

「ねえ、ローロ。他にいるのはぼく達みたいな調査隊かい？」

「たくさん」

　二人はまた顔を見合わせた。〝たくさん〟というのは多人数ということだろう。と、いうことはへたに手をだすのは危ない。盗掘となれば非合法だ。こういう輩やからは武器をかならず携けい帯たいしている。

「ここから遠いのかな」

「はんたい」

「反対って逆方向ってことかい？」

「うら」

　ローロは真剣な眼まな差ざしで言う。光る目がスタールビーの輝きを宿している。ローロは興こう奮ふん状態にあるようだ。

「おい〝うら〟って惑星の裏側か？」

　二人はクリスの肩でこくこくと頷うなずいている。それなら二人が盗掘者と遭そう遇ぐうする確率は低い。だが、盗掘者は二人がやってきたことは知っているに違いない。

「どうする？」

「しばらくほっとくさ。どんなやつか知らないが、惑星の裏側じゃすぐにどうこうできないだろう。おれ達の事前の衛星探査から巧こう妙みように逃にげたくらいだから、顔を合わせるつもりはないんだろうぜ」

「そうだね、君の言うとおり放っておこう。ぼく達の目的を達成したら銀河治ち安あん維い持じ軍ぐんに通報しよう」

「スポンサーのシェンバインに教えなくていいのか？　不ふ侵しん犯ぱん星せい域いきに未許可らしき者が入り込む事態をまねいたのは、明らかに銀河連れん盟めいのミスだ。シェンバインが銀河連盟の不手際を糾きゆう弾だんするいい機会だと思うが───。これはシェンバインの発言力強化につながるんじゃないのか？」

「確かにきみの言うとおりだね。でも、シェンバインには銀河連盟に通報した後でいい。ぼく達は援えん助じよは受けているかもしれないけど、学生だからね」

　クリスが当然というような顔をする。そして、なぜそんなことを聞くというようにリグの顔をまじまじ見た。

「おやじが怒おこるぞ」

「───たぶん、それほど怒らないよ」

「おまえはあくまで大学を優先させるのか？」

「ぼくは銀河大学の学生証を持った正しよう真しん正しよう銘めいの学生なんだよ。シェンバインの社員じゃない」

　実に明快だ。公私をきっちり分けている。引きずられているところがまるでない。この潔いさぎよさが将来トップを約束されている者の資質なのだろうか。リグはどことなく曖あい昧まいな所を残している自分と比べていた。

「まあ、いい。ところで、こいつらとどうやって知り合ったかまだ聞いてないぞ」

「ああ、話すけど、きみの具合はどうだい。湿しつ布ぷを換えようか？」

「いや、いい。打ち身は───だいぶいいみたいだ」

　腕を回してみてリグは答えた。事実、痛みはどんどん薄うすれている。蒼あお痣あざは残るだろうが、大事にはならない。頭を打たなかったのは不幸中の幸いだった。

「それで───？」

　リグはクリスを促うながした。クリスは肩に座すわっている二人のエリュシオン人を一人ずつ肩から下ろして床ゆかに座らせた。

「きみが落ちるのと同時にこの二人が現れたんだ。きみの服を必死になって摑つかんでたよ」

「でも、おちた」

「おちた」

　ローロとタータが口々に言う。

「きみが骨折しなかったのは彼らのおかげかもしれないな」

「ぼく、ちいさい。───おおきい」

　リグを指さしながら琥こ珀はくの髪をしたタータが言う。

　リグは改めてこの小さな人を見た。まるで、ガラスの人形のようだ。瞳ひとみがイルミネーションのようにみずから光り、肌はセラミックスのように滑なめらかだ。全身が無機質の清らかさを醸かもしだしている。見事に透とう明めいな種族だ。こんな種は銀河にいない。

　リグが失神から醒さめたとき、ローロを人形と思ったのも仕方ない。この二人には硬こう質しつな雰ふん囲い気きがある。だが、冷たいのではない。この二人には温かいミルクを入れたカップの暖かさがある。二人は間違いなく血のかよった生物なのだ。

「モーランが銀河標準語を教えたのか？」

「もーらんのこえ、むしがいう。がっこうで、きく。おぼえる」

「むし？」

「ことば、ろくおんするむし」

　ローロが答える。そんな生物もエリュシオンに隠かくされていると知る。

「学校があるんだ」

「ふぁりーのがっこう。たのしい」

「おもしろい」

　ローロとタータは嬉うれしそうに言う。言葉はローロの方が得え手てらしい。良く見ればローロが幾いく分ぶん年上に見える。

「ことばおぼえるの、いい。おぼえるとはなしできる。もーらん、いった」

「ま、まさか、おまえらモーランに会ったわけじゃねえよな」

　ローロの言葉に唾つばを飲み込みながらリグは尋たずねた。クリスも少し身を引いている。モーランは今から二百年前の人だ。あのゼズス教授でさえ、まだ産うぶ声ごえを上げていないはずだ。この、少年にしか見えないエリュシオン人が自分よりはるかに年上とは考えたくない。

「がっこう、ならう」

「もーらんのこと、せんせいがおしえる」

　タータとローロが争うようにして答える。言葉を使うのが楽しくてしかたないというように見えた。ガラスの少年たちはきらきら光る瞳をいっそう光らせている。

「きみ達ファリーって言うの？」

　クリスの質問に二人のエリュシオン人はこくこくと頷うなずいている。このへんのボディランゲージは銀河標準と同じらしい。

「ふぁりーぞく」

　ローロが自分を指さした。

「もーらん、つけた」

　タータが付け加える。

　ファリーとはケンタウルス系の言葉のフェアリーがなまった言葉だろう。モーランがそう名付けたくなるのも頷けるほど、このファリー族はケンタウルス系の伝説やお伽とぎ話ばなしに描かれる妖精の姿に酷こく似じしていた。

「おまえら、どこに住んでいる？」

　聞きたくてたまらなかったことだ。少なくとも地上ではないはずだ。残されているのは地下だ。リグの質問にファリーの二人は顔を見合わせている。

「ここ」

「ここ、いえ」

　なぜわかっていることを聞くのか、という顔つきをしている。今度はリグとクリスが顔を見合わせる番だった。

「もしかすると、あの崖がけの棚たながきみ達の家の入口？」

「あそこ、いりぐち」

　タータが大きく頷く。琥こ珀はくの髪が大きくゆれてテントの照明でレモン色に輝く。ルーナス[image: ]ガンマの色に似た色だ。

「おまえら、ストームが終わるまで帰れないな」

　ファリーの二人がきょとんとリグを見た。リグは一瞬、この二人が自分の言葉を理解できないのかと疑った。しかし、そうではないことにすぐに気づいた。

「外の風は怖こわくないか？」

「かぜ、すき。とおくにいける」

　ローロの言葉にタータが頷く。

　リグが推察した通りだった。エリュシオンに住む者にとって狂きよう気きの風が友となっている。

「おまえ達が好きな風だが、おれ達にはちょっと強すぎる。今、テントは開けられない」

「しってる、もーらん、おなじ。だから、まつ」

　年若いタータが得意そうに言う。自分の知識を披ひ露ろうしたいようだ。

「ぞくちょう、まってる。かぜすぎたら、いく」

「ぼく達を招待してくれるの？」

「しょうたい？」

「？」

　人形のような二人がかわいらしく首を傾かしげた。どうやら知らない言葉だったらしい。クリスは笑って言葉の説明をした。

「しょうたい、ない。おねがい」

　タータが言う。

「はなし、ききたい。みんな、ききたい。ずっとまってた」

「だって他にも人が来たでしょう？　他の人には話を聞かないの？」

「もーらん、にてない」

「もーらんとちがう、だめ。こわい」

　クリスとリグは顔を見合わせた。話をよく飲み込めないが、何かがモーランと似にていないとファリー族のお気に召めさないらしい。

　ついっ。とローロが飛んだ。続いてタータも飛んだ。二人は気持ち良さそうにテント内を飛び回る。やがて二人はおいかけごっこを始めた。二人は歓かん声せいをあげてはしゃぐ。

「たのしい」

「おもしろい。ぜんぜんつかれない」

　きゃっ、きゃっ、と戯たわむれる姿は鳥にも、水面を舞まう美しい昆こん虫ちゆうにも見える。リグとクリスは楽しげに遊ぶ二人をしばし見つめた。

「なあ、クリス。あいつらはメールだよな」

「たぶん───」

「だとすれば、フィメールはいるよな」

「普通の生物学で考えればいると思う。特別な生せい殖しよくをすれば別だけど………」

　自信がなさそうにクリスは答える。各星系区には少ないながら少数種族が含まれている。その中には多数の生物の一生とはまったく違う道をたどるものがいる。発生からして違うものもいる。

「ここ、くうき、こい」

　タータが歌うように言って、くるりと旋せん回かいした。

「いつまでも、とべる」

　ローロはリグとクリスの目の前をかすめて飛んだ。飛ぶことが楽しくて仕方ない、そんなふうに見えた。

「そうか、酸素が濃こいから体力が続くんだな。どの生物にも言えるが、飛ぶということは、多くのエネルギーを使うらしいからな」

「そうだね。あ───、もしかしたら、かれらの身体が小さいのは、酸素量が関係しているかも………」

「なるほど、考えられるな。───ま、おれ達の専門外ではあるが、極めて興味深い事例ではある」

　リグの言い回しを聞いてクリスが笑った。ゼズス教授の言い方そっくりだったからだ。

「ぼくにも同じような構造の羽があったら飛べるかな」

　ぎょっ、とするようなことをクリスが言いだした。クリスは熱い眼まな差ざしで飛び回る二人のファリーを見ている。あぶない兆ちよう候こうである。

（おいおい、羽を造って飛ぶなんて、絶対言ってくれるなよ）

　風速二百メートルの風はファリーにとっては楽しい風かもしれないが、普通人にとっては命にかかわる。風速二百メートルの風は生身の身体が耐たえられる風ではない。この風の中に出るということは、命を引換えにするということだ。

　もし、クリスがこの風の中を飛ぶと言ったら、リグは殴なぐってでも阻そ止しする。実験をすると言ってもやめさせる。このおぼっちゃまは危険認識が足りなさ過ぎる。

「心配しなくてもいいよ。ぼくにだってこの風がどんなに危険かくらいはちゃんとわかっているから」

　リグの心を読んだようにクリスが言う。

「ちゃんとわかってくれていればそれでいい。おれは命の危険にさらされるのは二度とごめんだからな」

「わかってる」

　クリスは神しん妙みように頷いた。リグは決して自分の保身に走るタイプではない。そのことをこの短い旅で見せている。パートナーを決して見捨てない強い信しん頼らい感かん。リグはそれをクリスに与えていた。

　いくぶん風が弱まった。ストームは時間どおりにやってきて、時間どおりに去っていく。あと一分でストームは去る。

「うち、いこう。みんな、まってる」

　光る目をきらきらさせてタータが誘さそう。

「みんなでずっと、はなしかけていた」

　同じように目をきらきらさせてローロが言う。

　やはり───とリグは眉を上げた。クリスもため息をつきながら肩をすくめた。ファリー族が束たばになって二人に呼びかけていたことがわかった。どれだけの人数で呼びかけていたのかわからないが、サイパワーは相乗効果を生む。だから、感応力がない二人にも聞こえたのだ。原因はわかった。これで今夜からの安眠は保証された。

「いこう」

　タータがクリスの髪を引っ張る。ローロがクリスの肩に乗った。ファリーの子供は妙にクリスになついている。

「うん、それじゃ行こう。いいよね、リグ」

「そうだな、それが良さそうだ。モーランもきっとそうしたに違いない」

　クリスがはっとしたようにリグを見た。リグは片目をつぶって見せた。リグの思おも惑わくが透すけて見えるようだ。クリスは笑って頷うなずいた。

　風はそよ風に変わっていた。空はきれいなラベンダーだ。ここからルーナストは見えない。崖がけの上部を照らす光がルーナストの存在を教えている。透明な岩いわ肌はだを抜けて柔やわらかい光がゆらゆらと拡散していた。

「そうだ、ワナをはずしておこう」

「それがいいよ。ぼくはおみやげを選んでおくから」

「やっぱり食い物かな」

　リグの言葉を聞いてクリスが笑った。クリスに笑われてリグは少し赤くなる。リグは決して食い意地がはっているわけではないが、シェンバインが用意した食事にいちいち感動している。クリスにはリグの反応が新しん鮮せんであり、驚おどろきでもあったようだ。

「きみの言うとおり、食べ物が一番だろうね。あとは、ローロとタータに聞いておく。大人と子供では嬉しいものは違うと思うけど、いちおうの参考にね」

　リグはクリスに聞こえないように舌した打うちをしてワナをはずすためにテントを出た。クリスのくすくす笑いがまだ聞こえる。

（しかたねえじゃないか。おまえはうまいもんばっか食っているんだろうけど、おれは初めて食うもんばかりなんだぞ）

　改めて育ちの違いが浮き彫りになった。こういう身近なところが一番際立つ。物に対する考えや執しゆう着ちやく度どがまるで違うのだ。クリスはリグが欲しいものを苦もなく手に入れている。当然あるものとして全てを間近に置いている。リグは食べ物、着るもの、学生の最低必ひつ需じゆ品ひんにもこと欠いている。

　銀河の時代に貧ひん困こんはないなどと政治家は言うが、そんなのは噓うそだ。リグは自分を貧びん乏ぼうと認識し、それを周りに言ってはばからない。貧乏は隠しようもない事実だからだ。

　リグは胸にさしているペンを撫なでた。これはクリスが捨てようとしたものをもらったのだ。宇宙空間で活動をするときも滑なめらかに書けるというのがウリのペンだ。クリスには使い勝手が悪かったらしい。一度使っただけであっさり廃はい棄き処しよ分ぶんしようとした。

（こんな高級品を捨てようとするんだもんな。信じらんねえよ）

　リグはクリスをとめ、ペンを手に入れた。使い心地が少々悪かろうと問題ではない。ようは、宇宙空間で使えればいいのだ。使い勝手は自分で工夫して改良すればいい。

　クリスはリグの姿勢にやたらと感心し、以後、リグの前で物を粗そ末まつにすることはなくなった。それでも、リグにはクリスの生活がムダだらけに見えた。

　豊かでなければ鷹おう揚ようになれない。そのことをリグは知っている。清せい貧ひんなどというが、そんなことが噓っぱちなのは身を持って経験済みだ。先立つものがなければ何もできない。清貧などというものは老人の戯言たわごとだとリグは思っている。

（ファリーが結晶のことを教えてくれるといいが）

　頭にあるのはそのことだけだ。論文に全てがかかっている。論文は今までの学業の総仕上げとなる。完かん璧ぺきな成績で卒業して、企業のトップに納まる。それがリグの描いた人生設計だ。これ仕上のビジョンは今のところ思い浮かばない。

（かあさん、リノ、おれはやるからな）

　思わず拳こぶしを造り、強く握にぎる。モーラン結晶が手に届くところにあるという妄もう想そうにとらわれた。リグの頭がカッと熱くなる。

　カタ、カタ………

　リグは足を止めた。熱くなった頭が一気にクールダウンする。音は岩かげに仕掛けておいたワナから聞こえる。

　カタ、カタ、カタ

　音は絶えること無く続いている。必死に音をたてているという感じだ。リグは反射的にパラライザーを抜いた。気を失ってそのままはずすのを忘れていたのだ。二人のファリーに気を取られていたことも一因だ。

（何がかかっているというんだ）

　リグは両手でパラライザーを握り、唇くちびるを嚙かみしめてワナに近づいた。音は止まることなく続いている。

　リグはパラライザーを構えたまま岩かげから覗のぞき見る。ワナには何かが入っていた。リグはそろりと身体を滑すべらせた。ワナから聞こえる音が止まった。リグは中を見て口をぽっかり開けた。

　透すき通るようなレモン色の長い髪。透明な四枚の羽。ワナの中にいるのはファリー族の、どう見てもフィメールだった。







　　　ファリー
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「梯はし子ごを落とすぞ」

　リグは下にいるクリスに声をかけた。酸素マスクをしているため、多少声がくぐもる。身軽に動くファリー達がリグは少しうらやましい。

　薄うすい羽をはためかせてローロとタータが二人の間を行き来している。二人と真まつ先さきに知り合ったことが得意でならないのだ。

　クリスが手を振る。ファリー族の招待を受けても、羽のない二人にはこの高さでは足掛かりがなければ登れない。リグとクリスは事故が起こる前の作業を完了させることにした。

　大勢のギャラリーが二人を取り巻いて、興きよう味み深ぶかげに作業を見守っている。今までの静けさが噓うそのような賑にぎわしさだ。

　二人とファリーの邂かい逅こう───。それは劇げき的てきという表現がふさわしい一瞬だった。

　無機質と思われていた惑わく星せいに、これほど美しい種しゆが隠かくれ住んでいた。それだけでも感動を覚えるのに、大勢のファリーが出てくるさまは圧あつ巻かんだった。光の雫しずくがこぼれるようにファリーが次々に姿を現すのだ。集まったファリーは皆が友好の波動を投げかけてきた。そして、ある者は流りゆう暢ちように、ある者はたどたどしく銀河標準語でリグとクリスに挨あい拶さつした。

　リグは梯子を落とした。タータはリグが落とした縄なわ梯子に負けじと急降下した。

『───！』

　危険を注意する思念が一いつ斉せいに発せられた。それはリグにもクリスにも伝わった。

「危ないことをしてはいけません」

　見事なまでに流暢な銀河標準語だった。細い透明な声が発音すると、平へい凡ぼんな言葉が恐ろしく美しい言葉に聞こえる。リグのそばにいるフィメールのファリーが言ったのだ。リグが見つめるとそのファリーは頰ほおを染そめた。

「申し訳ありません。腕わん白ぱくで………」

　恥じらう姿は夢ゆめの乙女おとめだ。地面にとどきそうなレモン色の髪が乙女の動きに合わせてさらさら揺ゆれた。乙女はこの大勢いる美しいファリーの中でも特に美しく見える。

「い、いや、べつに………」

　リグは様々な色に輝かがやく瞳ひとみに見つめられてしどろもどろになる。この乙女を見た後では、あの大輪の花のような大学クイーン達がさぞや色あせて見えることだろう。

　乙女の名はリーリ。リグが仕掛けたワナに捕とらわれていた。透明な強化アクリルガラスのワナに捕らわれていたリーリは、ケースの中の人形のように綺き麗れいだった。あの時、リグは確かに息を吸うのを忘れていた。

　あの時のリーリ───。閉じ込められた恐怖で色のなくなった肌はすべらかな白はく磁じさながらだった。レモン色の髪はルーナス[image: ]ガンマより更さらに輝かがやいて見えた。恐ろしさで蒼あお一色となった瞳ひとみは、銀河のどの宝石よりきらめいていた。

　メールのローロとタータも綺麗な姿をしているが、リーリははるかにそれを凌りよう駕がしている。フィメールの持つ雰ふん囲い気きと魅み力りよくがそう思わせるのか───。

（違う！）

　リグは下を覗のぞいているリーリを見ながら思った。リーリは確かに綺麗だ。大勢のファリーの中でもぬきんでている。少なくともリグにはそう見える。小さく華きや奢しやな姿が儚はかなさを生み出しているのか───。

　たぶん、それだけではない。







〔わたしを出していただけませんか〕

　リグの姿を見たリーリは言った。綺麗な声だった。ローロとタータのたどたどしい言葉と違って、リグやクリスと比べても何の遜そん色しよくもない発音だった。リグはパラライザーを構えたままだ。

　捕とらわれた小さな乙女はガラスに手をついてリグをじっと見上げている。脅おびえの色はすでにない。頰ほおには血の色が戻り、きれいな薄うす桃もも色になっている。白磁の肌にピンクの薔薇ばらを散らしたようだ。

〔あの、わたしの言葉、わかりますか？〕

　ぴくりとも動かないリグに乙女はまた話しかけた。リグに対する恐れがないのはその様子を見ればわかる。瞳ひとみの色は蒼あおから様々に光る普通の色になっていた。

〔あの、もし？〕

　パラライザーを向けられていても乙女は身体をすくめるでもなく、まっすぐリグを見つめている。リグはぎくしゃくと銃をしまい、何も言わずにワナを解除した。

〔ありがとうございます。わたしはリーリと申します。あなたは？〕

〔リグ───。ビスマ・リグ〕

　乙女は優ゆう雅がに頷うなずいた。そして、透明な羽を羽ばたかせてふわりとワナの外にでてきた。そして、リグの目線にある岩に腰掛けた。
















〔この、きれいな物に心をうばわれてしまいました。見たことのない石だったものですから〕

　リーリは恥じらいのためか、薄うすく頰ほおを染そめて三色の色が混まじり合ったキャンディーを見せた。透明な包ほう装そう紙しに包つつまれたキャンディーは石に見えないこともない。リーリの手のなかのキャンディーは大きな水晶玉のように見える。リグが見ても綺き麗れいな色合いだった。

〔あいつ、ワナにキャンディーを入れたのか。何を考えていやがる〕

　リグは改めてワナの中を見た。幾いく多たの肉にく塊かいや、パンのかけらに混じって、銀紙や綺き麗れいな色紙に包まれたチョコレートやボンボン、キャンディーなどのお菓か子しがあった。

　後でクリスに問いただすと、知的生物はこういう綺麗な物に興きよう味みを示すというデータがあったのでこれらを入れた、と答えた。本来はアクセサリーのたぐいが望ましいが、持ち合わせがないのでこれらを入れたとのことだ。また、それが食べ物ならば効果は倍増すると考え、この選せん択たくが生まれたらしい。

〔あの菓子はシェンバインの食料リストにはなかったぞ〕

〔あれはぼくの私物なんだ。あ、きみも欲しいかい？〕

〔おれは砂糖の塊かたまりは好きじゃない〕

〔そう？　これはマーバルに特別注文したお菓子なんだよ〕

　また出た超高級店。リグでさえ名前だけは知っているという店だ。クリスはにこにことボンボンを口にした。眠る前に甘いものを食べる習慣があるのだそうだ。

〔虫歯になりそうな習慣だな〕

　多分の皮肉を込めて言う。辺境に行くのに、日々のくだらない習慣を持ち込んだことに対する精一杯の皮肉だ。

〔大丈夫、オーラルケアは怠おこたっていない。だいいち、虫歯なんか作ったら、小こ遣づかいを差し止められちゃうよ〕

　まったく悪びれずにクリスは答える。おぼっちゃまには何を言っても無む駄だなのである。リグが初めて実物を目にした超高級菓子をクリスは嬉うれしそうに片づけた。

　───で、クリスはローロやタータにそれを分けることを忘れない。甘味は銀河の大半の生物の味覚を心地ここちよく刺し激げきする。つまり、生物共通の好物なのである。

　さらにクリスの菓子は、職人が技術の限りを尽くして作った菓子だ。美しさも尋じん常じようではない。きれいな菓子をもらって二人の少年はおおはしゃぎだ。クリスは確実にこの二人の少年の心を捕らえていた。

　この性格、この心配り。これゆえにクリスはどこに行っても子供に人気がある。また、優しげな容よう貌ぼうが子供に限らず人を安心させる。野性の雰ふん囲い気きを発散させているリグは、人によっては少し近寄りがたい存在であるようだ。子供は、獣けものが群れのボスを恐れるようにリグには近寄ろうとしない。

　人の心を摑つかみ、すぐに打うち解とける性質───。これはクリスの生まれ持った性質である。リグには決してまねのできない、人の操作術にかかわるうらやましい性質なのである。

　それはさておき、リーリを見たクリスの顔が面白かった。ぽっかり口を開け、顔全体にしまりがなくなった。その顔はアホウとしか言いようがない。天使のアホウ面というのはこの顔だと決めつけてリグは心のなかで爆ばく笑しようした。

　クリスとリーリが自己紹介を終えると、慌あわてたのがファリーの少年たちだった。リーリは二人を見つめる。瞳ひとみの色が目まぐるしく変わる。少年達の瞳の色がグリーン一色になった。その様子はどう見てもうなだれている。リーリが二人を叱しかったらしい。ファリーの普通の会話は精神感応によるようだ。

〔この子達がご迷惑をおかけしました。きつく叱しかりましたから、二度とご迷惑はおかけしないでしょう〕

〔迷惑なんて───、いっしょにいられて楽しかったですよ。ねえ、リグ〕

〔ああ、色々参考になった〕

〔ぼく達のほうこそ、ワナなんて仕掛けて申し訳ありませんでした。なにしろ見えないものが怖こわかったものですから。ねっ、リグ〕

〔いえ、わたしこそ珍めずらしい石に惑まどわされて恥ずかしいです〕

　リーリの頰ほおが染そまった。そのキレイな顔を見ながら、リグは内心舌した打うちをした。そして頰が熱くなって行くのを感じた。

　この人の前で〝怖い〟などと───。こんなかっこうの悪いことを、あからさまに言ったクリスを締しめ上げたくなった。

〔あの、この子達も言ったようですが、ぜひともわたし共の所へおいでください。みな、お話を聞くのを楽しみにしております〕

　瞳を文字通りきらきらさせながらリーリが言う。ローロとタータも同じように瞳をきらきらさせている。リグとクリスは二つ返事で承知した。







　ファリーが立って歩ける穴も二人には低い。中腰ではきついので、結局、四つんばいになって進んでいる。ファリー達は嬉しげな波動を振りまきながら、二人の後になったり、先になったりして進んでいる。言葉が一番流りゆう暢ちようなリーリが自然にホステスのような役を勤めていた。

　洞どう窟くつの終点が見えてきた。先がほんのり明るい。

「あそこがファリーの家なのか？」

「家───と言うより、居住空間です。あの大洞窟に街があるのです」

　リグは目を丸くしてリーリを見た。リーリは優美に頰ほほ笑えんだ。

「せんせ、───なんて、いう」

「図書館よ」

　クリスにまとわりつきながら歩いていたタータが頷うなずいて戻っていく。クリスの回りは子供で一杯だ。それでリグより進むのが遅れてしまっている。

「あんたは先生なのか？」

　リグの隣となりを歩いているリーリに尋たずねた。四つんばいになっているリグは、あんまりサマにならない。はっきり言って無様だ。が、これは仕方ない。

「はい、わたしは銀河標準語の教師をしています」

　リーリは教師というイメージから恐ろしく遠い。意外というような表情を造ったリグを見て、リーリがくすくす笑った。

「わたしが先生ではおかしいですか？」

「いや、そんなことはない。あんたの言葉はおれが聞いた限り、どのファリーより綺き麗れいでうまい」

「わたしの一族の特徴なのです。遺伝子傾けい向こうがそうさせるのです」

「へえ」

「わたしはモーランの直系の子孫なのです」

　リグは息を詰めて身体を硬こう直ちよくさせた。そして、リーリを見つめた。リーリは上品な笑みを浮かべ、リグを静かに見つめ返した。

　洞窟が途と切ぎれた。眼下に街が広がっていた。

　美しい街だった。

　ファリーの街は文字通り宝石の街だった。







　ファリーの大人の身長は約五、六十センチ。大きな人形ほどしかない。リグやクリスの三分の一ほどの大きさだ。リグは街を歩いてみて改めて自分とファリーの大きさの違いを実感した。それはクリスも同じらしい。二人は自分の身長と比べながら街を歩いた。

　半はん透とう明めいなガラス質のドームに頭上を守られ、ルーナス[image: ]ガンマの光がやわらかく降り注いでいる。この天然の地下都市はエリュシオンを覆おおいつくしているガラスでしっかり護まもられていた。

「きれいだなあ………」

　ため息まじりでクリスが呟つぶやいた。リグの感想もその一語に尽つきる。

　ファリーの街は銀河系のどの星系にある街より清せい潔けつで美しく見えた。様々な色の石を利用して造られた街は、街そのものがステンドグラスのようだ。カンラン石の茶とオリーブを基調にしているものの、その配色は見事だ。濃こい紫むらさき、薄うすい紫はアメジスト。グリーンはメノウに翡ひ翠すい、クリソプレーズ。そして透明なグリーンはなんとエメラルドだ。

　宝石に縁のないリグでさえ一目でわかる宝石もあった。屋根の素材にはほとんどが透明な石を使っている。この黄色い屋根はシトリンだろう。

「すごいね、この街は。半はん貴き石せきと宝石でできている」

　広場で待たされている二人は飽あきることなく街を眺ながめている。この広場はドームの中央にあり、ここを中心に街が広がっていた。ドームの直径は二百メートルほどだろうか。巨大なドームだ。ここにファリーは見事な宝石の街を建造していた。

「宝石の街か、すげえな。考えてみればこの惑星だって宝石みたいなもんだ。表土がカンラン石だもんな。あれだって宝石なんだろう？」

「うん、きれいなやつは宝ほう飾しよく品ひんになっているよ」

「あいつは水すい晶しようか？」

「そうだね。この街にはだいたいクオーツ系の石が使われているね」

　このへんはクリスの専門である。リグよりよほど詳しく素材分ぶん析せきしている。

「アルミナの結晶は見当たらないね」

「アルミナの結晶？」

「ああ、ルビーやサファイアのことだよ」

　言われてみれば誰でも知っている真しん紅くや青の宝石が見当たらない。それでもそれに代わる宝石があふれんばかりに使われ、きらきらと輝いていた。ファリーの美意識は自分達の住む街を芸術品に仕立てていた。

「コレクターが見たらよだれを流しそうだ」

「コレクター？」

「宝石のコレクターがいるんだ。それも珍めずらしい細工をしたものばかり集める無ぶ粋すいな奴らがさ」

　クリスは少しきつく言った。その言いようがクリスらしくない。

「ファリーは石の美しさを生かして生活に利用している。本当に見事な技わざだ。でも、世の中には石や宝石の美しさを無視するバカがいる。もう、石はめちゃくちゃだ」

　クリスは吐はき捨てるように言った。そして、愛いとしそうにファリーの街を眺めた。その辺の家に抱きついてキスでもしそうな熱い眼まな差ざしをしている。

「そんなやつらがこれを見たら、あっという間にめちゃくちゃにするだろうな」

「それは少しオーバーなんじゃないか」

「オーバーなもんか！」

　クリスの言葉には明らかに怒いかりが含まれている。リグは口を噤つぐみ、クリスを見た。リグの視線に気づいて、クリスは恥はずかしそうに笑ってみせた。

「やるんだ、そいつらは」

　クリスはほうっと息を吐はいた。

「自分の欲しいものを根こそぎにして、価値がないと判断した物は破は壊かいさえする。ぼくはそうなった哀あわれな遺い跡せきや建造物をいくつも見たよ」

「こんな宝石の街が他にあったのか？」

「まさか。ぼくが見たのは、宝石が装そう飾しよくとして散りばめてある程度だった。それでも銀河の宝になるような遺跡だったよ。コレクターは史跡指定がおりる前に盗ぬすむんだ」

「盗む？」

「金にあかせて、その文化的価値を知らせずに土地の人から奪うばうんだ。やつらは自分の欲だけで美しい遺跡を破壊する。あるいは人から奪っていく。それは宝石のコレクターだけじゃない。無残に切り取られた彫ちよう刻こくやレリーフがたくさんあった。宝石産出の多いところや、彫刻文化の発達したところは地質学上面白いところが多いんだ。だから、そんな所を見る機会が多くてね」

　クリスは肩かたをすくめて笑った。そして天使の顔に陰かげを造って顔を歪ゆがめた。

「ぼくの一族にもそんな恥はじ知しらずがいる」

　リグは一いつ瞬しゆんクリスが泣いているのかと思った。だが、それはリグの思い過ごしだった。クリスは天使の笑顔を浮かべて、手て招まねいているローロとタータの方へ行ってしまった。

「あいつもいろいろあるんだな………」

　リグは子供たちとはしゃいでいるクリスを見て呟つぶやいた。

　リグはクリスがどんなに石を愛しているか知っている。リグや一般人には何の価値もない石を大切にする。クリスにとってはただの石ころが宝石なのだ。一般人が美しいと感じなくてもクリスには美しく価値があるのだ。

　だから石のあり方にこだわる。石を巧みに利用したモノを見ると無む邪じや気きに喜ぶ。そして、大地に隠かくされた石を何より愛していた。

「ここはさしずめあいつにとっては宝ほう物もつ殿でんだな」

　リグはクスリと笑った。

「何、笑う？」

　突然、話しかけられてリグは驚おどろいた。子供の声でなかったこともリグをうろたえさせた。足元を見ると数人のファリーの乙女おとめ達たちがリグを見上げていた。皆でかばいあい、見方によっては牽けん制せいしあうようにかたまっている。

「何か？」

　リグは片かた膝ひざをついて彼女たちの目線に合わせる。乙女達はいっそう身体からだを寄せ合う。乙女の一群にリーリの姿はない。透とう明めいな印象をふりまく乙女達は全員がはにかんだようにリグを見つめている。

「おれに何かよう？」

「よう、ない。あなた、見にきた」

「そう───」

　乙女達がリグを見つめる。ただ、見つめるだけだ。

　リグはこういうのが苦手だ。息が詰つまる。動物園の珍ちん獣じゆうになった気分になってしまう。俳優ではない、という思いも巡めぐるが、ここは我が慢まんしなければならないと理性がいう。何事も友好のためだ。

（あいつらよく耐たえられるよな）

　リグの言うあいつらとは、大学のクイーンやキングのことである。投票間ま近ぢかになると候こう補ほの学生は多くの学生の注視を浴びることになる。わずか三日ほどのことだが、リグにはそれが驚異だ。人の視線を嬉うれしそうに浴びる者の気持ちが理解できない。

「マスクとる、だめ？」

　蜂はち蜜みつ色の髪をした乙女がリグを窺うかがい見るように尋たずねる。勇気を振ふり絞しぼった、というように両手を握にぎり締しめている。

「いや、いいよ。ここは酸素が少ないから、長い時間ははずせないけど」

　リグは言いながら酸素マスクをはずした。とたんに乙女達の歓かん声せいがあがる。小さい身体ながら多人数なので結構な声になる。リグは思わず腰を引いていた。

「もーらん」

「もーらん！」

「モーラン」

「モーラン!!」

　乙女が口々に叫ぶ。完かん璧ぺきな発音の者もいれば、ローロやタータとどっこいの者もいる。乙女達の瞳ひとみの色は赤一色となり、スタールビーのように輝いている。乙女達が興奮状態になった。リグは無意識に後ずさりする。それを乙女達がじりじり追う。

「ビスマ・リグ」

　背後から呼ばれた。リーリだった。リグの顔色を見て乙女達の前に立った。

「どうしたの？　何事？」

　リーリが乙女達に問う。

『────！』

　乙女達の集団思念がリーリに向かって飛ぶ。集団ゆえリグに思念がわかった。しかし、意味はわからない。あの不安な夜の時のように耳に感じるのだ。

「いいえ、この方はモーランの血統ではありません。そうですね、リグ」

　リーリがリグに同意を求めるように言う。

「おれはサボワ系ラス人だ。モーランはケンタウルス系タナトス人。種しゆが全く違う」

「もーらん、違うの？」

　蜂はち蜜みつ色の髪をした乙女がおずおず尋たずねる。この乙女達の中で彼女が一番勇気があるようだ。

「違う。遺伝子すら同じではない」

　ぜえぜえと息を切らしながらリグは言った。もはや限界だ。リグは急いでマスクを装そう着ちやくした。

『─────』

　濡ぬれたような思考がリグの耳に届く。乙女達が嘆なげいているのだ。何故なぜだ───？

　乙女達はリーリに促うながされて一人、二人と広場を去って行った。

「族長がまもなくおいでになります。各血統のオサも一いつ緒しよです」

　リーリがリグを見上げている。リグはその姿をぶしつけなほど見つめた。その姿にケンタウルス系を示す遺伝的特徴は全く見えない。ファリーそのものに見える。だが、リーリはモーランの直系だと言った。

「わたしの言葉が信じられませんか？」

　リーリはリグの心を読んだように言う。リグは反射的に両手で胸を抑おさえた。心を隠したいと思ったのだ。そして、自分の行為の愚おろかしさに気づいて苦笑した。

「ファリーには精神感応力があります。ファリーが〝声〟を使うのは儀ぎ式しきのときだけでした。言葉を教えたのはモーランです。───安心して下さい。種の違う者と意思のやりとりはできません。ただ、感情や思考の揺ゆれを読めるだけです」

「じゃあ、おれの心を読んだんじゃないんだな」

「ええ、あなたの感情と思考の揺れから判断しました。特別強い感応力のある方ならもしかしたら意思が通じ合えるかもしれませんが………」

　リーリがリグの顔を覗のぞき込んだ。そしてにっこり笑った。

「わたしの言葉に疑問を持った───推測は間違っていなかったようですね」

　そのとおり、大正解だ。リグは口をつぐんだ。

　リグは内心、リーリの読心力を恐れている自分を発見して驚おどろいていた。やましいことなど少しもない。人に恥じることなど一点もない。だから人に心の中を見られようと少しも困らない。そんなふうに思ってきた。テレパスを怖こわいなどと思ったこともなかった。

（何故だ───？）

　自分の心がわからなかった。

　リーリがリグに寄り添うように立った。背中の透とう明めいな羽が銀色に光る。天井を抜けてくるルーナス[image: ]ガンマの光がリーリの羽の色を変える。レモン色の髪はいっそう濃こく、まばゆいばかりだ。

「モーランの直系だと言ったな」

「はい。わたしの身体にはモーランの血が流れています」

　誇ほこらしげにリーリは言った。

　本当だろうか───。リグの心に再び疑ぎ惑わくがわく。しかし、リーリは噓うそを言っていない。どうやってリーリはモーランの血を取り込むことができたのだ？

　リグはまたリーリを見た。たった五十センチほどの身長。種しゆとしてこれほどかけ離れた人間は銀河系のどこを探してもいない。シ・ヨサ系ギゼ人。彼等は特殊な生理機能を持つために銀河系ヒューマノイドとしては特殊だ。銀河系の三つの星系種で唯ゆい一いつ交配が不可能な人種なのである。そして、ここに、もう一種───。

「こんなに小さいのに………」

　リグは知らず手を伸ばし、リーリの肩に触ふれていた。リーリのむき出しの肩はすべすべした手て触ざわりでしっとりと温かかった。そして、ビロードのように柔やわらかい。陶とう器きのように冷たいのかと思っていた。

　リーリの小さい小さい手がリグの指先を握にぎりしめた。その顔には温かな微び笑しようが浮かんでいた。

　リグの専門はエネルギー工学である。だが、生物学や生態学の知識も普通の学生くらいはある。リグの心にある大きな疑問。リーリがモーランの直系という最大の疑問───。

「リグはサボワ系の方なのね」

　リグが質問しようとしたまさにそのとき、リーリの言葉が投げかけられた。完全に出で端ばなを挫くじかれた。リーリはリグの手をさり気なく肩から外してにっこり笑った。様々に色を変え光る瞳ひとみがオパールのように美しい。リーリの言葉は意図したものか───。リグに推おし量はかる術すべはない。

　タイミングを失ったリグは仕方なく新しい話題に入って行った。

「サボワ系を見るのは初めてか？」

「ええ、こんなに間近で見たのは初めてです」

　間近───。ファリーはエリュシオンに訪おとずれた調査隊をちゃんと見張っていたのだ。

「クリスと差がないだろう？　サボワ系はケンタウルス系に酷こく似じした種で、ほとんど見分けがつかない。違いを言えば新しん陳ちん代たい謝しやの違いと、ケンタウルス系に見られる種の多様性がないということ───。ま、そんなものだ。特に、クリスのようなコーカソイドと呼ばれる種とは外見が恐ろしく酷似しているから余計見分けがつかない」

「わたし達に見分けがつかないのは当然ですね。でも、わたしは気づきましたよ」

「何に？」

　リグは聞き返した。サボワ、ケンタウルス同士でさえ互いに見分けられないときがある。特にリグとクリスのような場合に判別を難むずかしくしている。

「間違っていたらごめんなさい。サボワの方は目と髪の色が一致していません？　あなたを見て思ったことですけど」

　リーリは胡坐あぐらをかいているリグの顔を覗のぞき込みながら言う。

「モーランはブルネットの髪に青い瞳ひとみをしていました。クリスはプラチナブロンドに空色の瞳。髪の色と瞳の色には何の関連性もありません。あなたは金茶の髪に金茶の瞳。違いますか？」

「あんたの言うとおりだ。ケンタウルス系は色素の関係で瞳の色が決まるらしいが、サボワ系は別の因子が関係している。だから、髪の色と瞳が一致している」

　リーリが嬉うれしそうに笑った。全身で喜びを現している。その姿を見ていてリグは幸福な気持ちになった。

「おれはモーランに似にているのか？」

「顔だちがよく似ています」

「ふーん、おれはモーランの晩年の肖像しか見たことがないからな」

　リグは言いながら、帰ったらハイコンでモーランを検けん索さくしてみようと考えている。

「あの娘こ達たちはおれがモーランの血けつ縁えんではないかと期待して盛り上がっていたのか。んで、そうじゃないことを知ってがっかりしたのか。どうやら大変な英雄らしいな、モーランは」

「ええ、色々な知識をファリーに授けてくれた人ですから───でも、あの人達は………」

　リーリは言葉を切った。リグはリーリを見た。リーリは黙だまってリグを見ている。

「何だ？　何かあるのか？」

「いえ、あなたにはかかわりのないことです。大地が定めれば成じよう就じゆします」

　何のことやらさっぱりわからない。リグが質問しようとしたそのとき、麗うるわしく着き飾かざった一団が広場に入ってきた。その一団に気づいたリーリが慌ててそちらの方に駆かけていく。どうやら一団を迎むかえるためらしい。リグはまたもや肝かん心じんなことを聞きそびれた。

　麗うるわしい一団がまっすぐリグに向かってやってくる。全員、長いローブで身を包み、マントを身に付けていた。ファリーが普通に着ているキトンとはまったく異なる。どちらかというとトーガに近い。マントには宝石が散りばめられ、凝こった刺し繡しゆうがしてある。手の小さなファリーの仕事はリグには恐ろしく緻ち密みつに見えた。

　クリスを呼ぼうと見回したが、その姿がない。どこを見てもクリスがいないのだ。リグは青くなった。二人はファリーの族長達と会見するためにここに来た。それなのに………。およその察しはつく。石に夢中になっているのだ。

　もはやクリスを探す間はない。麗しい一団のすべての顔が真っ直ぐリグを見つめていた。

　麗しい一団がリグの前で止まった。メールもいればフィメールもいる。どの顔にも好意があふれ、全身から友好がにじみ出ている。そして、それぞれが存分に、個性的に自分を飾かざりたてている。おそらくそれがファリーの礼れい装そうマナーに違いない。

　一番先頭にいたフィメールのファリーが手を差し出した。一団の中では最も多くの宝石で身を飾っている。おそらく彼女が族長なのだろう。長い紫むらさき色の髪をしている。ルーナス[image: ]の光がアメジストの輝きを彼女の髪に与えている。綺き麗れいなファリーだ。人形のように整った顔だちはどのファリーにも共通している。しかしながら、この小さな族長にはリグを圧倒する威い厳げんのようなものが感じられた。

（リーリより年上かな───？）

　リグは思った。

　───が、外見で歳としは判断できない。それは銀河で生きる者の常識でもある。ゼズス教授は今年、百八十歳ながら、見かけは壮そう年ねんの若さである。リグは族長に向かって手を差し伸べた。

「よくおいでになりました。ファリーの族長、ナーナと申します」

「ビスマ・リグです」

　ナーナはゆったりと頷うなずいてリグの人差し指を握にぎった。

「もう一人の方は？」

「申し訳ありません。ちょっと用足しに………。すぐに呼んでまいりますから───」

　リグは接客のアルバイトで身につけた笑顔を浮かべ、お伺うかがいをたてるようにナーナを見つめた。ナーナは族長らしく鷹おう揚ように頷うなずいた。

（あのくそ野郎！）

　リグは踵きびすをかえすとクリスの姿を最後に見た方向へ駆けだした。ファリーに見えない顔は怒いかりで真まっ赤かだ。クリスのしていることはわかっている。ここはクリスにとって一大イベントホールだ。何時間でも何日でもクリスを釘くぎ付づけにするものがある。

　いた！

　案あんの定じよう、クリスは地面にへばりついていた。いつもと違うのはお供ともが大勢いることだ。クリスがリグに気づいて顔を上げた。目がきらきら光り、頰ほおが上気している。

「あっ、リグ、見てよ、すごいんだ」

「すごい───じゃねえっ！　てめえはいったい何やってんだっ！」

　リグの怒ど鳴なり声にファリーの少年の何人かがクリスの背後に隠れた。隠れそこねた幾いく人にんかは青まっ青さおな顔をしてクリスの服ふくの端はしをつかみ、リグを恐ろしげに見上げている。

「大声出さないでよ。子供達が驚おどろいているじゃない」

　クリスが責めるように言う。たちまちリグは恥はじ入いったが、この状況を作り上げた元げん凶きように責められて腹が立つ。

「おまえ、何か忘れてねえか？　ファリーの族長達はもうおれ達に対面に来てんだぞ」

「あっ───！」

　クリスは顔色を変えた。ここには招待されて来たことを思い出したらしい。自分の興きよう味みに夢中になると、大切なことが抜け落ちるのはガキと一いつ緒しよだ。

「ごめん、リグ。すっかり忘れていた」

「忘れんな、ばか！　それでよく経済界の大物達とつきあえんな」

「秘書がスケジュール管理をするからね」

「学生のおまえに秘書？」

　リグは目をむいた。そして、ますます腹がたってきた。

「いいか、ここには秘書はいない。誰もおまえの面めん倒どうをみちゃくれないんだぞ」

「───うん」

　クリスが何か言いたそうに上うわ目め遣づかいでリグを見たが、リグは無視する。

「スケジュールも、自分も、全て、完全に、ぜーんぶ、おまえが管理するんだ。わかったな！」

「ごめん………」

　クリスがしおれて謝あやまる。こういうところは実に素す直なおでかわいい───と思える。しかし、だまされてはならない。しおれているからといって根本を理解しているとは限らないのだ。リグはそれが骨身に沁しみている。

「おい、急ぐぞ」

「あ、そうだね。きみ達ごめんね。また今度一緒に石を探そうね」

　クリスは少年達に言うと脱だつ兎とのごとく駆かけだした。舌を鳴らしてリグも後を追う。いつも尻しり拭ぬぐいはリグの役目だ。強ごう盗とうに襲おそわれたときも、石の押し売りに出会ったときも───。

　麗うるわしい一団はにこにこと二人を迎えた。ナーナはぜえぜえと息を弾はずましているクリスに手を差し出した。

「クリス・シェンバインです」

　クリスも手を出した。ナーナはクリスが遅おくれたことなどまったく気にする様子も無く、クリスの人指し指を握って頰ほほ笑えんだ。

「いい風が吹ふいているようです。大地の向こうにいる一族からの知らせが間もなく届くでしょう」

　リグとクリスは顔を見合わせ、時計を見た。ストームの時間だった。

「シェンバインの名は存じております。銀河でも有力な一族とか。モーランが援えん助じよを受けたと記録にあります」

　リーリの発音には劣おとるものの、族長らしい見事な流りゆう暢ちようさで銀河標準語をあやつる。

「あとで図書館にご案内しましょう。モーランの記録もありますよ」

　リグとクリスは顔を見合わせた。これでモーラン結けつ晶しようのナゾに迫せまれる。互いの瞳ひとみがにんまりと笑っていた。その二人を見てナーナが笑った。全てお見通し───そんな笑みだ。二人は首まで赤くなった。

「さあ、わたし達の街をご案内しましょう」

　ファリーの優ゆう雅がな族長は紫むらさきの髪を翻ひるがえして歩きだした。そのすぐ後をリグとクリス。そして各血統の長おさ。そして、子供を含め、多くのファリーがついて歩きだした。
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　薄うすい闇やみに包つつまれていた。

　ルーナス[image: ]ガンマの光はここに届かない。族長を先頭にした一団はエリュシオンの地下へと向かっている。

　光のないはずの地下に黎れい明めいの明るさがある。壁かべがぼうっと明るいのだ。その、ぼうっとした明かりを提供しているのが壁にはりついたコケだ。このコケは自ら光を発している。熱を持たない冷光である。

　リグとクリスは酸素マスクをはずしていた。族長ナーナがそうするように勧すすめたのだ。ここには二人が呼吸するには充じゆう分ぶんな酸素の供給があった。

「もうすぐですよ」

　二人を振ふり返ってナーナが言う。ファリーの歩みに合わせているので、二人にはかなりもどかしい行軍だが、興きよう味みはつきない。ナーナはエリュシオンの酸素供給源の謎なぞを二人に見せようとしているのだ。

「ほら、あれがワタコケです」

　ナーナが前方を指さした。ぼわっとした白いものが見える。更さらに進むとその白いものが巨大なプール………いや、地底湖のような所にあるのがわかった。

「すごい！　まるで白い海だ」

　クリスが感動もあらわに言う。リグも感動を隠かくせない。握にぎりしめた拳こぶしがじっとり汗をかいてきた。

　見渡す限りの白。はるか彼方かなたまでそれは続いている。暗い地底の海。ヒカリコケよりはずっと弱い光だが、ワタコケも自ら発光している。地底は薄うすい白光の海だった。

　ただ、その海は液体ではなく、綿わただ。ふわふわと柔やわらかく揺ゆれる綿めん花かのようだ。綿花の海は風も無いのに時折揺れる。酸素を出しているんだとナーナが言った。このワタコケがエリュシオンで一番大きいと教えられた。これほど大きいものはないが、いくつもワタコケの群生地があると説明してくれた。

「これがわたし達を生かしています。わたし達はワタコケを、ただ、神しん聖せいな物ととらえていましたが、モーランが初めてこれの意義を教えてくれたのです」

「あの───、植物はコケだけですか？」

　クリスが尋たずねた。とたんにナーナの顔が曇くもった。

「ごめんなさい、銀河の分類はできません。わたし達には銀河の科学に相当する学問がありませんので───。エリュシオンの植物の種類は確かに少ないです。太たい古この昔にはもっと多様な植物相だったようです。これはモーランの教えです」

「動物は？」

　リグは当然のように質問した。ナーナはその質問を予期していたようだ。

「むろん、います。種類は多くありませんが、ファリーと同じくらいの数の動物はいますよ。───あ、ほら、あそこに」

　ナーナが指さした。目線が違うので探しにくい。

「あれは銀河の分類で言えば空飛ぶ哺ほ乳にゆう類るいです。わたし達のような薄うすい羽を持っていて、ワタコケの吹き出す酸素気流に乗って飛びます」

　リグは目を細めて必死に探した。暗い上に、どこをポイントに見ていいのかわからない。

「あ、いた。リグ、あの鍾しよう乳にゆう石せきみたいなでっぱりのところ」

　クリスが説明する。───見えた。薄い羽を広げて飛んでいる。大きさはリグの拳こぶしほど。大きな耳とそれに負けないくらいの大きな目をしている。暗くら闇やみに適合しているのだろう。

「まるで空飛ぶハムスターだな。耳はちょっと大きいけど」

　クリスがくすくす笑いながら言う。ぶんぶん飛ぶ様は昆こん虫ちゆうに見える。だが、毛皮が動物であることを主張していた。

「他にも岩の割れ目を縦じゆう横おうに移動するもの。ファリーの入れない空くう洞どうを住処すみかにするもの。いろいろなものがいますよ」

　ナーナが説明する。他にも見られないかと見回したが、動物の姿はなかった。

　背後に慌あわてたような足音がした。皆が一いつ斉せいに振ふり向く。息せき切った一人の若いファリーがやって来た。

「おかあさま、れんらく、きた」

　若いファリーはナーナに向かって息を弾はずませながら言う。それから後はファリー同士の会話になってしまった。ナーナの顔がみるみる緊きん張ちようしていく。しかし、二人に向けた顔は穏おだやかで美しい。

「これはわたしの息子のリューリュです。この年で成人になりました」

「リューリュです」

　ナーナに良く似た聡そう明めいそうな顔をした少年が二人に挨あい拶さつする。歳としのころはローロより少し上だろうか。十五、六にしか見えない。二人は順番に握あく手しゆをした。それを見届けたナーナが申し訳無さそうな顔をして二人を見上げた。

「申し訳ありません。別の洞どう穴けつのファリーからの連絡が入りました。わたし達は行かなくてはなりません。たぶん、お二人の知ち恵えを拝借することになると───いえ、まだわかりませんが。後はリーリに………。リーリ、お二人をよろしくね」

「はい」

　族長以下、ファリーの代表というべき人達は地底の海を後にした。

「何が起きているの？」

　クリスが聞いた。リグは開けかけた口を閉じた。立ち入ったことを尋たずねては───という一瞬のためらいがクリスに遅おくれをとった。物おじしないおぼっちゃまはリグ以上に単たん刀とう直ちよく入にゆうだ。

「ローロ達に聞いたと思います。銀河の方かたがもう一組エリュシオンにいます」

「そいつらが何かしたか」

「その方達が爆ばく破はした石のかけらで移動中のファリーが二人死にました」

「あっ！」

　リグとクリスは同時に声を上げた。エリュシオンの風を利用しているファリーにとって風の中の異物は命にかかわる。二人は初めてそのことに気づいた。

「あの人達はワタコケの海を発見したようです」

「地ち殻かくを破は壊かいしようとしているのか」

　リーリは悲しそうな顔をして頷うなずいた。

「相当大規模な調査隊のようだね。いったいどこの星系だろう」

「エリュシオンの空くう洞どうはいくつも知られているが、徹てつ底ていした調査はされていないからな」

「じゃ、モーラン結けつ晶しようが目当てじゃないのか。それにしたって、この惑星の基き礎そデータを見れば、モーラン結晶の他には有力鉱こう物ぶつ資し源げんがないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのに」

　クリスが不思議そうに首を傾かしげた。

「それとも、モーラン・レポートを読んでいないのかな。レポートを読めば結晶が地下にないことくらいすぐわかるから………」

　リグは首を振った。まったくわからない。だが、素直な奴らでないことはわかる。ふっ、とリグのカンが囁ささやいた。

「───レポートを疑っているんだ」

「疑う？　発見者のレポートを？」

「よほど悪いやつなんだろうよ」

　リグは皮肉な笑いを浮かべた。

　モーランはファリー族や他の生物の存在を隠していた。おそらくエリュシオンの悪あく魔まのような風が彼等を守ると信じて何の策さくも講じなかったのだろう。科学者として結晶だけを世に発表し、後は秘ひ匿とくしたのだ。

「モーランは生しよう涯がい悩なやんだと聞いています」

　再び、リグの心を読んだようにリーリが答えた。

「モーランは非公式に五回、エリュシオンを訪れています」

「非公式に五回！」

　クリスが叫び、リグと顔を見合わせた。初めて聞くことだ。公式記録では、モーランは四度、エリュシオンを訪れている。最初の探査で少量の結晶を発見し、残り三回の探査で今、銀河に存在する量のほとんどを───。その四度だけのはずだ。

「モーランのメモリーディスクが図書館に保管されています。ファリーのめがねにかなった者が現れたら渡すようにと───」

　二人はまた、顔を見合わせた。リーリは透とう明めいな笑みを浮かべて踵きびすを返した。二人は黙だまってリーリの後に従った。







「入るか？」

「───うん、入った。古いディスクだから心配したけど入ったよ。大丈夫、読めるみたいだ。でも、記き憶おく容量が笑っちゃうくらいしかない」

　クリスのハイコンはモーランの古いメモリーディスクを飲み込んだ。

　テントの外はストームだ。風が狂くるったように吹き荒れている。ファリーが特別に設しつらえてある出口からストームで荒れ狂う外に出ていくのを見たが、まだ信じられない。あの小さな身体が粉こな々ごなに砕くだけることはないのだろうか。

「リグ、そっちの壁かべに投とう影えいするよ。モーランの立体映像らしい」

「わかった」

　リグは照明の照度を落とした。その方が古い映像は見やすい。モーランは二百年前の人物だ。昔のテクノロジーを信用しないわけではないが、期待しないほうが無難だ。
















　映像が出た。クリスは画像調整している。やはり、現代とでは微び妙みようにプログラムが違うようだ。

「出た！」

　部屋のすみにレトロな宇宙服コスモ・スーツに身を包んだ一人の男がいた。まだ若い。ケンタウルス系の尺度で二十代後半から三十代前半という年頃だ。

〔わたしはジョルジュ・モーラン。ケンタウルス系タナトス人だ〕

「へえ、顔がリグに似にている。まるで歳としのはなれた双子みたいだ」

　クリスが驚おどろいたようにいう。もっと驚いているのはリグだ。似ていると言われたが、ここまで似ているとは思わなかった。死んだ父親にだってこれほど似ていない。モーランの言葉が続く。

〔このディスクを見ているきみに重要なメッセージ………いや、要よう請せいをする〕

　モーランの顔がアップになり、真しん剣けんな眼まな差ざしが二人に向けられた。青い瞳ひとみが真剣な光を宿しているのがいやでもわかる。二人はモーランがそこにいて語りかけているかのような錯さつ覚かくにとらわれていった。

　風が鳴る。テントを鷲わし摑づかみにするような凶きよう暴ぼうさで過ぎていく。しかし、二人には何の音も聞こえない。ただ、モーランの声だけが耳に残っていた。

「めがねに叶かなった者か───」

　息を吐きながらリグは呟つぶやいた。クリスも大きくため息をついている。モーランのメモリーディスクはすでに再生を終わっていた。

「荷が重い要よう請せいだね」

「ああ、だが、モーランは一人で背負ったぞ」

「───うん、ぼく達は二人だ」

「まし───ってわけだ」

「隠かくし通せるかな………」

　クリスが不安そうにリグを見た。不安なのはリグも同じだ。先に不安そうな顔を見せられて不安を見せられなくなった。

「やってやれないことはない。───しっかしモーランのおっさんも後こう悔かいするとわかっていて何で結晶を公こう表ひようしたんだ。あれさえなければエリュシオンは絶対、金こん輪りん際ざい、注目を集めたりしない惑星だった」

「だから苦しんだんじゃない。科学者としての興味と、銀河に蔓まん延えんしているエネルギー問題さえ無ければずっと黙だまっていたよ」

　リグはこっくりと頷うなずいた。リグがエネルギー工学を選択したのはこの学問が銀河の最重要事項になっているからだ。ゆえに就しゆう職しよくに最も有利なのだ。

　リグは子供のころ、銀河を救う大学者、大発明家、あるいは冒ぼう険けん家かを夢見ていた。モーランのように銀河をあまねく歩き、人々を狂きよう喜きさせる大発見をする。そして、夢のような装置を発明したかったのだ。子供がよく見る他た愛わいない夢だ。エネルギー問題は子供にもわかる銀河の大問題だ。だから、自分が救う者になりたかった。

（かわいかったよな、おれも）

　昔の自分をふと思い出し、リグは心の中で苦く笑しようした。

　この時代、人は様々なクリーンエネルギーを造って行ったが、それを食いつぶすように莫ばく大だいなエネルギーを必要とする物を造った。たとえば光速船、スペースコロニー、辺境開発、新都市の建造エネルギー、数えればまだまだある。新しいエネルギー開発が急務となって久しい。そんなとき、モーラン結晶が発見された。

「おれは黙だまっていられない」

「ぼくもだ。新しい結晶を発見して学会で発表しないなんて考えられない」

「だよなあ………」

　二人にはモーランの気持ちがよくわかった。そして、モーランが寄せるファリーやエリュシオンの生き物達に対する執しゆう着ちやくも理解できた。

「きれいだもんな」

「きれいだよね」

　言葉は同じだが、意味合いはだいぶ違う二人である。しかしながら、エリュシオンの隠かくし持っているモノが銀河中に知れ渡ったらどうなるか───。簡単に想像できる二人だった。

「モーランの言うとおり、結晶を合成することが一番の解決だね」

「───そうだな。それができればな」

「だよね………」

　二人はまたため息をついた。合成できるものならとっくにできているはずだ。モーランが死んで二百年。結晶が発見されて二百四十年たっているのだ。

「結晶にしかない新元素が悪い」

「だよね」

　はあーっ、と同時に息を吐はく。

「結晶がある場所が見たいなぁ。そうしたら何かヒントが得られるかもしれない。モーランはどうして記録をとっておかなかったんだ。手落ちもいいところだよ」

「おっさんは宙宙物理学者だからな。結晶の生成には興きよう味みがなかったんだろうさ」

「そうか………。だからチームを組むのが大切なんだね」

　子供のように納得してクリスは天使の笑みを浮かべた。リグを見つめる空色の瞳ひとみには信しん頼らいの色が宿やどされている。

　リグもクリスを信頼している。───ただし、条件付きの信頼ではあるが。

「ストームが終わったらもう一度ファリーの街をたずねようぜ。結晶のことを詳くわしく調べたい。ファリーのことにかまかけて、おれ達は肝かん心じんなことを忘れていた」

「きみの言うとおりだ。ファリーの図書館には結晶の詳しい資料があるかも………。ぼくはなんてマヌケなんだ」

　おれもさ───と、リグは思った。驚おどろくことばかりで結晶のことを聞くのをすっかり忘れていた。今や結晶発見は卒論の課題であるとともに、重要な使命となった。

「きみはリーリが好きなの」

　突然、何の脈みやく絡らくもなくクリスが尋たずねた。リグの心でごうーっと燃えていた〝使命〟の炎ほのおが、じゅっ！　と音をたてて消えてしまった。かわりに頰ほおに血が昇って行く。リグは激はげしくたじろいでカップを転がしてしまった。クリスが面白そうにくすくす笑った。

「大学クイーンにはちっともなびかなかったきみがね。そうか、そうだったのか………」

　うんうんと頷うなずきながらクリスが納なつ得とくしている。いったい何に納得しているのかリグにはさっぱりだ。そのしたり顔がしゃくにさわる。

「お、おまえはどうなんだ。リーリをきれいだと思わないのか」

　精一杯の虚きよ勢せいを張ってリグは聞き返す。自分がなぜ虚勢を張っているか、まったく理解していない。少々哀あわれである。

「リーリはものすごくキレイだ。ああいう造ぞう作さくを芸術家は理想と言うんじゃないかな。でもさ、大学クイーンだってキレイだよ。準クイーンのシ・ヨサ系の娘こなんてリーリに負けないほど神しん秘ぴ的てきだと思うよ」

「てめえの目は節ふし穴あなだ」

　リグは憤ふん慨がいして言う。リーリとクイーン達ではその美しさの基準が違う。クリスにはそれがわかっていない───こいつにわからせるには───。

（ああ、だめだ）

　リグは絶望を感じた。クリスはあの囚とらわれのリーリを知らない。リグに武器を向けられながら毅き然ぜんとリグの視線を受け止め、少しも恐れなかった。その姿は透とう明めいで清せい楚そだった。そして、どこまでも高貴だった。まるで古いにしえの物語の女戦士のようだった。

　その凜りんとした姿を見たらだれだって魅み了りようされる。リグはそう思う。クリスはその姿を見ていない。もどかしさがリグを包む。

「よほど好きになったんだね」

　父性を感じさせるような笑みを浮かべてクリスが言う。リグは少し屈くつ辱じよくを感じた。この世間知らずのおぼっちゃまにそんな顔をされたくないし、言われたくない。

「す、好きになって悪いか」

「悪くないよ、少しもね」

「おまえはリーリを好きじゃないのかよ」

「たぶん、きみと違う意味で好きなんじゃないかな」

「わけのわかんないことを言うやつだな」

「そう？　ぼくは女の子を本気で好きになったことがないからね、実はよくわかんないんだ。きみもだろう？」

「…………」

　図ず星ぼしである。男として指さされたくない図星だ。育ちのいいおぼっちゃまは見み栄えとか虚きよ勢せいなどという事項には無む縁えんらしい。実に率直だ。率直すぎてリグはたじろいでしまう。

　学業に忙いそがしいリグは恋愛なんぞしているヒマはないのである。いや、なかったのである。他の学生がするような一切の楽しみ───恋愛や、遊び、贅ぜい沢たくな旅行などは、就職して、きちんと収入を得て、故郷にいる母と妹に充分なことをしてからと決めていた。だから、学業以外のことには目を向けなかったし、あまりの忙しさにそんなゆとりもなかったのだ。リグは大学に在ざい籍せきした四年間、一度も女の子と付き合わなかった。

「不毛だったかな───」

　心の声が口に出ていた。慌あわてて唇くちびるを嚙かんだがもう遅おそい。クリスがくすっと笑った。

「いいんじゃないの、別に。いろんな生き方があってもいいよ。もう卒業なんだし、彼女の一人や二人作ったって今いま更さら成績に影響はしないだろう？」

「するよ！　論文というハードルがまだ残っている」

「きみらしいなあ。最後まで気を抜かない。とうさんはきみのようなタイプが大好きなんだ。きみのシェンバイン工業への就職は決まったも同然だな」

　くすくす笑いながらクリスは言う。やはり、子供扱いされているような気になる。釈然としない。ガキの顔をしたやつに子供扱いされるのは、ものすごくしゃくにさわる。

「おまえはどうなんだ。彼女はいないようだが、ガールフレンドは両手一杯か？」

「うーん、ガールフレンドもいないなあ」

「女にはモテモテだろうが」

「きみには負けているけど、それなりかな」

「何で彼女を作らない」

「きみと同じ。勉強が忙しいからね。それに、ぼくに近づいてくる女の子は、ぼくよりシェンバインの名前が好きなんだよ」

　リグは思わずぽっかり口を開いてしまった。ゼズス教授の前で披ひ露ろうしたあのリグのマヌケづらである。クリスが笑った。その顔にはいつもの無む邪じや気きさがない。このおぼっちゃまには〝名家〟という重荷があったことをリグは改めて思い出した。

「ねえ、スパイ・ソーサーを飛ばそうか」

「え？」

　会話が飛ひ躍やくする。リグはクリスが何を言おうとしているのか一いつ瞬しゆん理解できなかった。が、すぐにクリスの思考に追いつく。この二週間あまりですっかり慣らされた。

「おまえ、そんなもの持っているのか？」

「出発前にとうさんが強ごう引いんに持たせたんだ。これでエリュシオンを記録しろってさ。今まで忘れていたけど、これは役にたつよ。でも、何でこんなもので記録をとらなくちゃならないんだろう───。ま、いいか。きみも知っているだろうけど、シェンバイン工業は軍ぐん需じゆ産業の一いつ端たんもになっているんだよ。これは最先端技術を使っている最新のスパイ・ソーサーなんだ」

　シェンバイン工業が軍需産業？　リグはまったく知らなかった。それならもっと物ぶつ騒そうな物も造っているんだろう。

「裏側の奴やつらを探るのか？」

「ファリー達がかわいそうじゃないか。生活環境を荒らされているんだよ。それに、裏側の人達はぼく達のことを知っているらしいけど、ぼく達は何もしらない。ちょっと不公平じゃないか」

　クリスの言うとおりだ。情報が何もないというのはものすごく不利だ。もし、裏側のやつらが悪党なら──悪党だからこそこそしているのだが──それなりの情報を得ていないと対処のしようがない。

「対たい戦せん艦かんビーム砲があってよかったね。あれは衛えい星せい軌き道どうからピンポイントで狙ねらえるんだ。海かい賊ぞくでもこわくないよ」

「アトミックブラスターもあるしな」

「きみの先見の明には感服したよ」

　二人は顔を見合わせて笑った。誘ゆう拐かい防ぼう止しの武器や、ネコババした武器がこんなにも二人を心強くさせている。

　クリスはコンテナからスパイ・ソーサーを出した。直径わずか三十センチたらずの円えん盤ばんである。クリスは目まぐるしく指を動かしてデータをインプットしている。地形を読み取って地面すれすれを飛び、相手のレーダー網もうには決してかからない機能が搭とう載さいされている。その他、スパイ活動に必要な機能が殆ほとんど網もう羅らされているという優すぐれ物ものらしい。クリスはニコニコとそんなことを説明した。

「必要とあれば衛星軌道まで上がるようにインプットした。こんなに小さいから簡単に打ち落とせないし、追つい尾び装そう置ちにも簡単に捕つかまらないんだ。すごいだろう」

　確かにすごい。が───、それがシェンバイン工業の製品だと考えるとリグは複雑な気持ちになった。それに、恐ろしく高価な物に違いない。

　そのスパイ・ソーサーをクリスは保険の意味を込めて二基飛ばすと言った。目標に出来る限り接近させなくては得られる情報に誤ご差さが生じるとの考えからだ。高価な物を撃うち落とされることを前提に飛ばすのだ。保険をかけたほうがより情報の収集精度が上がるのはわかる。しかし、どう考えてももったいない。

（おれは根っからのビンボー人だよな。軍隊式の考えには絶対になじめない）

　リグは将来決してつかない職業のリストに軍人を加えた。

　スパイ・ソーサーはクリスのハイコンにリンクされた。これで完かん璧ぺきだ。居ながらにしてエリュシオンの裏側を見聞きできる。

「おい、ストームは大丈夫なのか？」

「ストームの時刻には避ひ難なんするようプログラムした。素す早ばやく風速を計算してこいつは自分を固定できるんだ」

「へえ、すごいな」

「軍事技術だからね。常に最先端技術を使っている」

　ストームは間もなく去る。裏側は今、夜のはずだ。夜や陰いんにまぎれてスパイ・ソーサーを飛ばすのが最も効率がいい。敵に発見される確率はぐんと減る。

　敵───？

　リグはぎくりと身体が震ふるえるのを感じた。

「クリス、やつらはおれ達のことを知っているんだよな」

「だろうね。ぼく達は堂々と隠かくれずにここに着陸したから。裏側の人達はぼく達の惑わく星せい探査をやり過ごしたけどね」

「じゃ、もし、スパイ・ソーサーのことをやつらが知ったら………」

「当然、警けい戒かいするし、最悪、ぼく達を殺しに来るかもしれないね」

「だよな………」

　だからと言って敵を知らずにいるのはもっと分が悪い。恐怖で理性がくもったら過か剰じよう防衛しかねない。ほとんど武器を持たない者を殲せん滅めつさせたら………。それだけの武力を二人は持っているのだ。それでは正当防衛の範囲を超えてしまう。また、学生の身分にふさわしくない。

　───で、大学の権限縮小、自治剝はく奪だつなどと触ふれ回る集票目当ての政治家共が現れる。そして、ゼズス教授の約一世紀にわたる努力が水の泡あわになるわけだ。

「リグ、飛ばす時間だ」

　ストームは去っていた。二時間の猶ゆう予よの始まりだ。二人はテントを出た。

「飛ばすよ」

　リグは頷うなずいた。クリスが手を放すと二基のソーサーは重さが無いもののように浮いた。そしてセンサーで方向を定めると恐ろしい速さで飛んで行った。

　ソーサーが見えなくなると二人はシンクロしたようにそろって時計を見た。互いの思おも惑わくがそれでわかる。リグは鼻を鳴らし、クリスは頰ほほ笑えんだ。

　次のストームは夕暮れ時だ。ファリーの所へ行く時間がある。二人はファリーが図書館と呼ぶモーランの資料庫を見せてもらうつもりなのだ。

「結晶の詳くわしい資料があるといいね」

「おれは結晶の実験データがあると嬉うれしい。おっさんがどうやって結晶のエネルギー効果を知ったのか興味がある」

　二人の頭から裏側の不ふ穏おんな者共のことがきれいに拭ぬぐわれていた。最新のスパイ・ソーサーが何もかも解決してくれる。その安心感がエリュシオンの裏で起こっている事態を忘れさせた。スパイ・ソーサーで情報収集したのち、銀河治ち安あん維い持じ軍ぐんに通報すればいい───。そんな安直な気持ちが二人に芽生えたのは確かだ。

　やがて、二人を窮きゆう地ちに追い込み、翻ほん弄ろうする事件が起こる。そのことを二人は知らない。

　二人はほどなく自分達の粗そ忽こつさ、甘さを呪のろい、罵ののしることになる。
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「くりす、これ、おもしろい」

「こっちのほうが、おもしろい」

　二人はファリーが図書館と呼ぶ洞どう穴けつにいる。そこに入って早はや、一時間が経過した。ここはモーランがエリュシオンに訪おとずれるたびに寝ね泊とまりした場所だという。キャンプというより、自分専用のコテージというところか。ワタコケの海が近いので酸素マスク無しでいられるのが快適だ。

「ローロ、それは後で見せてもらうから。タータも。きみ達も後で遊ぼうね」

　クリスはにっこり笑ってファリーの少年達を制止した。そうでもしなければ少年達はいつまでもクリスにまとわりついたままだ。ファリーの少年達はクリスと遊ぶのが楽しくてならないのだ。クリスがモーランと同じケンタウルス系の者だということも少年達を有頂天にさせている。

　そのてん、リグはましである。リグ目当ての乙女おとめ達は入口で固まって中を覗のぞくだけだからだ。リグはクリスよりずっと静かに自分の作業を行っている。

「何かあったか？」

「何も。子供向けの科学解説や、文学のたぐいしかない。きみの方は？」

「こっちはエリュシオンの基き礎そデータだな。それと少々専門的な科学書」

　巨大なカンラン石をくり抜いた洞どう窟くつにはぎっしりと書物が詰つめられている。初めてここに案内されたとき、二人は息を飲んだ。これほど大量の書物を目にする機会がないからだ。これほどの書物を見られるのは、今や大学と各星系の公文書館だけだ。公共の図書館は電子ブックだけを揃そろえている。高価で稀き少しような本は一般人が目にすることはほとんどなかった。

　その稀少な書物の山を、ファリーは見事に管理していた。損そこなわれている物はない。破は損そんは丁てい寧ねいにつくろってあった。ファリー達がいかに本を大切にしてきたかが窺うかがえる。

　機械を持たないファリーにはメモリーディスクは無用の長物だ。モーランは結けつ晶しようで得た資金でこれらの高価な書物をファリーのために買い集めたのだ。

「おっさんの時代には、半永久エネルギーボードがまだ実用化されていなかったんだな」

　本の間に埋うもれるようにして保存されていたモーランの論文やレポートをめくりながらリグは言った。これらの論文はファリーのためにモーランがプリントアウトしたものらしい。

「おれ達は電子ブック用のキットを持ってこなくちゃな」

「そうだね。ルーナス[image: ]ガンマのエネルギーが使える。あれが爆発でもしないかぎり、ブックコンピューターシステムのエネルギーなら充じゆう分ぶんまかなえる」

「エリュシオンに持ち込まれる初めてのテクノロジーか？」

「そうなるね。でも、それだけだ」

「そうだな。それだけだ」

　二人は頷うなずき合った。それ以上の科学はファリーが拒こばむだろう。ファリーにはファリーの文化や生き方があるのだ。モーランはそれを最も尊そん重ちようし大切にしていた。

「おっさんは偉えらいよ」

「うん」

　二人はモーランがこの惑星をなぜ〝エリュシオン〟と名付けたか理解した。この名には皮肉も揶や揄ゆも含まれていない。ファリーの住む地下には天候の変化はない。モーランはファリー達の暮くらしに本当の楽園を見たのだ。

「結晶の記述はないな」

「ないね。やっぱり銀河で公表されているのがすべてなんだろうか。この論文は見たことがある」

「ああ、これもな」

　リグは手に持っていた紙の束たばをクリスに渡した。モーラン結晶の実験に関する論文だった。これは銀河大学で行われた実験だ。大学には更さらに詳くわしい実験データを記したメモリーディスクがある。

　ころころと何かが転がってきた。それが胡坐あぐらをかいているリグにこつんと当たって止まった。自分に当たった物を見てリグは息を止めた。

「モーラン結晶───」

　かすれた声になった。クリスがリグの視線を追って床に目を落とす。丸く削けずられた親指の爪つめほどの結晶があった。クリスは結晶を拾い、にっこり笑った。

「これは誰の？」

「ぼく───」

　一人の少年が歩み出た。明るい青緑色の髪をしている。タータより年少だ。様々に光るはずの大きな目が青になりかけている。悪戯いたずらを叱しかられる気分になっているらしい。

「これで遊ぶの？」

「ころがす、あそぶ」

「へえ、面白そうだね。みんな自分の球たまを持っているの？」

　クリスが天使の笑みを浮かべながら背後にいる少年たちに聞いた。

「ある」

「もってる」

　少年達は口々に叫ぶ。

「とおくへ投げてあそぶ。まと、ぶつける」

　ローロが一歩前に進み出て得意そうに説明した。それにつられたように少年たちがいっせいにクリスに群がった。

「うん、わかった。わかったから。で、この石はどこにあるの？」

「このいし、もーらん、すき。くりすも、すき？」

「ぼくはこの石を探しにきたんだよ。どこにあるか教えてもらっていいかな。それとも族長の許可が必要かな」

「許可いりません。だいじょうぶ」

　クリスの質問に答えたのは入口に固まっていた乙女おとめだった。乙女達も図書館に入ってきている。そして、みずからの身体を飾かざっている帯を外してリグに見せた。

　バックルの素材はモーラン結晶だった。ゼズス教授が持っていた結晶よりさらに美しい。黄金色はより鮮せん明めいで透明だった。図書館の照明を吸って自らの輝きを増している。乙女の持っている結晶はモーラン結晶の特性を余すところ無くあらわしている。

「すごい、自分で光っている。本当にキレイな石だね」

「おまえ、結晶の実物を見たことがないのかよ」

「あるけどこんなにキレイなのは初めて見たんだ」

　リグはごくりと唾つばを飲み込んだ。この乙女のバックルにはめ込まれている結晶一個でリグの実験にはことが足りる。最優秀賞はいただきだ。

「おれ達にこの石のあるところを教えてくれるか？」

　乙女達は一斉に頷うなずいてリグを手招きした。クリスは少年達に引っ張られている。二人はそれぞれを崇すう拝はい者しやと仰ぐファリーに導かれて進んだ。

　珍ちん妙みような集団を道を行くファリーが物もの珍めずらしげに眺ながめる。家の窓が次々に開き、さらに見物人が増えた。ファリーの街では巨人となる二人はただでさえ目だつのに、その騒さわぎがいっそう二人を目だたせる。

「どうしたんです？」

　鈴すずを振ふるような声がした。リーリだ。リグは心臓が飛び上がるのを感じた。そして次第に頰ほおが熱くなっていく。

（ちくしょう。クリスのせいだ。あいつがあんなことを言うから───）

　リーリは品のよい笑みを浮かべて一団に近づいてくる。少年達も、乙女もリーリに道を譲ゆずる。

「お二人がいらしているなんてちっとも知りませんでした。お知らせくださればわたしがご案内しましたのに」

「ぼく達は図書館にきたものですから」

　図書館には出入り自由と、族長からの許可を得てある。

「これから、モーラン結晶のある場所に案内してもらうんです。族長の許可はいらないと聞いたもので………」

「まずかったか？」

　リグの言葉にリーリがあわてて首を振ふる。白はく磁じのような肌がほんのり染そまった。

「いいえ、すこしもまずいことなんてありません。モーランもたくさん石を集めて行きました。石で購あがなったお金でファリーに本を買ってくれたんです」

「ぼくとリグはモーラン結晶の研究をしているんですよ。研究のために結晶が必要でエリュシオンに来たんです」

「───ああ、そうでしたか」

　リーリが複雑な表情をした。そういえば今、初めてエリュシオンに来た目的を話した。ファリーとの出会いが衝撃的で、エリュシオン訪ほう問もん目的をまったく話していなかった。

「裏にいる人達と一いつ緒しよにしないでくださいね。ぼく達は営利目的じゃありませんから」

「わかっています。ごめんなさい」

　リーリの頰ほおが真っ赤になった。

「お二人はファリーに会いにきて下さったと勝手に錯さつ覚かくしました。お二人はファリーの存在さえ知らなかったのに───。恥はずかしいです」

　弁解しながらリーリの頰の赤みが引いていった。クリスの天使の笑みがリーリを和なごませたようだ。それを見ていたリグの心は重しを載せられたように苦しくなった。

　リグにはクリスのように人を和ますことができない。素そっ気けない態度しかとれないのだ。特に弁解が必要な時ほどかたくなになる傾けい向こうがある。言葉をつくさねばならないときに投げやりになるのだ。それではいけないと思うができない。わからないやつはそれでいい、放ほうっておけ、となってしまう。

　それから、人を慰なぐさめるのも不得手だ。いつまでもぐじぐじするなと怒ど鳴なりつけたくなる。相手の気持ちがわかっていても、つい、弱さを責めたくなるのだ。

〔みんながおまえと同じだと考えてはいけません〕

　リグの母親の言葉である。短気でがさつな息子をリグの母親はそう言っていつも諫いさめた。

　母の言うことはわかる。が、できない。これは努力で出来ることなのだろうか───。リグは常に考える。考えているが、肝かん心じんのときには頭から抜けてしまっている。そして、いつも後こう悔かいするのだ。

「リグ、どうしたんだい。行くよ」

「あ、ああ」

　クリスが先に進みかけてきた。いつの間にかリーリが足元にいてリグを見上げている。リグを取り巻いていた乙女達はぐっと後ろに下がっていた。リーリの威い厳げんに畏おそれをなしたかのように遠巻きにしているのだ。

「わたしもご一緒していいですか」

　リーリがはにかんだように聞く。何だかさっきまでのリーリと違う。リグは少し混乱し、頷うなずいた。

　ファリー達が案内したのはワタコケの海とは逆の方向だった。街より少し大きな空くう洞どうで、そこはファリーの農場になっているらしい。幾いく種しゆもの作物のような植物が整然と植えられていた。こういう農場が通路で繫つながれ、周辺に点在しているとリーリが説明した。

「あの実はうまそうだな」

　リグはたわわに実った小さな赤い実を指さした。少しコケモモに似ている。リーリが面白そうに笑い声をたてた。

「あれは食べられません。ものすごく苦いですよ。あの[image: ][image: ]は地下茎を食べるのです。粉にしてパンに焼きます」

　リーリが翻ほん訳やくできない名前が登場した。リグには聞き取れない言葉だった。銀河標準語で類るい似じの物が無いのだろう。

　一行はさらに進む。ファリーの農地を過ぎると草原のような所に出た。大きく深呼吸したくなる広さだ。小川まで流れている。ルーナス[image: ]ガンマの光はこの草原をゆるく薄うすく照らしている。エリュシオンはその大地の下に子供を隠かくしていたのだ。

「あのやまのむこう」

　ローロが叫さけんだ。ローロは背の羽を羽ばたかせて飛んだ。他の少年達も一斉に飛び上がった。クリスが少年達に追いつこうと走りだした。リグもつられて走った。その後を乙女達が飛ぶ。

　草原が途と切ぎれた所にその穴はあった。穴というより窪くぼみが正しい。きらきらと光る等とう軸じく晶しよう系けいの結晶が無数にある。モーラン結晶だ。

「す、すごい」

　リグは突っ立ったまま絶句した。

「これが全部モーラン結晶？　うわあ！」

　クリスは輝く結晶に覆おおいかぶさらんばかりだ。リグの瞳ひとみの色に似た結晶はルーナス[image: ]の薄い光を吸ってきらきら光っている。結晶が光を吸収して大きくなっているかのような錯さつ覚かくを二人に与えた。

「ダイヤの原石を見ているみたいだ」

「そうなのか？」

「ダイヤモンドも等軸晶系の結晶だからこんなふうに八面体結晶が多いんだ。ほら、こんなに透とう明めいでキレイだ。モーラン結晶は硬度もコランダムくらいある。十分宝石としての素質があるんだよ」

　クリスはうっとりしている。結晶のほとんどが大人の指先くらいだが、中にはファリーの頭ほどに成長しているのもある。大きいものほど透明で色も美しい。

「あれ、もらってもいいか？」

　リグはリーリに尋たずねた。リグが指さしているのは一ひと際きわ大きな結晶だ。色も金緑色で珍めずらしい。ゼズス教授の石などとは比べものにならないくらい大きくて美しい。磨みがいて加工したらさぞや見事な宝飾品になるだろう。

　リーリは羽ばたいてその石のそばに下りた。そして石を持つと片かた膝ひざを立てているリグの上に舞い降りた。

「きれいでしょう」

　リグの膝の上に立つリーリが言う。

「すごくきれいだ」

　リーリから結晶を受け取りながらリグは答えた。結晶より何よりリーリは綺き麗れいだ。

　リグが結晶を受け取った瞬間、何かが飛んだ。リグは反射的にそれを摑つかんだ。手を開いてみると小さな四角い虫がいた。大きさはリグの小指の爪つめほどだ。結晶に紛まぎれていただけであって、結晶に良く似た色をしている。

「へえ、エリュシオンで初めて見た虫だ」

「どれどれ」

　クリスが覗のぞきにくる。クリスが指先でつつこうとするのをリーリが慌あわてて止めた。

「[image: ][image: ]に触さわっていけません。これはここにいてはならない物です」

「毒虫なのか？」

「いいえ、でも触ふれてはなりません。それはすぐに壊こわれてしまいます。おかしいわ、何でここにいるのかしら」

　リーリは首を傾かしげている。虫はリグの手のひらをごそごそとはい回りはじめた。結晶の色に似た半透明の身体がそれなりに美しい虫だ。銀河に多くいる節せつ足そく動物と同じような動きをする。足は───？

　リグが見ようと軽く触れたとたんに虫が壊れた。潰つぶれたのではない。硝子ガラスのように壊れたのだ。

　それを見たリーリが顔色を変えた。

「早く捨ててっ！　早くっ！」

　リグは虫のかけらを振ふり捨すてた。そのとたん、ウワーンという羽音が聞こえてきた。リーリはリグの服を引っ張っている。クリスは少年達に引っ張られている。リグはリーリが導くまま窪くぼ地ちから離れた。そして手近な岩に身を隠した。

「あっ？」

　音のする方を振り返った二人は同時に声を上げた。あの虫が雲のように固まって襲来し、リグが振り捨てた虫のかけらに群がっていた。

　キーン、キーン………

　金属を打ち鳴らすような澄すんだ音が響く。虫の立てる羽音はどんどん小さくなる、やがて羽音はなくなり、金属音も消えた。

「いったい何だ。あの虫が壊れたからやってきたのか」

　リグは隠れている岩から身を乗り出した。リーリはもうリグを引っ張らない。リグは虫が群がっていたところへ足を運んだ。

「クリスッ！　クリスッ！　来いっ、ぶっとんで来るんだっ！」

　リグの声にクリスが文字通りすっとんで来た。そして、リグが指し示す物を見るとその場に凍こおりついて動かなくなった。

「こんなの信じられるかよ」

「───信じられない」

「おまえ、専門だろ。見たことないのか？」

「あるわけないよ。こんなの」

　リグの声はうわずり、クリスの声は喉のどにからんでいる。それほどの衝撃を二人は受けていた。

「モーランのおっさんはこのことを知らなかったのか？」

「わかんないよ………」

　クリスは泣きそうな声を出した。リグはぎくしゃくと身をかがめ、跪ひざまずいた。リグに劣おとらないほどかくかくと身体からだを動かし、クリスも膝をついた。

「なんてこった───」

「夢を見ているみたいだ」

　リグがパチッとクリスの頰ほおを指先で弾はじいた。

「夢じゃないね」

「そうさ」

　二人の見つめる先にはできたばかりのモーラン結晶がきらきらと輝いていた。







　　　夢と現実うつつ
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　クリスが慎しん重ちようにできたてのモーラン結けつ晶しようを採さい取しゆしている。リグがばらまいた虫の破は片へんの位置で結晶の出来方が決まっていた。不幸にも草原に落ちたものはきれいな結晶に成長できず、ただのかけらになった。窪くぼ地ちに落ちたものは結晶の成長に手を貸していた。

　結晶にならず草地でごそごそしている虫がいた。今度は不用意に触ふれない。リグとクリスは顔を近づけるだけだ。そんな二人にタータがにこにこと近づいてきた。

「こうして、もつ」

　タータは金色の虫の背と腹を指で挟はさんで虫を摘つまんでみせた。

「これで、こわれない。よこ、さわる。こわれる」

　リグはタータが差し出した虫を同じように摘んだ。なるほど虫はこわれない。手のひらに載せる。虫はごそごそとはい回り、飛んだ。そして結晶の中に飛び込むと溶とけるように消えた。

「うそだ───」

　たった今、目にしたことをクリスが否定する。目が虚うつろで意識が別次元にあるのがわかる。その気持ちはリグにもわかる。虫が結晶、すなわち鉱こう物ぶつになる。時間をかけずに、すぐに。まるでインスタント食品のように───。信じられない現象だ。生物が無生物になるのだ。生命の論理が根底から覆くつがえされてしまう。

　リグはクリスの頰ほおを軽く叩いた。ここで惚ぼけてもらっては困る。クリスの空色の瞳ひとみがリグをぼんやり見つめた。

「ぼけてんじゃねえよ」

「あ───あ、そうだね」

　空色の瞳が少しはっきりする。リグは後ろにいるリーリに振ふり返った。

「リーリ、モーランのおっさんはこのことを知っていたのか？」

「このこと？」

　リーリが首を傾かしげる。いつの間にか乙女おとめ達たちも回りに集まっている。

「虫が結晶になることだ」

　リーリはさあ、と言うように首を傾げて乙女達に視線を巡めぐらせた。乙女達もいっせいに首を振る。

「モーランは知らなかったと思います。ファリーが伝えるモーランのサガにも[image: ][image: ]のことは出ていません」

　乙女達が一いつ斉せいに頷うなずく。リーリは乙女達を見てにっこり笑った。乙女達の賛さん同どうを得て、自分の記憶に自信を持ったようだ。

「モーランは[image: ][image: ]を見たことがなかったと思います。[image: ][image: ]はここにいますが、現れる季節があります。今日のようなことは本当に珍めずらしいのです。仲間が割れれば今みたいに群がってきますけど、この季節にここであれを見るのは本当に稀まれです」

　リーリはいったん言葉を区切った。乙女達も真しん剣けんにリーリの言葉を聞き、リグとクリスに注目している。

「それに、モーランは結晶を集めてその効果研究はしましたが、結晶のありかはファリーが教えていました。ですから、結晶がどういうふうに出来るかは興きよう味みがなかったんだと思います」

「おっさんはどうやってこれのエネルギー効果に気づいたんだろうか」

　リーリは再び首を傾げた。ファリーにテクノロジーがわかるはずがない。リーリが知らなくて当然だ。こんどはクリスが首を傾げながらリグを見た。

「リグ、あれは本当に虫かな」

　現物がみんな結晶になってしまったので、何とも答えられない。だが、クリスの疑問には考えなくてはならない何かが隠れているように思えた。

「形は銀河に生息するありふれた節せつ足そく動物に似ていたが───おまえ、何か気づいたのか？」

「───うん、何だか頭がないように見えたんだ。それから足………」

　リグは言われて虫を思い浮かべた。指で摘つまんだ虫は普通の虫に見えた。だが、足はさわさわと力なく動くだけだったような気がする。単なる飾かざり物もの。あの虫を動かしていたのは何か別の………。

　考えてみれば、あの虫の身体からだの構造もおかしい。甲こう虫ちゆうの中には頭が極きよく端たんに小さくて一見判別できない物もいるが、よく観察すれば節足動物の特とく徴ちようをきちんと持っている。ところがあの虫は───。

「疑ぎ似じ生命………」

「おいおい、飛ひ躍やくするなよ───」

　と、リグはクリスを一いつ旦たん、諫いさめたものの、そのアイディアの虜とりこになった。それほど魅力的な発想だった。

「疑似生命体───か」

「違うよね」

　あはは───と笑いながらクリスが言う。ふっ、と頭を過よぎったアイディアで、熟考したわけではないのでクリスはこの突とつ飛ぴな考えを照れているらしい。リグは笑わない。こういう飛躍した思考こそ新しい発見、発明につながることをよく知っているからだ。

「一匹、サンプルが欲しいな」

「どうするの？」

「調べるのさ。ローロとタータに頼たのんでみてくれないか？　虫探しは子供の領分と決まっている」

「そうだね。ぼくの分も頼たのもうっと」

　クリスは弾はずむようにして少年達の群れの方へ行った。少年達は窪くぼ地ちに入って、きれいな結晶を探すのに余念がない。それは乙女達も同じだ。ファリーの石に対する執しゆう着ちやくは、なみなみならないものがある。それも、自分で美しい物を捜し出すことに意義を感じているようなのだ。

「あんたは探さないのか？」

　リーリはきゃーきゃー楽しそうに結晶の間を捜さがし回っている乙女達を眺ながめている。

「わたしはモーランが伝えた。とびきりの石を持っていますから。これ以上欲張る必要はありません」

「自分が最高と思えるまで探すということか？」

「ええ、そうですね。自分が満足すればそれで終わりです。だから、年を取った者があんなふうに石を探すことはありませんよ」

　なんと潔いさぎよい考えだろう。欲を断たち切る方法をファリーは知っている。少年達は楽しみながら石を探している。乙女達は捜さがし当てた物をそれぞれ見せ合いながら石の寸評をしている。争う者はいない。

　それを見守るリーリは毅き然ぜんとし、颯さつ爽そうとしている。リーダーの風格さえある。

「わたしは父を継ついでモーラン血統の長おさになります」

　リグの心を読んだようにリーリが言った。

「そうか、あんたは血統の長になるのか」

　リーリの言葉にリグは答えた。リグはもう、うろたえない。リーリならリグの何を知っていてもいい。全すべてを知られてもリーリならかまわない。

「不思議です。クリスの心の揺ゆらぎはよくわからないのですが、あなたの波動はよくわかります。なぜでしょう」

「おれの方が単純なんだろ」

　リーリは小首を傾かしげたが何も言わなかった。

　クリスと少年達の交こう渉しようは成立したらしい。少年達は歓かん声せいを上げながら草原を駆け、あるいは飛び立った。サンプルが手に入ったら即そく座ざにこれを調べる。モーラン結晶の生成が解明されれば、ファリーは永久に安全だ。

（───！）

　リグの胸がぎゅっと締しめつけられた。ファリーの安全を思ったとたん締めつけられた。なぜだ？　ファリーが安全ならリグの心配はいっさいなくなる。またもや痛み───。

　リーリの小さな顔が不思議そうな表情を造つくっている。リグの波動の揺らぎを読んだに違いない。

（いったい何だよ）

　リグは自分に腹を立てた。自分がわからなくて腹を立てるのは初めてだ。エリュシオンはリグの心をわからなくする。

　遠くでクリスの笑い声が聞こえた。少年達と連れ立って虫を探しに行くことにしたようだ。リグに手で合あい図ずしている。

（うらやましいやつだよ）

　悩なやみをすぐ忘れるおぼっちゃまはいつも元気一杯だ。クリスと少年達の声が遠くなる。乙女達はまだ、結晶の間にいる。とことん気に入ったものを探すつもりなのだろう。

　風のない草原は耳が痛くなるほど静かだ。ガラスの天井を隔へだてた外はストームが始まっているはずだ。リグやクリスにとっては命を奪うばう悪あく魔まの風。ファリーにとっては自らを運んでくれるいい風。

　リグは隣となりにいるリーリを見た。リグの三分の一の大きさ、小さな美しい乙女。夢の中の妖よう精せい。

　また胸が締しめつけられた。なぜか悲しい。リグの目の奥が熱くなった。まったくわけがわからない。

　リグは溢あふれてきた涙を無む造ぞう作さにこぶしで拭ぬぐった。







　三日たった。

　二人が集めたモーラン結晶は全部で十キロあまりになった。リグとクリスはそれをモーランの図書館に貯蔵した。二人が最高と思う結晶もその中に入っている。リグはあの金緑色の大きな結晶。クリスは蜂はち蜜みつ色のこれも大きな結晶。ファリー達は二人が見つけた結晶を見て驚おどろき、感心し、祝しゆく福ふくした。

　今、二人は図書館にいる。結晶を色しき調ちようごとにより分けるためだ。モーラン結晶は色調でエネルギー含がん有ゆう量りようが違うことが知られている。詳しい研究結果を二人は知らない。検けん索さくしたくても、それは大学のシークレット事項だからだ。

「どの色が一番エネルギーが多いんだろうな。まったく研究を公開しろってんだ」

「ぼく達で研究しちゃえばいいよ」

「まあ、それもそうだけど───。あのさ」

「なに？」

　リグは言葉を淀よどませたまま黙だまった。唇くちびるを嚙かみ、上うわ目めづかいでクリスを見た。

「なに？　言ってみてよ。ぼくにできることなら何でも協力するからさ」

　この無む邪じや気きな顔には弱い。

「このモーラン結晶、おれ、少しもらっていいかな」

「少し？　たくさん持っていけばいいじゃない、こんなにあるんだからさ」

「いや、違うんだ。おれはこいつを売りたいんだ」

　クリスの空色の瞳ひとみが見開かれた。そして首を傾かしげた。もう引っ込みはつかない。リグは唇を舌で湿しめらせた。

「おれは金が欲しい」

「うん」

「おまえが持っているみたいなハイコンが欲しいんだ」

　リグは一気に言って頰ほおを赤らめた。エリュシオンに来られたのはシェンバイン工業が出資したからだ。シェンバインは出資の見返りにエリュシオンのデータを要求している。結晶がリグの自由になる余地はない。

「ハイコンなら、ぼくが───」

　クリスは言いかけて言葉を切った。そして、ニッと笑った。

「結晶はシェンバイン工業に売りつけよう。高くふっかけて搾しぼり取るといいよ」

「搾り取るって、そんな───」

「かまいやしないよ。シェンバイン工業だってモーラン結晶が欲しいはずだし、とうさんだっておそらく止めない。結晶がどんなに貴き重ちようか知っているから。交こう渉しようはぼくにまかせてよ。銀河の相そう場ばに照らし合わせて搾り取ってあげるから」

「相場───？」

「ちゃんと鉱こう物ぶつ相場があるんだよ。知らなかった？」

　リグはぶんぶんと頭を振ふった。そんなことは何も知らない。商習慣の知識は皆かい無むだ。

「大丈夫、あこぎなことはしない。ちゃんと常識の範はん囲いでやるから心配しないで。知識なしで交渉するといいように操あやつられてしまう。狡ずるいんだ、ビジネスマンは」

「でも、結晶がおれ達の自由になるのか？」

「それも大丈夫。シェンバインの契約書には結晶が見つかったときの規定は何もない。マヌケだね。だから結晶はぼく達の自由に使える」

「大学は？」

「ぼく達の研究に必要な分の保証をしている。量の記き載さいはない。だからこれもぼく達の裁さい量りようというわけさ」

　すごい、の一言だ。クリスはシェンバイン工業の契けい約やく書しよと大学規定にきちんと目を通し、その〝穴〟を見つけている。こんな周しゆう到とうさは大学生には持てない。年輪を重ねた企き業ぎよう人じんだけが持てる抜け目なさだ。クリスは天使の顔をした若いビジネスマンだった。

（驚おどろいたやろうだ）

　リグはクリスに一いち目もくを置いた。世間知らずでガキと思っていたおぼっちゃまがちゃんとハタチ───それ以上に見えた。

　この十キロの結晶があればエネルギー工学専せん攻こうの学生が結晶を存分に使える。おまけに大学での備び蓄ちくも可能だ。大学はモーランが持ち帰った結晶をほとんど使い切っている。大学に寄き贈ぞうされた量が少ないからでもあるが、寄贈されて二百年以上たっているからだ。二人がこれから持ち帰る結晶は大学にとってもまさしく宝だ。

「きみは最新のハイコンを買うといい。ぼくは最新のアナライザーを買うから」

「へえ、おまえでも買えない物があったのか？」

「ぼくの研究室の備品だからね。とうさんに頼たよるものじゃない」

　そう言ってクリスは薄うすく笑った。少し悲しそうな笑みだ。

「きみはぼくが何でもとうさんに買ってもらっていると思っているみたいだけど、ぼくだってちゃんとアルバイトしているんだよ。きみほどじゃないけど………。とうさんに頼たよるということはシェンバインに頼るということだからね。それはあまりしたくないんだ」

　リグは更さらに驚おどろいた。今日は様々なクリスを見せられる日だ。それもリグをはるかに超えた者として───。

　クリスがうるさそうに髪をかき上げた。旅に出て一度もカットをしていない髪だ。この伸びてバランスを崩くずした髪がクリスを大人に見せているのだろうか───。あまりに不ふ条じよう理りな思考で、リグは心の中で苦笑を漏もらした。

「リグ、クリス」

　呼ばれて振り向いた。入口には族長のナーナと接待役のリーリがいた。二人を呼んだのは族長のナーナだ。妙みように深しん刻こくな顔をしている。

「どうしました、ナーナ」

　クリスが如じよ才さいなく聞く。こういうことはリグは苦手だ。

「あなた方のお力をお借りしなくてはならないかもしれません。さもなくば神しん受じゆの祭りができなくなる可能性がでてきました」

「祭りですか」

「ファリーにとってはとても大切な祭りです。年に一度の………」

　ナーナは言葉を切ってますます暗い顔になる。

「大きな風が三日三晩吹きます。その後に神受の祭りが始まります」

　ナーナの後を次いで言ったリーリの顔もナーナに負けずに暗くらい。

　三日三晩の大きな風とは風速三百メートルに達するビックストームのことだろう。ビッグストームは間ま近ぢかに迫せまっている。

（ファリーの祭り………）

　リグは考えた。

「ファリーが生きて行くために大切な祭りです」

　リグの心を読んでリーリが答える。この三日の間にリーリはますます詳しよう細さいにリグの心を読む。表面の波動を読むなどという生なま易やさしい時はとうに過ぎていた。

　リーリを見ていたナーナの瞳ひとみが髪と同じ紫色に輝かがやいた。そしてすぐにその色は消え、様々な色に光るファリーの目に戻った。ナーナの顔には慈じ母ぼの笑みが浮かんでいた。リグはナーナの変化を興味深く眺め、リーリははっとしたように口を抑おさえた。

（いったい何だ？）

　リーリはちらりとリグを見たが、何も言わなかった。ナーナはそんなリーリを見て柔やわらかく頰ほほ笑えんだ。

「それはさておき」

　何がさておきなのか───。クリスがきょとんとナーナを見た。リグもさっぱりわからない。二人のファリーだけにわかることらしい。

「とにかくお力を。裏側の人達はとうとうワタコケの海を一つ破は壊かいしました」

「何だと！　おい、クリス、アレはなんと報告している」

「───今日のデータはまだ見ていない」

　クリスの顔がさっと緊きん張ちようする。それはリグも同じだ。裏側のやつらを甘く見すぎていたようだ。

「ナーナ、実は、おれ達は裏側のやつらを三日前から見張っている。銀河治ち安あん維い持じ軍ぐんに通報するだけの証しよう拠こを集めたらすぐに対たい処しよするつもりだった。だが、破壊を始めたのならもう黙だまっちゃいない」

「そうだ、リグの言うとおりだ。データをすぐに送りつけてやる」

　クリスも怒いかりをあらわに頷うなずく。

「それを聞いて安心しました。今は何もしていないようです。あの人達が再び動きだす前にどうか───」

「わかった。ぜったい放っておかない」

　ナーナは不安そうに二人を見上げた。ナーナが恐れているのは破壊だけではない。破壊された瓦が礫れきがファリーを傷きずつけるのを恐れているのだ。事実、瓦礫の破片で二人のファリーが死んでいる。それ以上死人は出ていないものの、怪け我が人にんは何人か出ているという話だ。

（ちくしょう！）

　リグは唇くちびるを嚙かみしめた。

　もはや野の放ばなしにはできない。エリュシオンの酸素を造っているワタコケを破壊したとなると事は重大だ。

　それから、ファリーの祭り───。ナーナが一番心配しているのは何より、この祭りのことだ。

（いったいどんな祭りなんだ？）

　リーリがリグを見つめた。今の思考を読んだに違いない。しかし、リーリは何も言わなかった。きれいな笑みを見せるとナーナと共に行ってしまった。
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　ばしっ！　といきなり叩たたかれた。かなり乱暴だ。もう一発。

「なにしやがるんだ、てめえ」

　がばっと起き上がり、リグは拳こぶしを振ふり上げた。その手をクリスが摑つかんだ。眠ねむりの園そのから乱暴に引きずり出されたリグの顔には紛まぎれもない怒りがある。が、クリスはそんなリグの怒りに頓とん着ちやくしていない。テントの薄うす明あかりの中に浮かんだクリスの顔が妙みようにこわばっていた。

「どうした？」

「スパイ・ソーサーが二機とも撃うち落とされた」

「二機とも？　だって、一機は保険だったんじゃないのか？　それが簡単に見つかったのか？」

「そうらしい。極接近させたのが失敗だったみたいだ。今、ソーサーが送ってきた最後のデータの読み出しをしている。最さい新しん鋭えいのソーサーは簡単に撃ち落とせるものじゃないのに」

　クリスはハイコンのキーボードを目まぐるしく叩たたく。

「───！」

「どうした、何が出た」

　硬こう直ちよくしてしまったクリスに不安を感じ、リグはディスプレイを覗のぞき込んだ。

「熱ねつ核かく反はん応のう！　おい、これは銀河条約違反だぞ。なんでそんなものをここで使う！」

　激はげしい怒りがリグを包んだ。全身が震ふるえるほどの怒りだ。クリスも真まっ青さおになり、震えている。クリスもリグに負けないほど怒りを感じているようだ。優しい天使の顔がみるみる歪ゆがみ、堕だ天てん使しルシフェルの顔になる。

「リグ、やつらはこっちに向かっている。ぼく達を捕つかまえるつもりらしい」

　クリスのハイコンはスパイ・ソーサーが収集した情報から予測を立てていた。

「到着予想時刻、００・１２０───」

「あと、五分だ」

　そのとき、微かすかなエンジン音が降ってきた。エンジン音はどんどん大きくなる。ハイコンの予測より早い。リグとクリスは何も言わずに外に飛び出した。そして、縄なわ梯ばし子ごの撤てつ去きよにかかる。二人は何も言わずともするべきことを心こころ得えていた。

「ぼくが眠る前にチェックを怠おこたったからだ」

「しかたない。おれ達に緊きん張ちよう感かんが足りなかったんだ。ナーナに頼たのまれたのに詳しよう細さいなデータ分ぶん析せきをしなかったおれ達が悪い。まさか、軍隊並みの装そう備びを備えているやつらとはな」

「考えもしなかった」

「おれもさ。ファリーにはどうやって危険を伝える？」

「ぼく達の思念だけで充じゆう分ぶんだと思うけど」

「そうだな」

　二人は梯はし子ごを撤てつ去きよすると、それを担いで急いでテントに走った。こうなれば少しでも抵てい抗こうしてやるつもりだ。むざむざと殺されはしない。

　が───、二人より早くテントの前に立った者がいた。星明かりだけでは人相の判別はできない。その人物は物ぶつ騒そうな武器を構え、二人を待ち受けている。

「こんな真夜中に散歩ですか？　さすが大学生は思し索さくが好きとみえますね」

　水の底からわき上がるような低く、深い声だった。決して嫌いやな声ではないが聞き慣れない声だ。サボワ系でもケンタウルス系でもない発声の仕方だ。シ・ヨサ系ンノワ人でもない。

　星空に影ができた。巨大な影だ。星空に巨大な魚類が泳いでいるように見える。その巨大な影が一いつ斉せいに投光機をつけた。あまりの眩まぶしさに二人は一いつ瞬しゆん目をつぶってしまった。

　深い声が笑った。リグとクリスは手をかざし、光から目を護まもるようにして声の人物を見た。二人は硬こう直ちよくする。それを見て人物がマスク越しに低く笑った。銀河でも極めて人口の少ない、そして、めったに出会うことのない、シ・ヨサ系ギゼ人が立っていた。







「真夜中の訪ほう問もんは許してくれますね。これだけは言っておきますが、最初に平和を乱したのはきみ達のほうですよ」

「平和を乱した？　あの、なんのことでしょう。ぼく達は何もしていませんが」

　クリスが落ちついた口調で尋たずねる。実に度胸がある。クリスは自分たちを捕ほ縛ばくした相手をすこしも恐れていない。

　真っ白な肌はだをしたギゼ人がクリスを見て優ゆう雅がに笑った。頭部に毛髪らしいものはない。更に顔のどこをさがしても毛はない。つるりとした、それこそ本物の磁じ器きのような肌をしている。

　リグとクリスはほとんど抵抗の余地無く捕ほ縛ばくされた。───で、狼ろう藉ぜき者ものの母船に連行されるのかと思いきや、マスクをむしり取られ、自分達のテントの中で縛しばられた。

　ただ縛られたのではない。なんとも古風にロープで縛り上げられているのだ。この屈くつ辱じよく───。

（おれ達は動物じゃねえっ！）

　口では言わないが、リグはずっと目でどなり続けている。ギゼ人はリグの怒りに燃えた視線などまったく無視している。

「スパイ・ソーサー、あんな物を飛ばしたら敵だと思われてもしかたありませんね。それは覚かく悟ごしていたのでしょう？」

　していた。───が、二人はなにも言い返さなかった。ギゼ人は笑う。貴き公こう子しの笑みだ。その品のよさは彼の生まれの良さを現しているのだろうか。それともギゼ人全すべてがそうなのだろうか。

「わたしが珍めずらしいですか？」

　瞳ひとみのない真まっ青さおな目が二人を見つめた。光こう彩さいもない。ただの青。

「そうでしょうね。銀河中にはびこっているケンタウルス系やサボワ系にしてみればギゼ人は珍ちん種しゆでしょうから」

　彼はくすくす笑った。形のよい頭ず蓋がい骨こつ、整ととのった顔。ただし、鼻は無いに等しい。半はん水すい棲せい人じんであるギゼ人には尖とがった鼻は必要ではないからだ。湿しつ度どが百パーセント、あるいは水がなければギゼ人は生きていけない。じっとりと湿しめった環境や、水中のみが彼等の生活の場なのだ。

　こんな多湿の環境を必要とするギゼ人は銀河では少数派だ。同じく少数派のンノワ人より更に人口が少ない。住める環境の限定が人口増加を抑よく制せいしていた。銀河連れん盟めいや他の星系との交渉は皮ひ膚ふの硬こう化かしたミュータントがあたるのが常だった。

　確かにギゼ人は珍めずらしい。だが、何かがしっくりこない。このギゼ人には違和感を感じる。

「ミュータントを見るのは初めてですか？」

　リグの眼まな差ざしに気づいたギゼ人が尋たずねた。青玉をはめ込んだような目が冷やかにリグを見つめた。

「銀河連盟の代表を見たことがある」

　リグの答えに彼は嬉うれしそうに笑った。そしてすぐに顔をしかめてみせた。

「彼等は優秀ですが、少し偏かたよっています」

　リグとクリスは顔を見合わせた。このギゼ人のミュータントは何が目的なのか、何をしようとしているのか。

「シルスタジーカ！」

　テント内を物色していた二人の男がギゼ人に駆かけ寄った。シ・ヨサ系ではない。ケンタウルス系だ。身なりは整っているが凶きよう暴ぼうで油断のならない雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「何事ですか？」

「こいつら、見かけによらず物ぶつ騒そうなやつらだぞ。アトミックブラスターなんぞ持っていやがった」

　ほう、というようにギゼ人、シルスタジーカが二人を見た。青い目が一いつ瞬しゆんにして凍こおりついたように見えた。

「学生のくせに───」

「強ごう盗とうからもらったんだ。分解して構造を調べたくてさ。悪いかよ」

「───悪いですよ。本当に悪い子だ」

　深い声が氷のように硬かたくなった。反はん抗こう的てきな態度をとるリグの前にシルスタジーカが立った。そして、いきなり頰ほおを殴なぐりつけた。

「悪い子におしおきだ」

　乾かわいた音がして、たちまちリグの頰が腫はれ上がる。力一杯打たれた頰がキーンと痛む。

「乱暴はやめて欲しい」

　沈ちん黙もくしていたクリスが口を開いた。クリスの言葉にシルスタジーカが笑った。

「勘かん違ちがいしないでもらいたいですね。これはおしおきなんだ。悪い子には躾しつけが必要ですからね。違いますか？」

　シルスタジーカは今度はクリスの前に立った。その手がすっと上がる。

「おい、そいつには手を出すな。無む傷きずでないと困る」

「？」

「そいつはシェンバイン・ケンタウルスの跡あと取とりだ。大事な金づるだから大切にしなくちゃならねえ」

　下げ卑びた視線がクリスをねめつける。値ね踏ぶみをするような卑いやしい目つきだ。リグに向けられた視線ではないがトリ肌が立った。縛しばられていなければクリスの代わりに一発かましていた。

「ほう、あなたがあのシェンバインの御おん曹ぞう司しですか。それはそれは───。あなたにはシュルツが言うように役にたってもらいましょう。あなたのお父ちち上うえは喜んで身みの代しろ金きんを払ってくれるでしょうからね」

「そのとおりよ。こいつは大切にしなくちゃならねえ。───こっちはどう扱あつかおうがいいぜ。一いち文もんのとくにもならねえからな」

　リグの頭を銃の台だい尻じりでぐりぐり小こ突づきながら男が狂くるった野や獣じゆうの目を向ける。思わず唾つばを吐はきかけたくなるような奴やつだ。

「いやいや、こちらの方も大切にしたほうがいいですよ。こちらの方は大学が身代金を払はらってくれるでしょう」

「あ、そうか。その手があったな、さすが、あんたは頭がいいや。大学は金持ちなんだってな」

「まあ、シェンバインほどは払はらえないでしょうが、その分は新しい特許でも要求するといいですね」

　こいつには唾つばを吐はきかけるだけでは気が済すまない。妙に知ち恵えが回る分、前歯を全部へし折りたくなった。リグの頭の中を凶きよう暴ぼうな思考がぐるぐる回る。

「おれに身代金を払うほど大学は酔すい狂きようじゃねえよ。要求するだけ無む駄だだからさっさと釈放しろ」

「───おやおや」

　シルスタジーカは困ったというような表情を造ってリグの鼻先に顔を近づけた。

「きみはよく現状を把は握あくできていないようですね」

　───充じゆう分ぶんしている。

「大学が身代金を支払わなければ、きみは死ななくてはならないんですよ」

　───やっぱり。

　だが、そんな表情は造ってやらない。あくまでも強気の表情を造っておく。こういうやつらに弱気をみせたら、しつこいいたぶりが始まるだけだ。つまり、弱いもの苛いじめ───ガキが集団でよくやるイジメが始まる。

（だれがおまえらのストレスの捌はけ口ぐちになってやるかよ）

　リグは鼻を鳴らし、ニヤリと笑って見せた。それがシルスタジーカのカンに障ったらしい。再び殴おう打だをくらった。今度は拳こぶしで殴なぐられた。

「きみは本当に悪い子だ。今まで誰にも躾しつけを受けてこなかったようですね」

「犯はん罪ざい者しやから教育されるほど落ちぶれていないんでね」

　再び鼻を鳴らす。クリスがほんの少し動く手でリグの服を引っ張る。やめろという合図だとわかっている。だが止まらない。シルスタジーカの手が翻ひるがえった。それと同時にリグの長い足がシルスタジーカの足を払った。

　ドスッ！

　急にバランスを崩くずされてシルスタジーカは無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついた。青い目が一いつ瞬しゆん、真っ赤に燃えたかと錯さつ覚かくさせるほど怒いかりを孕はらませた。シルスタジーカは平静を装よそおって起き上がり手を振ふり上げた。

「おやめなさい、みっともない。次期銀河全権大使ともあろう人が無様ですよ」

「ヴァルミ───」

　シルスタジーカは振り上げていた手を下ろした。白はく磁じの頰ほおに朱しゆが浮かんだ。シルスタジーカがヴァルミと呼んだ女が二人の前に立った。

「初めまして、クリス・シェンバイン、ビスマ・リグ。わたしはウルマ・ヴァルミ」

　ヴァルミの水銀のような目が二人を見み据すえた。二人は唇くちびるを固く結んで目の前の女を睨にらみ付けた。そんな二人を見てヴァルミが笑った。恐ろしく迫はく力りよくのある笑みだ。

「あら、本当に躾けの悪い坊ぼうや達だわ。初対面なのに睨んでいるわ。なんて失礼な子達なの。かわいくてキレイな坊や達なのに、このままじゃだめね」

　アルトの声は心地ここちよいが、刺とげを多分に含ふくんでいる。見下げる目は獲え物ものを捕とらえた猫ねこ族ぞくの目だ。ゆるいウェーブのかかった豊かな水銀色の髪がヴァルミの顔を縁ふち取どっている。この髪が自分の美しさを強調することを知っているのだ。そして、完かん璧ぺきとも言えるプロポーション。女性の理想を体現していると言っても過言ではない。それもヴァルミの美しさを引き立てている。

　だが、リーリのような透とう明めいな美しさはまったく無い。人を惑まどわす原色の毒どく花ばなのようだ。美しいが毒々しい華はなやかさなのだ。ぬめっとした赤い唇が、形が良いだけにいっそう不ぶ気き味みだ。

「あんた綺き麗れいだな」

「あら、ありがとう。あなたこそものすごく魅み力りよく的てきだわ」

「そりゃどうも」

「同じサボワ系なんだから仲良くしたいわね」

「おれはテロリストと仲良くしたくないね」

「まあ、残念。───ビスマ・リグ、あなたはわたしの正体を知っているのね？」

「あんたくらい有名なら銀河中の者が知っているだろうさ」

「それもそうね」

　ヴァルミは笑った。

「ああ、この坊や達の長い足も縛しばっておきなさいね、危険だから。それからストームが始まるまでこの子、このサボワの坊やに聞きたいことがあるの」

　煽せん情じよう的な眼まな差ざしでリグをねめつけてヴァルミが言った。二人の男はそのヴァルミの言葉を聞いて一気に緊きん張ちようした。ヴァルミが軽く目め配くばせした。一人が脱だつ兎とのごとく母船へ走って行く。

（なんだ───？）

　リグは状況が飲み込めない。シルスタジーカもヴァルミの思おも惑わくがわからないらしい。ただ突っ立っている。クリスは一発で理解したようだ。緊張し、空色の瞳ひとみが揺れ、呼吸が早くなっていた。ヴァルミはにいっと真まっ赤かな唇くちびるをめくりあげて笑った。

　ウルマ・ヴァルミ───銀河治安局が血ち眼まなこになって探しているテロリストである。詳しよう細さいな経歴や素顔が判明しているにもかかわらず捕つかまらないのだ。

　ヴァルミの所属する〝銀ぎんの鮫さめ〟はテロリストのブラック・リストに載のりながら、政治的思想はほとんど無いと言われている。かつては政治的にきな臭くさくなったらこの集団を疑えといわれたほど辣らつ腕わんをふるったこともある。今は銀河の動乱、混乱を画かく策さくする私欲集団となりはてている。平和では困る連中から法外な金を取って働くのである。

「聞きたいことってね、モーラン結けつ晶しようのこと。あなた達、モーラン結晶は見つけたの？」

「見つけたらさっさと帰っているさ」

「それはそうでしょうけど、わたしが知りたいのはあなたたち独自の情報。空くう洞どうがあるというから破は壊かいしてみたけど結晶なんてかけらもないのよ。情報があるなら教えてくれないかしら」

「地下には結晶はない」

　クリスが言った。ヴァルミの目がすっと細くなる。

「ああ、あなたは惑星地質学を専せん攻こうしているんですものね。それで？」

「モーランの論文にもあったでしょう。あれは地表で結晶するって。だから丹たん念ねんに地表を探すのが一番なんだ」

「じれったいこと」

　ヴァルミはこつこつと爪つま先さきを動かす。そうとういらついている。こういうタイプは絶対に研究者になれない。研究にはすぐに実績を出せるものと、そうでないものがあるからだ。

「あなた達が見つけた結晶はいちおうみんなもらっといたわ。文句はないわね」

　リグはキッとヴァルミを睨にらみ付けた。ヴァルミはフフンと笑って、小馬鹿にしたような視線をリグに浴びせた。

「そんな目をしてもだめ。もうわたしの物よ。でも何でかけらしかないのよ。ちゃんとした結晶はないの？」

「さっきも言っただろうが。ちゃんとした結晶を採さい取しゆしたんだったら、こんな所にいつまでもいるかよ」

　ヴァルミはふん、と鼻を鳴らした。どうやら〝銀の鮫〟は大量のモーラン結晶を必要としているらしい。結晶とテロ活動とどういう関連があるのだろうか。いったいどこの、誰の依い頼らいでここに来ている───。

　どやどやと大勢の人の気配がした。テロリストの一団が二人の視界に入った。先頭にはヴァルミの一言ですっとんで行った男がいた。手に細いスティックを持っている。それをヴァルミに手渡す。

「ヴァルミ、ストームまであと三十分です」

「わかったわ。それだけの時間があればこの利きかん気きの坊ぼうやもすっかりおりこうさんになるはずだから………。シルスタジーカ見ててごらんなさい」

「何をする気です？」

「ちょっと躾しつけをね」

　背筋が凍こおりそうな眼まな差ざしがリグに向けられた。ここまできてさすがのリグも自分の身に起こることを理解した。この毒どくケバ女は拷ごう問もんをしようとしている。人を縛しばるのに縄なわを使ったわけをたった今、理解した。この女は変態だ。

　クリスは真まっ青さおになっている。リグを殴ったシルスタジーカでさえ鼻はな白じろんでいる。

「坊や、よくごらん。これはナーブ・ショックと言って個々の神しん経けい節せつに刺し激げきを与えるの。手、指、爪、どこでもいいの。大きな神経節になればなるほど末まつ端たん神経は───ね。とっても痛いのよ。痛いのが嫌いやなら、知っていることをぜんぶ話すの」

　ヴァルミの瞳ひとみと同じ色の細いスティックがリグの目の前を行き来する。銀のスティックの先にはちろちろと青い火花が見えた。

「もう全部言った。これ以上言うことはねえよ」

「あら、そう」

　スティックの先が縄の間に差し込まれ、リグの指先に触ふれた。

「───っああっ！」

「ほうら、痛いの。だから素す直なおにならなくちゃだめよ」

「───てやんでえ、ばかやろう」

「まあ、強ごう情じような子」

「本当に何もない。ぼくたちはただの学生だぞ。ここに持っているだけしか結晶は採さい取しゆしていない」

　クリスがたまりかねたように叫さけんだ。空色の瞳が怒いかりの色を加えた。少し大きめの唇を血が滲にじむほど嚙かみしめている。

　ヴァルミは笑った。その笑いは鼠ねずみをいたぶる猫の顔だ。獲え物もので遊ぶだけ遊び、最後に捕ほ食しよくする猫の顔だった。

　ヴァルミがリグにスティックを近づけた。それを見てクリスが悲鳴を上げた。

　スティックが容よう赦しやなくねじこまれた。

　リグは脳のう髄ずいを貫つらぬく痛みと戦い、深い奈な落らくに落ちていった。







「わかったわ。あと三分でストームね。このハンサムな坊や達はこのテントにしっかり縛っておきなさい」

「見張りはどうしますか」

「必要ないわね。ストームの間は逃げられないから。さあ、ストームの間に総長の指示を検けん討とうするわよ」

「はっ！」

　大勢の足音が遠ざかっていった。

（ふん……ばかやろう………）

　リグの意識はすでに快かい復ふくしていた。しかし、拷ごう問もんの神経ショックで身体中が萎なえ、痺しびれている。末まつ端たんはまだ、びりびりと痛んでいる。ほんの少し身体を動かすだけで、たちまち息の止まるような痛みがやって来た。うめき声すら出せない。

「サドやろうめ！」

　クリスの吐はき捨てるような言葉が耳に飛び込んできた。リグが初めて聞くクリスの下品な言葉だ。リグが痛みをこらえて首をねじ曲げると、クリスはテロリストの消えた方向を睨にらんでいた。

「───おぼっちゃんがそんな言葉を言っちゃいけないな」

「リグ、気づいてたの」

「ああ、あの女が出ていくあたりで気づいた。───口がまだ変だ」

「力を抜いて、できるだけ筋肉を弛し緩かんさせておいたほうがいいよ」

「そうしたいけど、あいつらぎりぎりに縛しばって、いや──がる───くう………」

　リグの顔は拷問で流した脂あぶら汗あせと涙で汚よごれている。その汚れた顔に新たな涙が流れた。リグの全身の神経が拷問の後こう遺い症しようと戦っているのだ。

　クリスは唇を否ゆがめてリグを見つめている。見つめるしかできないのだ。クリスもリグに負けないほど固くいましめられている。苦しむリグに何もできない。そんな自分が悔くやしいのか空色の瞳にうっすら涙が滲にじんでいた。

「あの女、許さない。シェンバインの総力をあげて追い詰めてやる」

「おいおい、熱くなるな。おれは殺された訳でも不具にされたわけでもないぜ」

「でも───」

　クリスが泣きだした。べそべそ泣く顔はだだっ子だ。

　テロリストはあきらかに差別をしていた。金が取れるものと、そうでない者。ヴァルミはためらうことなくリグだけを拷問した。大学から取れる身代金をシルスタジーカより低く評価している証しよう拠こだ。

　クリスはその事実に苦しんでいる。シェンバインには頼たよりたくないと明言し、実行していたクリスがみずからその名を口にしていた。それだけで充分だ。

「なあ、おれ、そんなに無ぶ様ざまに騒さわいだか？」

「ばかっ！　騒がないからあの女がむきになったんじゃないかっ！　きみは強ごう情じようすぎる」

　拷問から解放されてもその後遺症がリグを苦しめている。わずかな身動きで悲鳴を上げそうになる痛みがやってきた。それをクリスに悟さとらせずに笑ってやる。それが負おい目めを感じている者に対するせめてもの思いやりだ。

「リグ───」

　鈴すずのような声が耳に触ふれた。痛みによる幻げん聴ちようか───。リグは自分の脳が壊こわれたかと恐れた。

「リグ………」

　今度は姿がみえた。目の前にいるのは確かにリーリだ。いったいどこから現れたのだろう。目を瞬しばたたかせてみたがリーリは消えない。

「リーリ」

「リグ」

　リーリの小さな手が頰に触れた。柔やわらかくてひんやりしていて気持ちがいい。

「ストームだろう？　あぶないじゃないか」

　リーリは何も言わない。じっとリグを見つめている。様々な色に光るファリーの瞳が青一色になっている。恐れているのだ。何を───？　恐れるものは何もない。リグは笑った。

　リーリの小さな小さな顔が近づいた。一瞬、唇に冷たいものが触れた。そして、すぐに離れていった。

「とても痛かった───。あの苦しみ。途と切ぎれた意識───リグ、リグ、あなたが死んでしまったと思った」

「おれとずっと感応していたのか？」

　リーリが頷うなずいた。瞳の色はずっと青いままだ。大きな目から涙が絶えずこぼれ落ちている。

「今も痛い───あなたの心が悲鳴を上げている」

「そうなのか、リグ」
















　クリスが身を乗り出した。それが唯ゆい一いつできることだからだ。

「心配するなって、もう、それほど痛くない」

　クリスは疑わしげにリグを見て、リーリを見た。リーリは小さく首を振った。

「あなたの様子を見たくてこのテントのそばに出入口を造ってもらいました」

「えっ！」

　クリスが驚おどろきの声を上げてリーリが現れた方向を見た。コンテナでちょうど陰かげになっているあたりからリーリは現れた。

「ローロ、タータ」

　ファリーの少年たちがコンテナの陰から顔を出してこっちを見ていた。

「いったいどうやって───。ファリーはバーナーや破は砕さい機きをもっていないでしょう」

「わたし達の意のままに働いてくれる〝虫〟がいるのです。お二人の思念を受けて、あの壁かべの出入口はふさぎました」

　それを聞いてリグとクリスはほっと息を吐はいた。あの入口は一番気になっていた。

「その虫を見たいな」

　クリスの言葉にリーリは首を振った。

「申し訳ありません。ここでお見せできません。虫を制せい御ぎよするのはとても難むずかしいのです。誰にでも扱あつかえるものではありませんので、専門職がいます」

「ぼく、むしつかい、なる」

「へえ、虫使いって言うの」

　クリスの言葉に頷うなずいて、ローロが飛び出してきた。酸素の濃こいテントの中では自由に飛行ができる。それが楽しいのだ。タータもすぐに後に続いた。

「ぼく、せんせい」

　タータが負けずに言う。つーっと飛びながら嬉うれしそうに笑った。あんまり嬉しい状況にはいない二人は恨うらめしげに少年を見た。

「ご、ごめんなさい。───あの、どうしたらお二人の役に立てるでしょう」

　リグと深く感応しているリーリが頰ほおを赤らめた。

「リグ、ファリー達に助けてもらおうよ」

「………」

「とにかく銀河治ち安あん維い持じ軍ぐんに通報することが先決だ」

「おれとおまえのハイコン、没ぼつ収しゆうされたな」

「でも、エマージェンシー装そう置ちには気づかなかったよ。あれは最新の装置だから母船のコンピューターと通信できる機能があるんだ。ハイコンにはぜんぜん負けるけど、銀河治安維持軍に通報ぐらいできるよ」

「そうか、あれにそんな機能がついていたのか。ぜんぜん知らなかった」

「テロリストも知らなくて良かったね」

　クリスの無む邪じや気きな言葉にリグは笑って頷いた。シェンバインはおぼっちゃまのために本当に最新装備を与えている。裏を返せばそれだけ標的になっているということだ。

　リグは身体を動かしてみた。刺さすような痛みが薄うすれている。痛みが完全に去るのも時間の問題だ。リーリが優ゆう美びに頰ほほ笑えんだ。リグの心のゆとりを感じたのだ。

「よし、それでそっちの心配はなくなった。後はおれ達のことだな。───うん、そうだ。おい、ちょっと聞いてくれ、いい作戦が浮かんだ」

　リグはにやりと笑った。その顔を見ながらクリスとリーリ、二人の少年が頭を寄せた。そして、リグの作戦を聞くや、全員、にっこり笑った。

　作戦を実行に移すため、三人のファリーは直ただちに行動を起こした。

　年少のタータが急いで戻っていく。二人の縄を切る道具を取りに行くためだ。リーリも後に続いた。リグの作戦を実行するためだ。それがうまく行けば目くらましになる。そして、ローロ。

「おまえはこんな風の中でも飛べるのか？」

「───？　どうして？　ふぁりー、みんなとぶ。とべない、ない」

「そうか、おれ達の基準はファリーには無用というわけだな。じゃ、安心して頼たのめる。そこに接着剤のチューブがある」

「これ？」

　ローロがコンテナの横にある袋からリグの言ったチューブを取り出す。ローロが取り出したのは大学が特許申しん請せい中のあの接着剤だ。

「そうだ、それの使い方を説明する」

　リグは凄すご味みのある笑いを顔に浮かべた。クリスも堕だ天てん使しの顔をして笑った。ファリーの少年だけが無む邪じや気きな笑みを浮かべてリグの話を聞いていた。
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　ストームが去った。それとともに夜が明けた。ルーナス[image: ]ガンマがレモン色の朝日を振ふりまく。あたりが一いつ斉せいにきらめく心こころ躍おどる時間だ。

「気分はどうですか？」

　現れたのはシルスタジーカだった。手にはカップを持っている。まっすぐリグに近づいてくる。

「あの人があんな非人道的なことをするなんて知らなかった───」

「おまえ、テロリストが人道的だと思っているのかよ。だとしたらおめでたい野郎だ」

　リグの毒舌にシルスタジーカは頰ほおを染そめた。リグを鉄てつ拳けんで殴なぐった人物とは思えない変わりようだ。

「おまえ、一時間前の野郎と同一人物だよな」

「ギゼ人はわたし一人です」

　ため息をつきながらシルスタジーカはリグの前に跪ひざまずいた。そして、縛しばられて自由のないリグの口くち許もとに手にしたカップを近づけた。

「何だよ、今度は毒どく責ぜめか？」

「ギゼの薬です。神経系統を選せん択たく的てきにガードする薬です。飲むとあの拷ごう問もんが効きかなくなります。それに、神経の快かい復ふくも早くなります」

「へえ、そんなことしてあの毒どく女おんなの怒いかりに触ふれても知らねえぞ」

「スポンサーには逆さからえません」

　リグはぽかりと口を開けてシルスタジーカを見た。クリスも同じだ。

「あなたが〝銀ぎんの鮫さめ〟に資金を？」

「そう、我がギゼのために。けど、あんな連中とは知りませんでした。わたしは少し感化され過ぎていたらしい。神経安定度がかなりアンバランスになっていました」

　リグはギゼの精神文化を思い出した。ギゼ人は闘とう争そうとは無む縁えんの銀河でも稀まれな文化を作り上げている。ギゼ人と平和は銀河では同義語なのだ。それなのに闘争的だったシルスタジーカ。リグが感じた違和感はそこにあったのである。

「ばかな依い頼らいをしたもんだな。あんたは犯罪者になったんだぞ」

「覚かく悟ごのうえです。ギゼはエネルギーを手に入れねばなりません。そして、銀河に進出しなくてはなりません。それから、発言権を強めて国益を護まもらねばならない………」

　ギゼ人にしてはずいぶんと過か激げきな思想だ。だが、わからないでもない。長年大使を勤めていれば平和思考ばかりはしていられない。どの星系も血ち眼まなこになってみずからの利権拡大に奔ほん走そうしている。手を拱こまねいていれば食われるばかりだ。

「おまえ、もう少しやり方があっただろう」

「これくらい思い切ったことをしなければギゼはいつまでも三流国家です。とにかくモーラン結晶の独どく占せん権けんを手に入れることが第一なのです」

「それにしてもテロリストを、それも一番たちの悪い〝銀の鮫〟を使うとは───」

　リグのあきれたような眼まな差ざしで見つめられ、シルスタジーカは赤くなった。

「代表者は紳しん士しに見えました」

　クリスが気の毒そうにシルスタジーカを見た。世間一般の常識には無能だがエグゼクティブクラスの高度な経済社会には舌したを巻くほど慣れているおぼっちゃまが、まったく世よ馴なれないおぼっちゃまに同情していた。育ちの良さそうなシルスタジーカは、テロリストにとって葱ねぎを背せ負おった鴨かもだったに違いない。

「セルフ・クリーニングをして精神バランスの快復をはかりました。わたしはスポンサーではありますが、指揮権はないのです」

　シルスタジーカはそう言いながらリグの唇くちびるにカップを当てた。リグはカップの中身を一気に飲み干した。そのとき───

「結晶だ！　モーラン結晶だぞ」

　テロリストが叫ぶ声が聞こえた。その声に反応してシルスタジーカはテントを飛び出していった。

「こっちにもある！　よく探せ。もっとあるはずだ」

　テロリストの興こう奮ふんした声がテントの中に響ひびく。リグとクリスは顔を見合わせてニヤリと笑った。

「リーリがうまくやってくれたみたいだね」

「おれ達をかまうヒマはなくなったな」

　二人は頷うなずきあうと身体からだに力を入れた。縄なわが簡単に外れた。

「こればっかりはあのサド女の趣しゆ味みに感謝するぜ」

「そうだね。超ちよう合ごう金きん錠じようじゃファリーの手におえないものね」

　縄を解といてしまってはテロリストの目を誤ご魔ま化かせないので、ぎりぎりまで我が慢まんしていたのである。二人は思いっきり伸のびをし、エマージェンシー装置を取り出した。リグが外を見張り、クリスが指令を送る。

　基き礎そ入力はクリスの指示でリーリがした。クリスはリーリの入力を確認して送信した。

「コンマ二秒───。これなら自然な雑音の範はん囲いだ。圧縮してある情報を解かい凍とうすれば必要最低限の情報は得られるはずだ」

「よし」

　クリスがリグを意味ありげに見た。少し不安そうである。

「そんな顔をしてもおれは考えを変えねえぞ。絶対に武器は取り返す。武器がなくてどうする。おれ達があいつらに捕つかまったら銀河治安維持軍は手をだせねえんだぞ」

「だけど───」

　クリスはまだ躊ちゆう躇ちよしている。これは縛しばられているあいだ、さんざん話し合ったことだ。

「ファリーを巻き込むことは絶対やらねえからな。それともおまえ───」

「ぼくだって嫌いやだよ。だけど、このまま身を隠かくすことを考えたって………」

「甘い！」

　リグは一いつ喝かつした。相手は名うてのプロだ。誘ゆう拐かい、略りやく奪だつ、破は壊かいは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。それが仕事と言っていいテロリストなのだ。それも政治的ポリシー皆かい無むの金かねの亡もう者じやだ。

「おれ達は負けるわけにはいかない。ぜったいにアトミックブラスターは取り返す。それからやつらが持っていたハンドレーザー。あれは無力化しておこう。おれ達の命が危あぶない」

　リグはなんだかわくわくした。３Ｄ映画のヒーローかゲームソフトの主人公になった気分だ。この気持ちは辺へん境きようの旅に出掛ける前夜に味わうものと同じだった。

「あいつらの母ぼ船せんに入って、ここに帰って来られたらおれ達の勝ちだ」

「きみ、もしかして喜んでいる？」

　ぎくりとした。正せい鵠こくを射いられてしまった。確かにリグは今の状況を楽しんでいる。

「きみって本当に見かけどおりの人だね」

　クリスがため息をついた。てめえだってそうじゃないか───と口に出かかった言葉をリグは飲み込んだ。このさい過か激げきでもいい。とにかく銀河治安維持軍が来るまで持ちこたえればいいのだ。何もしないで逃げ回るなんてリグの性格には合わない。断じて合わない。

「マジにやってもプロにゃかなわねえよ。それならシロウトのめちゃくちゃをやるほうが勝ち目があるだろうが」

「お説は認めるけどね。ま、いいや。とにかくやつらを攪かく乱らんしよう。じゃ、作戦どおりにやればいいね」

「もちろんだ。ドジるなよ」

「うん」

　クリスは素直に頷うなずいてマスクを装そう着ちやくした。ストームまであと一時間四十五分。二人はテントを抜け出した。

　外ではテロリストどもがギャーギャー騒さわいでいる。リーリ達が造った結けつ晶しようを見つけては歓かん声せいを上げているのだ。

　リーリはじつに見事にテロリスト達を誘ゆう導どうしている。見張りが何人残っているか不明だが、テロリストは谷の入口に陣じん取どっている母船からじりじりと離はなれつつある。

「いくぞ」

　リグは走った。その後にクリスが続く。敵がいないという安心感からか、船のハッチは開け放たれている。見張りはいない。二人は船内に侵しん入にゆうした。

「なかなかいい船だね」

　船内の廊下を用心深く進みながらクリスが感想を漏もらす。二人は船のコンピューターに繫つながる端たん末まつを探している。端末を早く見つければ見つけるほど二人の勝率はあがるのである。

「おっ、あった、これで船内図を呼び出せるぞ」

　リグは開けっ放しのキャビンに入ると備そなえ付つけの端末を起動させた。

「パスワードがないと武器庫のありかを表示しないな」

「全体図をだせばいいよ。こういう船はだいたい同じはずだから」

「なるほど」

　ディスプレイに船の全図が呼び出された。シークレット部分は空白だ。

「怪あやしいのはここと、ここ」

　クリスが素早く指し摘てきする。リグに異議はない。こういう知識は対テロリスト訓練を受けているクリスの方がはるかに多く、正確だ。

「急ごう」

　リグはいきなりキャビンを飛び出した。不注意と言わざるをえない。で───、テロリストに出くわした。

「だ、だれ───」

　目にも止まらない一いち撃げきが、テロリストの鳩尾みぞおちに食い込んだ。大きな口を開いたまま、テロリストは気絶した。

「おみごと───。きみって強いんだ」

　クリスの瞳ひとみに尊敬の色が浮かぶ。

「おれはガキ大将だったからな。ケンカには強いんだ」

　リグは自じ慢まんするように説明しながら気絶させたテロリストを手際よく縛しばりキャビンに押し込めた。猿さるぐつわも忘れない。

「あの女のやり方だ。満足だろうよ」

「あのさ、強いのはわかったから、もう少し慎しん重ちようにしようよ」

　リグは鼻を鳴らして返事した。不満表明である。慎重にする事例は違うが、同じことをクリスにも言いたいのだ。

　二人は船内図が示したアヤシイ箇か所しよへ走った。船内は静まり返り、テロリストの大半がモーラン結晶集めに出ていったことがわかる。リグの作戦どおりだ。

「まず、ここだ」

「どれ───」

　簡単な電子ロックがついている。ＩＤカードは必要ないようだ。リグが舌したなめずりをしながらキーを押す。

「めちゃめちゃに押さない方が………」

「心配するな。こういうやつらが暗号コードにする数字は船体番号に決まってる」

　───と言っている間に、カチリと音をたててロックは解除された。

「なっ！」

「ほんとだ」

「ふんっ、テロリストなんてみんな大だい同どう小しよう異いだ。チョロイもんだぜ。───おっ、おまえの言うとおりだ。ここは武器庫だぞ」

「あっ！　ぼく達のハイコンだ」

　リグとクリスは武器庫に入り、まずハイコンをザックに詰めた。武器庫にしまってくれた安あん直ちよくなテロリストに感謝する。探す手間が省はぶけた。そして、自分達が押おう収しゆうされた武器を取り返した。ついでにテロリストの武器もいくつかいただく。

「おい、こいつを一つ一つ壊こわしていくのは時間的に無理だぞ」

「それは大丈夫。ここに時じ限げん装そう置ちと小型爆弾がある。こいつで武器を破は壊かいしてしまおう」

「船も壊こわすのか？」

「まさか、大事な証しよう拠こ物件だからね。この部屋の中身だけを破壊する」

「できるのか？」

「まかせてよ。爆ばく発はつ物ぶつの訓練も受けているんだ」

　シェンバインはよほど誘ゆう拐かいを恐れているようだ。クリスを軍人並みいや、特殊工作員並みに鍛きたえ上げている。クリスは手慣れた様子で爆弾をセットし、部屋の様子を見ては爆発物を仕掛けていく。どうやら効果的な場所というものがあるようだ。

「よし、三分後に爆発だ」

　二人は部屋を飛び出し、長い船の廊下を駆かけた。そして、バッタリとヴァルミと出くわしてしまった。出口目前のハッチの前だ。

「まあ！　なんて悪い坊ぼうやなのっ」

　ヴァルミは動どう揺ようすることなく、いきなりあの神経ショックを与えるスティックを腰のサックから抜き出しリグに突き立てた。さすが年ねん季きの入ったテロリストである。その攻撃は的てき確かくで早い。それだけに背後の部下のうろたえぶりがよけい無ぶ様ざまに見えた。

　リグは軽いフットワークでそれをよける。ヴァルミは間かん髪はつをいれず攻撃してくる。

「かわいいからペットにしてあげようと思ったのに」

「冗談はよせよ」

「じゃ、奴ど隷れいだわ！」

　スティックがリグの首に触ふれた。ヴァルミの真まっ赤かな唇くちびるがにっとめくれ上がる。

「ふふん、故こ障しようじゃねえのか。ちっともきかねえぞ」

　ヴァルミの顔が動どう揺ようで引きつる。その隙すきをリグは逃のがさない。思いっきり横よこっ面つらを殴なぐりつけた。渾こん身しんの力で拳こぶしを握にぎり、力一いつ杯ぱい腕うでを繰り出したのだ。

　ヴァルミの豊ほう満まんな肉体が壁かべにぶち当たった。リグはさらにもう一発、その顔を殴った。ヴァルミの顔がみるみる腫はれていく。

　リグはぐったりしたヴァルミを容よう赦しやなくタラップから蹴けり落とす。この女に情けは無用だ。おろおろと惑まどうテロリスト達がわっとたかってヴァルミをささえる。ヴァルミの身体を追うようにリグもタラップを駆かけ降り、行きがけの駄だ賃ちんとばかりにヴァルミを支えた奴やつを思いっきり殴った。そして、シルスタジーカの腕を摑つかんだ。

「こいつは人ひと質じちだ」

　リグはにっと笑い、アトミックブラスターを構えた。そのとき船内で爆発音が響ひびいた。テロリストどもはますます動どう揺ようする。

「ばかものっ！　何を惚ほうけている。二人を捕つかまえないか。いや、殺せ！」

　部下に支えられながらもヴァルミは怒ど鳴なった。両頰を真っ赤に腫らしたヴァルミが髪を逆立てて命令する。

　しかしながら部下達の反応が鈍にぶい。恐らくヴァルミより優先される命令が出ているに違いない。

「クリスッ！」

　クリスがタラップを駆け降りてきた。手にはテロリストのハンドレーザーと自分たちのパラライザーを持っている。クリスが降りたのを見み届とどけて、リグはアトミックブラスターをぶっぱなした。

「ひょー、すげえっ！」

　自分で撃うっておいてそれはない。だが、リグが狙ねらったタラップは見事に原子崩ほう壊かいしていた。タラップは跡あと形かたもなく、タラップを構成していた金属元素の匂においだけがその存在を知らせていた。

　リグとクリスは目を合わせ頷うなずきあった。そして、駆けだした。テロリストは一様に呆あつ気けにとられている。場数を踏ふんでいるわりにはもろい。先制攻撃をすることには慣なれていてもされることには慣れていない証拠だ。

「ばかっ！　二人を撃てっ！」

　さすがにリーダーだ。ヴァルミは誰よりも早く我に返った。声のトーンを上げて命令している。だが、撃ってこない。二人は必死に足を動かし、テントのある岩かげへと走った。人質のシルスタジーカも抵てい抗こうすること無く走っている。

　あとわずか───。テロリストの攻撃が始まった。狙い撃ちにされる寸前に二人と人質は岩かげに飛び込んだ。

「あいつら、人質が見えねえのか」

「怒りに我を忘れているんだよ」

「若じやつ干かん一名がな」

　リグの言葉にクリスは笑った。リグの言葉どおり、レイ・ガンを連射しているのは今のところヴァルミだけだ。他の者はまだ傍ぼう観かんしている。

「何をしている、撃うてっ！　責任はわたしが取る」

　ヴァルミのその言葉にテロリスト共が一いつ斉せいに反応した。見事の一言である。テロリストの中にも官かん僚りよう主義ははびこっているらしい。責任の回かい避ひを行う官僚主義はどこにでもはびこる迷めい惑わく菌きんのようだ。この場合は繁はん殖しよくしてくれていて助かったが───。

「やれやれ、困ったもんだぜ。うるせえハエを追っ払うか」

　頭上を通りすぎていく光線を見てタイミングをはかると、リグは身を乗り出してアトミックブラスターのトリガーを引いた。わっ、という声とともにテロリスト共の攻撃が途と絶だえた。ぱらぱらと走る音がして、また攻撃が始まった。

「身体を隠かくす所を見つけたみたいだ」

「当然だろう、あいつらだって命が惜おしい。クリス、おまえも一発おみまいしておけよ」

「うんっ！」

　クリスはテロリストが楯たてにしているコンテナを狙ねらって撃った。さすがにハンドレーザー、でっかい穴が開いた。これでまた静かになった。

　クリスは訓練を積んだ正確な腕うでで再びトリガーを引く。コンテナはますますボディーを小さくしていく。危機を感じたテロリストの反撃が始まった。

「うわーっ、数にまかせた攻撃っ！」

　クリスはしゃがみこんだ。タイミングを計るなんて余よ裕ゆうはない。めちゃくちゃにビームが飛んでくる。

「へえ、───みたいだ」

「何だって？」

「ビームの色がエルベのキャンディーみたいだって───」

「てめえ、こんなときによく食いもんの想像なんてできるなっ。その神経が信じらんねえよっ」

「だって、朝からなにも食べていないんだよ」

「もう、しゃべるな」

　リグはたった今まで感じなかった空腹をいきなり感じてしまった。まったく殴なぐりたくなるおぼっちゃまだ。命のやり取りをしている最中に食べ物の話。この緊きん張ちよう感かんの無さはどこから来る？

「これをいかが？　キャンディーではありませんけどエルベのチョコレートですよ」

　人質の緊張感のまるでないシルスタジーカが綺き麗れいに包まれたチョコレートをクリスに差し出した。レイ・ガンから放たれるビームが頭上を飛び交っている。岩はビームが当たるたびにその肌はだを溶とかしている。ビームが身体を貫つらぬけば死ぬのだ。この二人にはそれがわからないのか───。

　シルスタジーカはにこやかにチョコレートを渡し、クリスは嬉うれしそうにそれを受け取った。そして、嬉き々きとして銀紙をむいている。

「リグにも半分あげるね」

　この太たい平へい楽らく。ここは修しゆ羅ら場ばだぞ───と、怒ど鳴なりつけたくなるのをぐっと堪こらえる。こんなところで冷静さを失っては身の破滅だ。

（なんてこった───）

　どうしようもないおぼっちゃまが二人に増ぞう殖しよくしていた。殺人光線の飛び交うなか、リグは元素周期表を心でとなえた。

　いきなり、静かになった。岩かげから覗のぞくとテロリストどもの幾いく人にんかが母船に乗り込もうとしていた。タラップがないので非常に苦労している。リグが頭を出したとたん、ビームが飛来した。全員が乗ろうとしているわけではないのだ。

「何をするつもりなんでしょうね」

　シルスタジーカがいつの間にかリグの隣となりにきていた。そしてリグと同じようにひょいと覗のぞいた。すかさずビームが訪おとずれる。

　シルスタジーカはあわてて首を引っ込め、真っ青な目を面白そうに細めた。本当に昨夜、リグを容よう赦しやなく打ち据すえたのと同じ人物には見えない。

「昨夜は失礼しました」

「いや、なに───」

　まるで心を読まれたような気分になる。ギゼ人にはファリーのように精神感応力があるのだろうか。

「早く謝あやまろうと思っていたのですが、なかなかそのチャンスがなくて」

「あんた、本当に別人みたいだな」

「申し訳ありません。ギゼ人は脳波や思考波の影響をすぐに受けてしまいます。ちょっとあの人達と長く過ごしすぎました」

「あの薬、助かったぜ。身体中すっきりしているし、あのクソ女の攻撃にも影響を受けなかった」

「ギゼは神経学や精神医学が非常に発達しているのです。それは神経や精神がひ弱だからです。ギゼ人は銀河系で一番神経的に弱い種しゆであると思います」

　初めて聞くことだった。あまりにも数が少ない種なのでめったに出会う機会がない。故に情報に偏かたよりがあるのだ。

「わたしのようなミュータントはそれでも丈じよう夫ぶです。でも、あなたに差し上げた薬や、ほかの医薬品にたよらなければ宇宙で生活できません。薬無しでは銀河では他の種と同じテーブルにもつけないのですよ」

「そうなのか───」

「でも、そんなに深しん刻こくでもないのですよ」

　リグの暗い顔をみてシルスタジーカが笑った。慰なぐさめてくれている。こういう感情的反応は銀河に住む他の種となんら変わらない。やはり人間なのだ。

「あなたは辺へん境きようを旅するのが好きみたいですね」

「おれの経歴データを見たのか？」

　シルスタジーカはにっこりわらった。クリスと同じような無む邪じや気きな笑みだ。

「わたしも辺境が好きです。文明から取り残されたような荒あら々あらしさが好きです。そういう所には原始から続くエネルギーがあります」

「おれもそう思う。きっとそういう所がおれの肌に合うと思うが、こういう生なま温ぬるい環境に育ってしまってはもう素すの自然環境では生きていけない。暮らそうにもそんな知ち恵えがないことにいつも気づかされた。また、そんな覚かく悟ごもできないしな───」

　リグは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。自分の軟なん弱じやくさを自覚している。荒々しい環境に憧あこがれても暮くらせないことを自覚しているのだ。

「だからそういう所を旅する」

「わたしもです。───大使補ほ佐さという任があるのでめったに行けませんが」

　二人の視線が合った。目の奥にある光はまったく同質だった。リグはこの珍めずらしい種の人間に一瞬にして友情を感じた。

「おれの子供のころの夢は大発明家に大学者、それから探検家だった」

「わたしは探検家と外交官でした」

　シルスタジーカが嬉うれしそうに言う。二人は顔を見合わせて笑った。友情が更さらに深まったのがわかる。

　クリスは二人のやり取りに背を向けて何かをしている。どうやらハイコンを操作していたらしい。

「よしっ！　きたぞ」

「何が？」

「ぼくたちの母船だよ。周しゆう回かい軌き道どうに静止するようにプログラムを変へん更こうしたんだ」

　クリスの目はきらきらしている。何をたくらんでいるのだろうか。

「これで、衛えい星せい軌き道どう上から対たい戦せん艦かんビームでピンポイント攻撃できるよ。ビームは大気を抜けて来るからエネルギー値は下がるけど、まあまあの破壊力は維い持じできるはずだ」

「おまえ、そんなことをしてたのか」

「テロリストには用よう意い周しゆう到とうにしとかなくちゃ。訓練でもそう習ったし」

　一理ある。このおぼっちゃまはこういうところは頼りになる。

「あっ、あれは！」

　岩かげからテロリストを窺うかがったシルスタジーカが叫んだ。リグも顔を覗のぞかせた。

「クリス、やばいぞ。あいつら地ち対たい空くうレーザー砲を持ち出したぜ」

「えっ！　そんなのは武器庫にはなかった。他にも武器庫が───？」

　クリスが見ようとしたとたん。激はげしいビーム攻撃が始まった。二人は青ざめ、顔を見合わせた。あれを撃うち込まれたら楯たてにしているこの岩などあっと言う間に破壊されてしまうだろう。
















　いきなりシルスタジーカが飛び出した。

「やめなさいっ！」

　シルスタジーカは両手を大きく広げ、テロリストの間に立ちはだかった。一瞬、攻撃が止む。しかし、その身体を一条のビームが貫つらぬいた。テロリストはスポンサーを明らかに狙ねらって撃うった。

「ちくしょうっ！」

　リグはあまりの威い力りよくの凄すさまじさに、使うことを控ひかえていたアトミックブラスターを撃った。狙って撃ったわけではない。それでもテロリストにはかなりの動どう揺ようを与えたようだ。テロリストの攻撃がやんだ。

　その隙すきを逃のがさずリグはシルスタジーカを岩かげに引き込む。

「この、大ばかやろうっ」

「……すみま──せん。もしかして、とめられると、思った───から」

　胸を貫いた傷は炭化して塞ふさがっている。しかし、内臓の損そん傷しようははかり知れない。リグもクリスも当のシルスタジーカも命が終わることを知っていた。

「わたしは、間違って、いま──した。テロリストで──はなく、大学──と手を組むべきだったのです」

「そうだよっ！　こいつの親父おやじはそれをよーく知っていてだな、今回の調査のスポンサーになったんだぞ」

　クリスはぶんぶんと頷うなずいている。そしてハイコンを引き寄せるとなにやら入力した。ディスプレイにはターゲット表示が現れた。続いて衛星画像が現れた。テロリストの武器が鮮せん明めいに見える。

「見てろよ！」

　クリスは堕だ天てん使しルシフェルの顔をしてキーを打つ。リグは黙だまってそれを見つめた。

「わたしの罪つみは償つぐなわなくては───なりません。これで、許されるでしょうか………」

「おつりが来るっ。あんたはテロリストを使って不ふ侵しん犯ぱん星せい域いきに侵入しただけだ。罪つみは軽いっ！」

　シルスタジーカは微笑ほほえんだ。真っ白な頰ほおが青ざめている。

「あなたと辺境を旅してみたかった………。きっと、楽しかった───で、しょう」

　真っ青な目がじっとリグを見つめる。この、ギゼ人との旅、想像しただけでわくわくする。だが、もう───。

「これを───同どう胞ほうに───。わたしの全すべての記録───、言動も行動もすべてが収められています。あなたたちはギゼの友人です。このシルスタジーカが保証します」

　シルスタジーカは一息に、澱よどみなく言って珍めずらしい宝石がはめ込んである指輪をリグに渡した。

「これを───あなた方は終生ギゼの庇ひ護ごを得ることができるでしょう」

　苦しい息のなか、シルスタジーカはまた、一息に言った。そして、ゆっくり目を閉じた。

「どうして、間違って、しまったんで──しょうね」

「あんたは育ちが良すぎたんだ。こいつと一いつ緒しよで人を信用しすぎる」

「悪い───こと？」

「悪くはない───、悪いことじゃない。悪くはないけど………」

　リグの言葉にシルスタジーカは頰笑んだ。そして、小さくため息をつくように息を吐はくとそのまま目を閉じ、動かなくなった。顔にはうっすら笑みが浮かんだままだった。

　リグの目から涙が溢あふれ出た。クリスが最後のキーを押した。

「おもいしれっ！」

　一条の光が空から降ってきた。そして、狙いをあやまたずテロリストの武器を文字通り粉こな々ごなにした。

「やったあ！」

　クリスは叫さけびを上げて振り向いた。そしてすぐに硬こう直ちよくする。青ざめたシルスタジーカがそこにいた。

「死んじゃったの？　あのさ、ぼく、あいつらの武器を壊こわしたんだ」

　背後でテロリストがあわてふためく気配がする。頭上から攻撃されたのがショックだったらしい。先を争って船に乗ろうとしていた。

「だって───だって───」

　クリスは喉のどを詰つまらせてリグを見た。リグは唇くちびるを嚙かみしめ、涙を流すだけだ。クリスはリグの肩に手を置いた。

　──そのとき──

　突とつ風ぷうがやってきた。ストームが始まった。時間は───正確だ。銃撃戦で強くなってきた風に気づかなかった。リグとクリスは真まっ青さおになってあわてた。風速八十メートル。最大風速にはまだ時間的余よ裕ゆうがあるが、一刻も早くテントに入らねば命がない。

　テロリストがあわてたのはストームの時間が迫せまっていたからだ。

　テントまでは三メートル。大した距きよ離りではない。それなのに、三百キロ彼方かなたのように遠く感じた。

　二人は姿勢を低くし、這はうように進んだ。リグはシルスタジーカも忘れない。彼はきちんと同胞に送り届けねばならない。

「うわっ！」

　更さらなる突とつ風ぷうがきた。そして、リグのハイコン入りザックを遠くへ飛ばした。咄とつ嗟さに拾いに行きかけたリグを後から這ってきていたクリスが止めた。二人はほうほうのていでテントに入った。

　リグは泣いた。何故なぜだか悲しさが倍増した。次第に冷たくなっていくシルスタジーカ。風に飛ばされてしまったリグのハイコン。いったい何がどれくらい悲しいのか自分でもわからない。だから泣いた。声を上げて泣いた。

　エリュシオンの風は、速度を増し続けた。そして、ほどなく風速二百メートルに達した。風は地上の争いを浄じよう化かするように吹き荒れていた。
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「何だかきみらしくないなぁ。泣いたってシルスタジーカは戻ってこないんだよ」

「うるせえっ！　それだけで泣いているんじゃねえっ！」

　リグはぼたぼた涙をタレ流しながら、ぐしゃぐしゃの情けない顔をして怒ど鳴なりつけた。こうなるとほとんど八つ当たりだ。束つかの間までも友情を感じた者の死は悲しい。ものすごく悲しい。だけど───。

「おれの大切なハイコン………」

　消え入りそうな声で呟つぶやく。クリスがため息をつく。

「データのバックアップはしてあったんだろう？」

　リグは頷く。

「それならまた買えばいいじゃない」

　その言葉がリグの触ふれてはいけない不侵犯領域を侵おかした。ギッとクリスを睨にらみ付けた目には超ちよう新星に劣おとらない激はげしい怒りがこもっていた。そして、怒ど鳴なりつけた。

「どこにそんな金があるんだよっ！　あれを買うためにおれは三ヵ月も水とパンだけの生活をしたんだぞ。何のためにおれは───」

　金持ちのてめえと一いつ緒しよにするな───という言葉は口にしなかった。必死の思いで飲み込んだ。それがリグの偉えらいところだ。

　クリスだって好きで金持ちの家に生まれたわけじゃない。金持ちだからと何でも買ってもらっているわけでもない。金持ちということでクリスを責せめられない。クリスは〝買えない〟という本当の意味を理解していないだけなのだから。

「三ヵ月も水とパンだけ………。そんなに苦労して手に入れたのか───。ちっとも知らなかった。中古なんてすごく安い──いや、手に入れやすいと思ったから」

　クリスはため息をつくように言ってうなだれた。自分の言葉を反省しているのだ。

「ぼくは知らないことが多いなあ………。きみといると思い知るよ」

　クリスが薄うすく笑った。天使の笑みではない。リグの知らない企き業ぎよう社会を知り尽くしている者の笑みだ。

「おまえ、物の値段をあんまり知らねえからな」

「ちゃんと知って───。いや、うん、知らないかもしれない。宇宙船の値段や未開発惑わく星せいの値段、鉱こう物ぶつ相そう場ばや為替かわせ相場を知っていることが物の値段を知っていることじゃないよね」

　リグは笑った。やっぱり───と、思うと笑いがこみ上げてくる。

「そいつは庶しよ民みんレベルに無む縁えんな物の値段だな。庶民は一切れのパンの値段が大事なんだ」

　クリスはこっくりと頷いた。リグはシルスタジーカに視線を移した。そこにはリーリと二人の少年がいた。

「リーリ、いつ来たんだ」

「風が来てからすぐ。でも、お二人の心がとても揺ゆれていましたから………」

「───うん」

　リグはリーリの隣となりに座すわった。リーリの瞳ひとみは悲しみの色に染そまっている。クリスも来た。二人の少年はさっそくクリスの肩かたに座すわる。

「この人───残念なことをしました。とてもファリーに近い人だったかもしれません」

「そうかもな」

　リーリの言うとおり、シルスタジーカにはファリーに似た純じゆん粋すいさがあった。銀河を凌りよう駕がしているケンタウルス系やサボワ系、シ・ヨサ系ンノワ人が捨ててしまった純粋さだ。

「クリス、シルスタジーカを毛布でくるもう。このままではかわいそうだ」

「うん、そうだね、そうしよう」

　二人はパックから出したばかりの毛布で、シルスタジーカを丁てい寧ねいに包んだ。テロリストと一刻も早く決着をつけて、同どう胞ほうに返してやりたかった。

「リーリ、ありがとう。きみ達の働きのおかげであいつらと互ご角かくに戦えた」

「お役にたちましたか、よかった」

　リーリは嬉うれしそうに頰ほほ笑えんだ。ローロとタータも嬉しそうだ。

「ぼく、ちゃんとつけた」

「ぼくも、いわれたこと、ちゃんとした」

「二人ともありがとう。もうすぐきみ達のやったことがわかるから楽しみにしておいで」

　クリスは二人に頷うなずいてみせた。リグはにやりと笑った。仕掛けがどう働くか見るのが楽しみなのだ。

「クリス、メールが届いているみたいだぞ」

「あ、本当だ」

　クリスのハイコンのディスプレイに、メール着信を知らせる表示が現れていた。

「銀河治安維持軍だ。ルーナス[image: ]ガンマ星域に入ったって。エリュシオンにはあと三十分で着くってさ」

「グッドタイミング、どんぴしゃ！　ストームがちょうど終わる。今頃、テロリストどもは大おお慌あわてだろうよ」

「見えるみたいだね。きっと発進準備で殺気だっているよ」

　二人は顔を見合わせてくすくす笑った。

「逃げられねえよな」

「銀河治安維持軍からは逃げられないな。たとえ逃げても〝銀の鮫〟は著いちじるしく評判を落とすよ。依い頼らい主ぬしを殺しているからね。これから二度とこういう仕事の依頼はない」

「干ひ上あがるな」

「たぶんね」

　リグは凄すご味みのある笑みを浮かべ、クリスは堕だ天てん使しの笑みを浮かべた。透とう明めいなファリー達は心の波動を変えた二人に半ばおびえ、半ば興きよう味み深ぶかげにながめていた。







　幕まく切ぎれはあっけなかった。

　テロリストはたいした抵抗もなく拿だ捕ほされた。ただ、首しゆ領りよう格かくのヴァルミだけは一人の側近とともに小こ型がた艇ていで脱出してしまった。これはリグにもクリスにも予測できなかった。

　銀河治安維持軍は直ただちに追つい跡せきしたが、結局は逃げられてしまった。だが、証しよう拠こ物件とコンピューターのデータは押おう収しゆうした。烏う合ごうの衆しゆうに過ぎなかった一団は、要かなめを失ってその統率のなさを暴ばく露ろした。データを消去することすらしていなかった。

　銀河治安維持軍は詳細な資料と、大きな証拠物件を押さえることになった。

「しかし、すごい接せつ着ちやく剤ざいだね」

　維持軍司令官の最初の一言だった。

　テロリストの母船はエリシュオンの大地に張りついたまま、とうとう飛ぶことができなかった。船体を支える足が、あの特殊接着剤でしっかり固定されていたからだ。

　船内で青ざめているテロリストどもを想像すると溜りゆう飲いんが下がる思いだ。パワーを上げ、必死に飛び立とうとする船を見て二人は大爆笑した。銀河治安維持軍はたいした苦労もせずに易やす々やすとテロリストどもを料理した。

「あの接着剤は市し販はんされているの？」

　司令官は興きよう味み津しん々しんで質問した。クリスは天使の笑みを浮かべて応対する。こういうことはクリスに任せれば間違いない。

「いいえ、まだ大量生産されていません。やっと不ふ具ぐ合あいの検査が終わったものですから。ですが、いずれ銀河大学ブランドで商品化されますから、そのときは使ってみて下さい。色々応用できますよ」

　さすがシェンバイン一族だ。抜ぬけ目めがない。クリスはにこやかに営業までしている。銀河治安維持軍が使うとなれば、いい宣伝になることをちゃんと知っているのだ。

　リグはお偉えらいさんの応対をクリスに任せてシルスタジーカのことで奔ほん走そうした。維持軍の特別回線を使ってギゼ本星に直接アクセスしたのだ。

　ギゼ政府はただちに迎えの者を派は遣けんすると回答した。リグはシルスタジーカの遺品である指輪を維持軍に託たくし、彼と別れを告げた。

　シルスタジーカを見送るさい、新たな悲しみがリグを浸ひたした。涙が流れる。リグは誰にも涙を隠かくさなかった。よく事情を知らない者はリグとシルスタジーカを長年の知り合いと思い、慰なぐさめてさえくれた。

　銀河治安維持軍は〝銀の鮫〟という長年の宿敵を捕ほ縛ばくし、意い気き揚よう々ようと引き上げていった。

　銀河治安維持軍を見送りながらリグとクリスはニッと笑った。二人はどさくさに紛まぎれてエリュシオンの滞たい在ざい延長を申しん請せいしたのだ。もちろんテロ事件を理由にしてだ。維持軍司令官はあっさり承認をし、延長手続きが早く済むように銀河連れん盟めいに手配さえしてくれた。

　二人は初めの申請より、更さらに一ヵ月の滞在延長を許され、その上に銀河治安維持軍の感謝状授じゆ与よまで約束された。二人は合法的にエリュシオン滞在を延ばすことに成功した。

　二人の滞在延長申請によって、シェンバインが補ほ給きゆう物資を送ってきた。二人は、ビッグストームの本格的な備えを全て終了した。







　　　神受の祭り







　　　　　ａｃｔ．１




　あと一日でビッグストームがやって来る。三日三晩、風速三百メートルの風がエリュシオンを吹き荒れるのだ。

　リグとクリスはナーナの勧すすめに従ってモーランの図書館にキャンプを移した。三日三晩身動きできないのであれば、ファリーといる方がはるかに都合がいい。モーラン結けつ晶しようはファリーの草原でみつかるからだ。あと十キロも集めれば学生の身分には充じゆう分ぶんだ。以前集めたものと合わせて三十キロ。リグとクリスで十キロずつ。大学に十キロ。これで充分だ。

　二人の引っ越しを見にきていたナーナが、頃ころ合あいを見計らったように歩あゆみ出た。

「あなた方のおかげで無事に神しん受じゆの祭まつりを行うことができます」

「よほど大切なお祭りなんですね。いったいどんな祭りなんですか？」

　好奇心を空色の瞳ひとみに溢あふれさせてクリスが質問した。ナーナは慈じ母ぼの笑みを浮かべて二人を見た。

「エリュシオンの大地がファリーにくれる恵めぐみです。ファリーは明日の風に乗ってエリュシオンを縦じゆう横おうに旅をします。そして、それぞれの部族で祭りが始まります」

「ああ、部族の交こう歓かん会かいみたいなものですね」

　ナーナはクリスの言葉にちょっと眉まゆを上げたがそれ以上は何も言わなかった。この地下都市に住むファリーはみんな明日のビッグストームを心待ちにしているように見えた。

「何だかいい香かおりがするな」

　リグは鼻をひくつかせた。前はこんな匂においはなかった。クリスも鼻をくんくんさせた。

「本当だ。花みたいな───そう、フローラル・グリーンの香こう水すいみたいだ。何だろう」

「ワタコケの香りですよ。いい香りでしょう。ワタコケも神受の祭りに備えているのですよ」

　ナーナは嬉うれしげに言った。嬉しそうなのはナーナだけではない。ファリーの誰もが浮かれ、嬉しそうだ。祭りが楽しいのはわかる。だけどいったい何が嬉しいのだろうか。二人は顔を見合わせ首を傾かしげた。ファリーの気分高こう揚ように水をさすのも憚はばかられて、二人はその質問を心にしまいこんだ。







「すっげー！」

　リグは感かん嘆たんの叫さけびを上げた。隣となりにいるリーリが頰笑ほほえむ。

　リーリがリグを誘さそったわけがわかった。地下は光の洪こう水ずいとなっていた。この眩まぶしい光の中で、ヒカリコケはただのコケにすぎなくなっている。地下の海は地表より明るくなっていた。

（光の海だ───）

　リグは目を細めて海を見た。白いワタコケの海はまさしく光の海と化している。ワタコケは薄うすい光を捨てて、強い白光色に光っているのだ。ワタコケの変化はよい香りを放つだけではなかった。

　そして、この幻げん想そう的てきな風景。リグはため息をついた。クリスが石の美しさに心を奪うばわれる気持ちが初めて理解できた。結晶が様々に光るさまはファンタジックな景け色しきそのものだ。まさしく夢の世界が広がっている。暗くて色合いのわからなかった地下の海は、カンラン石の壁かべや、その壁の隙すき間まに成長している様々な色の水すい晶しようが、黄金色の光できらめいていた。

「ビッグストームの時期にこうなるのか？」
















「ええ、そうです。風の日が近くなるとワタコケはこんなふうになります。大きな風は半年に一度おこりますが、神受の祭りは年に一度、太陽とエリュシオンと二つの惑わく星せいが合ごうになるときに………」

　リーリは言葉を切って目を細めて光の海を見つめた。

　ルーナス[image: ]ガンマは十の惑星を引き連れている。その中でエリュシオンに絶大な影えい響きようをあたえているのが内ない惑星ルーナスⅠと外がい惑星ルーナスⅢである。このルーナスⅠ、ルーナスⅢ、エリュシオンの三惑星とルーナス[image: ]が合となるこの時、風速三百メートルという突とつ拍ぴよう子しもない風が吹くのだ。半年後のビッグストームはエリュシオンとルーナスⅠ、ルーナス[image: ]だけが合となる。

　この時期、ルーナス[image: ]はあらゆる機械を狂くるわせる強力な磁じ気き嵐あらしを発生させる。ルーナス[image: ]は縄なわ張ばりに近づく者を拒こばむのだ。だから、ルーナストの三惑星が合となるとき、いかなる船も近づけなくなるのだ。

「エリュシオンの生き物たちは、ビッグストームに様々に影響され、生きているんだな。───そうか、ルーナス[image: ]はよそ者を拒み、ファリーを守っていたんだ」

　なぜかそう思った。まったく科学的ではないが、その考えが一番妥だ当とうだと思った。

　リーリが眩まぶしそうにリグをみつめていた。リグと目が合うとリーリは頰ほおを染そめた。そんな眼で見つめられたらリグだって赤くなってしまう。

（な、何なんだ。このドキドキは───）

　自分で自分の気持ちがわからない、あのもどかしさがやってきた。リーリがやたらと眩しい。リーリは小さくて、リグの三分の一しかなくて、人形のような人だ。だから、とても大切に───。

「きみがおれと同じ大きさだったら───」

　心で思っていたことが言葉になってしまった。リグが時々やる失敗だ。リーリは何も言わない。リグはリーリから視線をそらし、光るワタコケを見つめた。

　コケの海の上を銀河標準語では発音できないエリュシオンの動物が飛び交っている。それだけではない。色々な動物がコケの海の周辺に集まっていた。

「そういえば、いつも集まって来る彼女達が見えないな」

　リーリはくすっと笑った。

「あの人達も祭りの準備で忙いそがしいのです」

「きみは祭りの準備をしなくていいのか？」

「わたしは終わっていますから」

　そう言ってリーリはまた頰を染めた。リーリが頰を染めるとリグの頰も熱くなる。

（いったい何なんだっ！）

　リグは心のなかで癇かん癪しやくを起こした。とたんにリーリが不安そうな顔になる。リーリがリグの心に感応したことがそれでわかる。

　リーリがリグの指先に触ふれた。あまりに小さい手なので握にぎり返すことはできないが、親指の腹はらでそのなめらかな手をそっと撫なでる。大学のどんな美人にも感じたことのない、甘やかな気持ちが湧わいてくる。

　リーリがリグの指先をきゅっと摑つかんだ。リグが見つめるとその瞳ひとみが目まぐるしく色を変えた。瞳の奥には小さな炎がある。まさしくファイア・オパールの瞳だ。

（おれもこんな眼をしているんだろうか）

　リーリがすかさず頷うなずいた。そうか───と、リグは頷いた。

「風が過ぎたら祭りです」

「うん」

　外ではショートストームが吹き荒れているはずだ。この正せい確かく無む比ひなストームとは暫しばらくおわかれとなる。







　ビッグストームが到来した。

　これから三日三晩、風速三百メートルの風が吹き続く。ファリー達は老いも若きもうかれ、多くの者が飛び立っていった。風の中を飛ぶのは主に若者だ。ファイア・オパールの眼をして飛んでいく。

「すごいね。ぼくも羽があったらやってみたいな」

「おれも」

　二人は次々に飛び立っていくファリーを羨うらやましげにみつめた。

　そして、飛び立っていくファリーに代わるように次々と新しいファリーが訪おとずれた。新しいファリー達は親愛の情を込めて、リグとクリスに挨あい拶さつにきた。わざわざエリュシオンの裏から来たという少年もいた。二人はモーランに次ぐ新しいヒーローとなっていたのだ。

　訪れたファリー達は古くからの馴な染じみのように振ふる舞まう。ファリーの一族意識は非常に強固だと思っていた二人には、いささか驚おどろきの光景だった。このことはファリーを完全に理解したわけではないことを二人に痛感させた。

　クリスは風に乗ってやって来た少年達や、ここで親しくなった少年達に囲まれて、珍めずらしい石を採さい取しゆに行ってしまった。相変わらず少年たちのアイドルをしている。

　リグの所には他の街から来た様々な年格好の乙女おとめが訪たずねてきた。そして、リーリを見るとみなため息をついて、また飛んで行ってしまった。

「いったい何なんだ」

　女の子に興きよう味みを持たれるのはイヤではない。だが、これは変だ。絶対変だ。乙女達はリグを見ると一度は眼を輝かがやかせるが、すぐにため息をつくのだ。そしてがっかりして帰ってしまう。まったくわけがわからない。

　リーリは静かに頰笑むだけだ。何も教えてくれない。リーリは乙女が訪れた人数だけ自信に溢あふれていった。そして、日ひ増ましに輝いていく。どんどん綺き麗れいになっていくのだ。もはや、リーリ以上の美人はいないとまでリグに思わせた。

　ストームはあと一日で終わろうとしていた。







「リグ、リグッ！」

　けたたましく叫びながらクリスが戻ってきた。リグは読みかけの論文から眼を上げた。リグのそばには寄り添うようにリーリがいる。クリスが興こう奮ふんしたように手を差し出した。

「これ見てっ！」

　クリスの顔は真っ赤に紅こう潮ちようしていた。クリスの手のひらには羽毛のようなものが乗っていた。

「何だ？　これがどうした」

「ワタコケの胞ほう子しなんだ」

「ふうん、それで？」

　気の無さそうなリグに焦じれてクリスがリグの腕を摑つかんだ。

「来いよ。疑ぎ似じ生命体の正体がわかった」

「ばかっ！　何でそれを早く言わない」

　リグはモーランの論文もリーリも忘れて飛び出した。クリスはファリーの草原を駆かけていく。リグも後を追う。───そして、急に足を止めた。

「マスクを忘れた」

　このままではすぐに酸欠になってしまう。ここには希き薄はくな酸素しかないはずだから……。

「息苦しい？」

「───いや、ぜんぜん。そういや、おれはかけて来たよな」

「この二日でずいぶん酸素濃のう度どが上がっているんだ。気づかなかった？」

「ぜんぜん」

「明日にはもっと上がってる。この分だとエリュシオンは普通の惑星並みの酸素を持つことになるよ」

　リグは自分の迂う闊かつさを呪のろった。クリスはちゃんとエリュシオンの観察を続けていたというのに、リグはまったく無む頓とん着ちやくだった。この二日いったい何をしていたのか。自分で自分を殴なぐりたい気分になる。

「おれはこの二日、いったい何をしていたんだ？」

　思考が言葉になる。あまり記き憶おくがない。記憶にはリーリの頰笑ほほえみとモーランの論文があるだけだ。首を傾かしげるリグを見てクリスが笑った。

「きみは仕方ないよ。そういうものらしいから」

「何が」

「明日になればわかるよ」

　クリスまでなぞなぞのようなことを言いだした。いったい明日、祭りに何があるというのだ。

「祭りはともかく、これだけは見てほしい。これは半年に一度の事らしいから」

　よくわからないが、きちんと見たほうがいい気がした。モーラン結晶を生成する、あの虫に似た疑似生命体のことならなおさらだ。

　初めて虫を見た日、二人はすぐに〝虫〟を手に入れた。二人はサンプルを密閉容器で解体し、その身体からだを調べた。そして、それが生命体でないことを突き止めた。虫によく似にた動きをするが絶対に虫ではない。二人はこれを推論どおり疑似生命体と結論付けた。

　半透明の天井がルーナス[image: ]の光を通す。天井の向こう側は風速三百メートルの風が吹きすさんでいる。その風に乗って大勢のファリーが飛んでいるはずだ。憧あこがれても、二人には絶対にまねできないことである。

「ここから入るんだ」

　クリスは草原の突つき当あたりにある壁かべの割われ目を指さした。大人が辛かろうじて入れる幅はばである。クリスはためらわずに中に入った。リグも後に続いた。

　穴は明るい。厚いカンラン石に囲まれているにもかかわらず明るいのだ。光は下方から来る。

「海か？」

「うん、図書館に近い海とは少し違うみたいだ。ここの海は若いコケが集まっているらしい。ローロの話によると、古いコケは胞ほう子しを作らないそうだ。新しいコケが胞子を作って飛ばすんだって」

「へえ、そうなのか。でも、あっちの海も光ってたぜ」

「ああやって酸素を作ってエネルギーを蓄たくわえるみたいだ。───たぶん、古いコケは新しい世代のためにエネルギーだけを提供するんじゃないかな。ぼくの勝手な推測だけど」

　勝手でも何でもそれだけの推測を立てられるだけクリスはワタコケを研究したということだ。その間、リグは何をしていた。ただ、リーリの顔を眺ながめていただけだ。

「ちくしょう、ボケナスッ！」

「きみは神受プログラムに組み込まれているからね」

　自分を責めたてるリグを慰なぐさめるようにクリスが言った。リグはクリスを見た。クリスは耳慣れない言葉を使った。

「───神受プログラム？」

「ぼくが勝手に命名した」

　クリスは何を知っている？　リグは遅おくれを取っていることに、ますます焦あせりを感じた。そんなリグにおかまいなくクリスはリグの腕を引いた。

「あ、ほら、あれ。早く熟じゆくしたコケが胞子を吐はき出している。よく見て、胞子が出たあと………」

　クリスが指さす。リグは眼を眇すがめてクリスが指さした方を見た。

　鳥の羽毛に似た真っ白な胞子がふわり、ふわりと舞い上がっていく。完かん璧ぺきに密みつ封ぷうされているようでも、空気の通り道があるらしい。胞子は隊列を成して風下へと流れていく。そして、胞子を放出したあとに、ワタコケはまた何かを放出している。それは飛ばない。ごそごそはい回り、ワタコケの海から出ていく。

「あれかっ！」

「そうなんだ。あれなんだ。あれはワタコケの老ろう廃はい物ぶつみたいなんだ。ああやって自ら動いてコケの生長を妨さまたげないようにしているようだ。だからあいつは虫みたいに動ける機能を持ったんだと思う。それで、一定の数になると飛び立って結けつ晶しようになる。観察を始めてまだ二日しかたっていないから見落としがあるかもしれないけど」

「───！」

　リグはぎろりとクリスを睨にらんだ。観察を始めて二日たっているということは、クリスはとっくに疑似生命体のことを知っていたわけだ。

「なぜおれに黙だまっていた？　今日みつけたみたいな演技までしやがって」

「疑似生命体が生まれるところは今日初めて見つけたんだ。ローロやタータに虫がたくさんいる所を教えてほしいと言ったらここを教えてくれて、それで観察していて気づいたんだよ」

　リグは少し赤くなった。自分の猜さい疑ぎ心しんを恥はじたのだ。おぼっちゃまのクリスは決して演技などしない。いつも本気だということを思い出した。

「あの胞子、培ばい養ようできないかな」

「ぼくもそれを考えた。ワタコケの正確な分類はまだだけど、あれは植物だよね」

「───たぶんな」

「もし、植物ならその老ろう廃はい物ぶつみたいなものが、銀河を救うエネルギーなんだよ。想像を絶するってこのことだよね」

　二人は顔を見合わせて腹の底から笑い合った。コケの培養に成功すれば銀河のエネルギー問題は一気に解決。ファリー達のエリュシオンが注目されることは今後なくなるだろう。

「モーランのおっさんがもう少し詳しよう細さいに観察してくれりゃあこんな苦労はなかった」

「無理言うなよ。あのひとは物理学者なんだから」

「専門バカってやつか。ケンタウルス系には多いよな」

「きみはきついね。ケンタウルス系は寿じゆ命みようが短いから、つい専門に偏かたより過ぎちゃうんだ」

　クリスの言葉を聞いてリグは自分の舌を引き抜きたくなった。今日は特別失言が多い気がする。

　ケンタウルス系の二倍の寿命を誇ほこり、老化は寿命が終わる寸前にやってくるサボワ系とでは当然物の見方、考え方も違ちがってくる。寿命の短いモーランが自分の専門研究だけにいそしんだとて文句は言えない。

「物事の発見なんて偶ぐう然ぜんが多いよね。運がほとんどだと思う」

「地道にやっていなきゃその運も回ってこないけどな」

　クリスが頷うなずく。

「でもさ、どんなにすばらしい発見でも、発見する者と交差しなけりゃ結局は埋うもれてしまう。モーランだって結晶だけに眼を奪うばわれなければ虫に気づいたかもしれない」

「おれ達もあの虫に出会ったのは偶然だったものな」

　ふわふわと舞まう胞子の数はどんどん増ふえていく。まるで雪だ。

　少年達の話によれば、明日、最も胞子の数が増えると言う。それこそ海の空間を埋め尽くすように飛び、ファリーが飛行する穴から飛び出していく物もあるという。

「窪くぼ地ちに付着すれば五時間あまりでコケになるってさ。そして、すぐに胞子を飛ばす。風がない一ヵ月は表で増ぞう殖しよくするけど、風が吹ふけば外のコケはなくなるそうだ」

「ああ、それでか」

「うん」

　リグはエリュシオン以外の惑星で発見されるモーラン結晶の成り立ちを理解した。風で舞まい上がった虫がエリュシオンの引力から解とき放はなたれ、別の惑星の引力に捕つかまって起こったことだった。

「量が少ないはずだ。他の惑星のはほとんど偶ぐう然ぜんにできるんだもんな」

　クリスはこっくりと頷うなずいた。

　ワタコケの光は二人が眺ながめている間もますます強くなっていく。それとともに胞子の数が増したようだ。

「祭りか………」

　リグは呟つぶやいた。クリスは何も言わずに胞子を眼で追っていた。明日は神受の祭りが幕まくを開ける。




　　　　　ａｃｔ．２




　シーンと静まり返った教室にはリグとクリスの二人だけが残されていた。他の学生の姿はない。すでに帰ってしまったか、サークル活動に精を出しているかのどちらかだ。リグとクリスは最後の審しん判ぱんを待って残っているのだ。

　大学の窓から夕日が見える。イルバ[image: ]イータはルーナス[image: ]ガンマに比べると夕日の色がずっと赤い。二人はどちらからともなく窓に眼を向けた。そして、二人そろってぼんやりと外を眺ながめる。

「長いね」

「ああ」

「もめているのかな」

「そうなんだろ」

　リグはそっけなく答える。そんな素そっ気けなさと裏うら腹はらに、リグの心は泡あわ立だっている。リーリがそばにいたらあの様々な色に輝く眼で心配そうに覗のぞき込むだろう。

（絶対最優秀賞を取る！　だから心配するな、リーリ）

　正午から始まった教授会は、五時間が過ぎた今も終わっていない。普通の学生よりも遅おくれて提出された二人の卒業論文が審議されているのだ。リグの論文の下読みの段階でゼズス教授は喜き色しよく満まん面めん、最優秀の太たい鼓こ判ばんを押した。だから、簡単に決まるものと思っていた。

「おまえの論文、指導教授はなんて言った？」

「特に何も。実に興味深く、有益な論文だってほめてくれたよ」

「まだ、アレは誰にも見せていないよな」

「もちろんさ。きちんと培ばい養ようのめどが立つまでぼく達だけの秘密だ。研究成果として小出しにデータを提出して、またエリュシオンに行こうね」

「ああ」

　リグはまたもや素っ気なく答えて夕日を見つめた。その顔にはどこか照てれがある。

「きみはおとうさんになるんだ」

　クリスは立ち上がって窓まど辺べに立った。そして、清せい楚そで邪じや気きのない天使の笑みを浮かべる。リグも負けないほど無邪気な笑みを浮かべた。心からの笑みだ。

「来年の神受の月───か。男の子？」

「だ、そうだ。雑ざつ種しゆ第一世代は男と決まっているらしい」

「不思議な種だよね、ファリーは。遺伝学も専せん攻こうしたくなる」

　リグは笑った。そして、ふっと真ま顔がおになった。

「神受の祭りか───。あれはまさしく大宇宙の神のなせるわざだな」

「きみは無神論者じゃなかったっけ？」

「あれを見たら神を信じたくなる」

　荘そう厳ごんで、神しん秘ぴ的てきな神受の祭り。ファリーがなによりも大切にしている儀ぎ式しき。

「何でおれだけだったんだろう………」

「ぼくは他のことで頭が一杯だったからね」

「おれだって卒論のことで───」

　リグの言葉を遮さえぎるようにクリスが首を振ふった。イルバ[image: ]がクリスの金髪をきらめかせる。

「きみは卒論だけを考えていたんじゃない。ぼくはエリュシオンの石に魅みせられ、寝ても醒さめても石のことを思っていた。何よりも石が最優先だった。エリュシオンはぼくにとって長年の憧あこがれだったからね。とにかく夢中だった………。きみは違うだろう？」

　リグは否定できなかった。クリスの言うとおりだ。神受の祭り間際には、頭から卒論のことが消え去っていることがしばしばあった。心を占しめていたのはリーリ───。

「ぼくに興味を持ってくれた乙女おとめもいたみたいだけど、心がかたくなで、みんなすぐにあきらめたみたいだ。彼女達がきみに注目したのはきみの心に強く執しゆう着ちやくするものがなかったからだ」

　リグは黙だまってクリスの言葉を聞いている。何もかもクリスの言うとおりだ。

「きみと、リーリの感応はじつに強かった。あっと言う間に結びつき、誰も入り込めなかった。ナーナが笑ってたよ。リーリの一族はそういう者が多いって。モーランを射止めた乙女もリーリみたいだったろうって」

「ついでに、おれの顔もモーランに似にているってか？　笑えるよな」

「まあ、ファリー達もそんな偶ぐう然ぜんを楽しんでいたよね」

「おれはサボワ系で遺伝的にはなんの繫つながりもないのにな」

「リーリの一族はケンタウルス系とサボワ系、ふたつの種しゆの遺伝子を取り込んだわけだ。ますます優秀な一族になるわけだね」

　リグは虚うつろに笑った。ファリーの寿命は短い。寿命が来ると羽が取れ、ろうそくの火が消えるように死ぬ。命が突然燃え尽きるのだ。異種遺伝子を取り込んだファリーの寿命はもっと短い。モーランの遺伝子を取り込んだ乙女は三度の神受の祭りののち、死んだ。普通ならあと十度の神受の祭りを迎むかえられるはずだった。普通のファリーの三分の一の寿命だった。

「それでもファリー達は新しい遺伝子が欲しいんだな。乙女達は命よりも、より優秀な一族になることを願っている」

「うん、あの考え方は信しん仰こうに近いよね」

　モーランの遺伝子を取り込んだリーリの一族は、常に優秀な者を輩はい出しゆつした。それはリーリの一族が受け継ぐ遺伝子とモーランの遺伝子が融ゆう合ごうした結果だった。二百年たった今、大部分のファリーは何らかの形でモーランの遺伝子を持っている。

「種で強い遺伝子を共有する。寿命が短い者の強みだよね。タータはモーランの遺伝子が少ない一族だと少し卑ひ屈くつになっていたけど。今度はきみの遺伝子がファリーの新しい信しん仰こうになるんだ」

「つまんねえことを………」

　リグは薄うすく笑った。サボワ系のリグはケンタウルス系のモーランよりも寿命が長い。だが、リーリは………。

（あなた、嘆なげかないで───）

　リーリは透とう明めいな笑みを浮かべてリグの涙を拭ぬぐってくれた。

（わたし達の息子にあなたの強い遺伝子が組み込まれて、ファリーのために働くのです。わたしはとても幸せ）

　きらきらと瞳ひとみを虹にじ色にきらめかせてリーリはリグを見つめた。あのときのリーリ。誰よりも、何よりも美しかった。

（でも、おれは………）

　リグは机の上に顔を伏ふせた。クリスは何も言わずに窓まど辺べに寄り掛かった。イルバ[image: ]は地平線に姿を隠かくした。残光が絶ぜつ妙みようのグラデーションで空を彩いろどっている。教授会はまだ終わらない。照度感応装置が働いて、教室に明かりが灯ともった。イルバ[image: ]第四惑星に夜が訪おとずれようとしていた。







　ビッグストームは去っていた。

　一夜明けてリグとクリスはそれまで味わったことのない衝しよう撃げきを受けた。こんな視覚的衝撃を受けたのは二人とも初めてだった。

「くりす、おはよ」

　タータが図書館に入り込んでいた。

「りぐ、まつりだ。なーながよべといった。ぼくたち、むかえにきた」

　入口にいるローロが言った。リグとクリスは二人の声を聞いてはね起き、そのまま硬こう直ちよくした。一瞬、二人は自分の身体が縮んだような錯さつ覚かくにとらわれたのだ。ローロとタータが自分たちの体型比率と変わらないように見えた。

「おい、おれは起きてるな」

「お、起きてる───と思う」

「思うってなんだよっ。はっきり答えろ」

　リグがクリスを怒ど鳴なりつける。その声はどこかうわずっている。クリスが悲しそうにリグを見た。

「すまない、つい動どう揺ようして………」

「い、いいんだ、これを見たら誰だって動揺するよ。冷静でなんていられない」

　毛布を摑つかんだまま硬直しているクリスの傍かたわらにローロとタータがやってきた。どうみても銀河標準体型に見える。ローロが手に宝石飾かざりを持っていた。祭りで使う物のようだ。ローロとタータは似たような飾りを額に飾っている。

「これ、くりすに───。こっちは、りぐ。ふぁりーがみんなで、つくった」

「ありがとう」

　二人は声をそろえて礼を言った。年長のローロがクリスとリグにそれぞれ渡した。手に載せた飾りはずっしり重い。見上げるとローロの顔がある。ローロの視線を見上げて受けるのは初めてだ。二人はまた顔を見合わし、手の上にある飾りを見た。

　飾りにはエリュシオンで産出されるあらゆる宝石、半はん貴き石せきが散りばめてある。もちろんモーラン結けつ晶しようもその中にある。

「おい、こういうことは生物学的にありえるのか？」

　リグはローロを見上げながらクリスに質問した。

「知らないよ。ぼくの専門は知っているだろう。きみこそこういう事例、知らないの？」

「おれだって知るか」

　リグの専せん攻こうはエネルギー工学でクリスは惑星地質学だ。自分の知識では理解できない事例に直面して二人は大いにとまどった。

「くりす、いこう」

　ローロがクリスの手を摑つかんで引いた。その勢いでクリスの腰が浮いた。

「そと、いこう、みんなまってる」

　普通の少年の大きさになっているローロはクリスの肩くらいの身長がある。タータはローロの耳くらいだ。

「ちょっと聞くがな、ファリーがみんなおまえ達みたいにでかくなっているのか？」

「しんじゅのつき、こうなる。くうきこい、みんな、おおきい」

　タータがリグの質問に嬉うれしそうに答える。

「なーながまってる。みんな、まってる。まつりはそと」

　ローロが幾いく分ぶんせかせるように言う。言いつけを早く守りたいあせりがあるようだ。四人はファリーの街を抜ぬけていく。みんな大きくなっているなら、この街では小さすぎる。祭りが外で行われるのがわかる。

　リグとクリスは穴を抜けた。二人の少年もはって穴を抜けた。リグはなんだかおかしくなってクスッと笑いを漏もらした。クリスもつられたように笑った。

「おまえは何で笑った？」

「いや、ちょっと。───？　何でかな？　きみは？」

「なんだか浮かれたような、楽しい気分なんだ。それでおかしくなった」

「ぼくもさ。いい気分だね」

　リグは頷うなずき、入口の下を見た。下にはナーナが息子のリューリュを連れて迎むかえに来ていた。二人は慌あわてて縄なわ梯ばし子ごを下りる。リグとクリスを迎えにきた二人の少年は羽を羽ばたかせ、優美に地上におりた。

「お待ちしてました。ファリーの祭りが始まります」

　様々な宝石を散りばめた礼れい装そうで装よそおったナーナは輝かがやくように綺き麗れいだ。束たばねた紫色の髪はナーナを飾るアメジストより輝いている。普通の大きさになったナーナはいつもの威い厳げんと、ファリーの透明な美しさをあますところ無く体現していた。

「さあ、行きましょう」

　ナーナが二人を導みちびいた。二人は夢心地の頼たより無い足取りでナーナの後に続いた。

　谷の入口には大勢のファリーがいた。大人も子供もみんな大きくなっている。みんな祭りの装いをし、綺麗に着き飾かざっている。そして、どのファリーも自分を一番引き立てる宝石で額を飾っている。

　リグは自分に渡された宝石を見た。あらゆる宝石を使っているが、トパーズとシトリンが基調になっている。まさしく黄金の飾りだ。クリスはアクアマリン、ブルートパーズそして小こ粒つぶながらサファイアが散りばめてある。空色を基調にした飾りだ。クリスの額に飾ったらさぞや似合うことだろう。

「ファリーは銀河一の芸術家だね」

　クリスも同じ感想を持ったらしい。二人はファリーと同じように宝石飾りを身に付け、谷を出た。

「リグ、空を見て」

　クリスがうわずった声を上げた。リグは空を見上げて声を無くした。ルーナス[image: ]が三分の一、姿を消していた。日食が起ころうとしている。

「そうだった。合ごうになるんだ。こうなってあたりまえだ」

「ルーナスⅠはエリュシオンに随ずい分ぶん近づくんだね。まるで月みたいな大きさだ」

「月？　地球の衛星か？」

「うん、地球の回りを約二十九日で一周する。で、時々日食を起こすんだ」

「こいつは惑星レベルの日食だぞ。そんな衛星規模とはわけが違う」

「そうだね───」

　クリスが陽に手をかざして空を見つめている。数字ではわかっていることも、実際、現象を目にするとその想像を超えることが多々ある。

　計算をしなければ正確な期間はわからないが、日食はおそらく一ヵ月は続くだろう。その約四週間、ストームは影かげをひそめるのだ。




「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」




　突然、大合唱が起こった。なんという声、なんという音色。大勢のファリー達がリグとクリスにはわからない言葉で歌っていた。ファリーの歌は歌であって歌ではない。音───。心地よい音階を持った見事な音だ。

「クリ………ス」

　身体が舞い上がるような錯さつ覚かくを覚えた。一瞬にして恍こう惚こつとなった。しっかり意識を保たもっていないと彼方かなたへ行きそうだ。その上、身体中が甘く痺しびれている。強制的に麻ま薬やくを体内に注入されたような気分だ。呼ばれて振り向いたクリスもふわっとした顔つきをしているが、リグほど影えい響きようを受けていないようだ。ファリー達の合唱は続く。

　リグは歌に抗あらがうように首を振った。クリスは目を瞬しばたかせている。ファリー達はうっとりと、みなが歌に酔よっていた。ファリー達は歌が与える恍こう惚こつ感かんを素す直なおに受け入れ、歌っている。歌が及ぼす影響を恐れ、拒こばんでいるのは異い邦ほう人じんの二人だけだった。

　ファリーの合唱が余よ韻いんを残して終わった。潮しおが引くように恍惚感は去っていく。しかし、リグの身体の芯しんには痺れたような熱が残っていた。

　ファリー達が一いつ斉せいに腰を下ろした。リグとクリスもファリー達にならう。族長のナーナだけが立っている。ナーナはファリー達の中央に進んだ。そして両手を高々とあげた。

「[image: ][image: ][image: ]」

　ナーナはリグとクリスにわからない言葉で叫んだ。ファリー達が一斉に声を上げた。二人は物静かなファリー達の狂きよう騒そうを初めて目にした。ふだんは互いに感応しあい、めったに言葉をかわさない。そのファリー達が大声を上げてはしゃいでいた。ファリーの祭りは幕まくを開けた。

「まさしく祭りだな」

「うん。何だか楽しい気分だね」

　ローロが二人の所へ来た。手にはパンのような固まりを持っている。

「わたこけのぱん。おいしい」

「これ、わたこけのみ、あまい」

　後から来たタータも負けずに二人に祭りのごちそうを差し出す。大勢のファリー達が二人のもとに来る。みんな手に手に食べ物を持ち、二人にすすめる。二人は大いに食べ、笑った。

「見ろよクリス。外に胞ほう子しを飛ばしたワタコケがあちこちで繁はん殖しよくしているぞ」

「うん、地下のものと少し違うね。ルーナス[image: ]の影響かな？　それからこのパンはワタコケの実みが熟じゆくしたやつみたいだよ」

「そうだな。この実は熟す前のものだ。便利なやつだな、ワタコケは。地下のやつは胞子を体内から飛ばしていたが、地表のやつは胞子囊のうを種子植物のように張って実をつけている」

「なんだか普通の植物分類にあてはまらないね」

　クリスがため息まじりに言った。その言葉を聞いてリグは笑った。

「このエリュシオンで〝普通〟のものがあるか？」

「ないよね。人でさえ分類不可能だもの」

　クリスはファリー達の透明な羽を見ながら答える。銀河中どこをさがしても、飛ぶ人類はいない。標準的なヒューマノイドの形を取るかぎり、飛ぶことは不可能なのだ。

「もっとも、ぼく達の考える普通はぼく達の基準に過ぎないけどね」

「そうだな。ここではファリーの方が普通だものな」

　多数を普通とすれば、少数は異常となる。そんな価値基準がばかばかしいことをリグは辺へん境きようの旅で身に付けていた。それぞれが正しく、間違いなどないのだ。それを認め、知らなくてはならない。

　辺境の旅には無む縁えんだったクリスもファリーとの接せつ触しよくで短期間でそのことを察していた。シェンバインの長老会議が後こう継けい者しやにふさわしいと審しん判ぱんを下すはずだ。正確に状況を把は握あくする能力と、柔じゆう軟なんな思考力がトップに相応ふさわしい。

「ワタコケがキーだったか………」

「うん、これだけ収しゆう穫かくがあれば大きくなったファリーを賄まかなえるだけの食物エネルギーが供給できるよ」

　クリスは窪くぼ地ちに樹木のように枝を張っているワタコケを撫なでた。あちこちでワタコケは生長し、実をつけていた。ファリー達は思い思いに実をもいでは食べている。

「それにうまいな、これ。チーズのようなコクがあって、なんとも絶ぜつ妙みような味わいだ」

「熟し方によって味も違うよ。これなんかクリームケーキみたいだ」

　甘党のクリスは自分が手にしているワタコケの実をほおばりながら嬉うれしそうに言う。一つとして同じ味の実はない。ワタコケの木を変えればその味わいは更さらに変わる。

　二人は思いっきり食べ、ファリーと一緒にわけのわからない奇き声せいをあげ、笑った。やがて、祭りが始まった当初の狂きよう騒そうは醒さめ、水のような静けさがやってきた。二人にはそれが突然やってきたように感じられた。一いつ瞬しゆんで雰囲気が変わったのだ。そして、いきなり冷たい空気に包まれた。本当に冷たいわけではない。おごそかで荘そう厳ごんな空気だった。

「リグ」

　呼ばれてリグは振り向いた。リーリだった。今まで姿を見なかった。リグはリーリを忘れてはしゃいでいた。が、リーリの姿を見たとたんに他のものは何も目に入らなくなった。

（なんてキレイなんだ………）

　リグはため息をついて見つめた。サラサラしたレモン色の髪は少し光度を落としたルーナス[image: ]が宝石以上に輝かせている。瞳ひとみは虹にじ色に輝き、唇くちびるはしっとりとしたコーラルピンクだ。人形の大きさだったリーリが現実の乙女おとめの大きさになっていた。リグは目をしばたかせた。リーリはもはや人形ではない。生なま身みの乙女としてリグの前にいた。

　引き寄せられるようにリグは一歩前に進んだ。リーリも進む。二人は互いの息を感じられるまでに近づいた。

「リグ………」

　リーリが呟つぶやき、透とう明めいな笑みを浮かべた。リグの心臓が一瞬、鼓こ動どうを止めた。

　柔やわらかいリーリの身体が両りよう腕うでの中にあった。フローラル・グリーンの甘い香かおりがリグの鼻び腔こうを一杯に満たす。リグは力一杯リーリを抱きしめた。

「────！」

　突然、我にかえった。いったい何をしようとしていた？　強きよう烈れつにおのれに問う。理性が警けい鐘しようを鳴らした。リグは突き放すようにリーリから身体を遠ざけた。

　両の掌には温かくなめらかなリーリの肌はだの感かん触しよくが残っている。感情はリーリを抱きしめていたいと泣いている。が、理性はそれを許さなかった。

　リーリが悲しげな顔をして一歩退しりぞいた。そして、すがるようにリグを見た。リグはその視線から目を逸そらせた。リーリは絶望の表情をたたえて首を振ふった。そして、逃げるように駆かけだしていった。

　パシッ！

　両頰に痛いたみを感じた。クリスがリグの頰を両手で挟はさんで見つめている。空色の瞳ひとみはあきらかにリグを責せめている。

「きみはバカだな。まだ、わからないのか。きみは神受プログラムに組み込まれているって言ったろう」

「だから、何なんだよ。それは」

「リーリを追いかけろ。それで解かい決けつだ。───きみ、苦しいだろう。リーリと離れて苦しいはずだ」

　そのとおりだった。リーリを腕の中に感じなくなってすぐに寒さと虚むなしさと孤こ独どく感かんがやって来た。こんなに大勢の人がいてリグは孤独なのだ。辺へん境きようをたった一人で旅していたときだって孤独感なんて無む縁えんだった。

「リグ、エリュシオンでは意地を張ってはいけない。それはファリーへの冒ぼう瀆とくだ」

　クリスは本当の神の御使いのようにリグを諭さとしている。ガキ───とリグがばかにしていた面影は微み塵じんもない。

　リグは問い掛けるようにクリスを見た。クリスの空色の瞳が強く光った。クリスは長く伸びてバランスの崩れた髪をうるさそうにかき上げた。そして、リグを見つめる。その顔はリグよりはるかに大人だ。

「行け！」

　クリスはリグの背を力強く押した。その力でリグは二、三歩前に進んだ。そして迷子になった子供のように不安な面持ちでクリスを見た。

「リーリがどこに行ったかわからないんだ」

「心配するな。きみにはわかる。そういうふうになっている。ファリーみたいにはできないかもしれないけど、ちゃんとわかるよ」

　クリスは天使の笑みを浮かべた。そして、さらにリグの背を押した。

　リグは走りだした。クリスに押された勢いを失うまいとするように駆けた。頭の中はリーリで一杯だった。もう何も見えない。何も聞こえない。リグはリーリの姿を求めて走った。

　ルーナス[image: ]は地平に沈しずみかけていた。夕日がいつもの冴さえたビビット・オレンジではなくなっている。ルーナスⅠに三分の一姿を削けずられ、柿かき色───強い赤みのオレンジになっていた。

（イルバ[image: ]みたいだ───）

　リグはふっと自分を取り戻した。ルーナス[image: ]は大学で見慣れた夕日の色をしていた。まわりには恋人同士と見られるファリーが幾組もいる。皆、楽しげに談笑している。夕日を眺ながめ、半年に一度の空の色を愛めでているように見える。

　突然、胸が高鳴った。続いてあの締しめつけられるような苦しさがきた。だが、この苦しさがリーリを教えてくれる。強く確信した。リグは目を閉じ深呼吸した。そして、本能が命じるまま足を進めた。

「リーリ………」

　リーリはたった一人で夕日を見つめていた。肩を組み寄り添い合う恋人達の間で、その姿は悲しく、ひどく孤こ独どくに見えた。

　リグはそっと近づいた。リーリの肩が震ふるえていた。その小さく震える細い肩を見たとたん、リグは自分を殴なぐりたくなった。なぜ、この人を泣かせてしまったのか。なぜ、この人を孤独に追いやってしまったのか───。大地に自分の頭を打ちつけたい衝しよう動どうが起こる。
















　大きな目に涙をいっぱいためてリーリが振り向いた。おそらくリグの心の波動を読んだに違いない。それはかなり鮮せん明めいなイメージだったらしい。リーリは背の羽を動かし、半分身体からだを浮かしている。

「リーリ」

　リグは駆かけ寄って浮いているリーリの身体を思いっきり抱だきしめた。とたんにリーリの心に包まれる。ファリーのように細やかな心のヒダを読むことはできないが、リーリの濡ぬれた心が喜びに変わっていくのがわかった。

「おれはバカだった。一瞬でも異種を気にした大バカだった」

　リーリの細い腕がリグの首に巻きついた。華きや奢しやな手がリグの髪を撫なでた。

「ごめん………」

　リグは何度もささやいた。そのたびにリーリが頷うなずく。小さかったリーリはリグの腕の中にいた。自分と同じ大きさだったらと、リグが一度ならず思った大きさで腕の中にいた。もはや、どんなに強く抱きしめても壊こわれない。

「リグ………」

　濡れた瞳ひとみがリグを見上げた。胸が締めつけられる。リーリの唇くちびるがうっすらと開いている。綺き麗れいなコーラルピンクの唇。リグはもはや、ためらうことなく自分の唇を重ねた。







「ちくしょう、遅おそいなっ！」

　リグはいらついて拳こぶしで机を殴なぐった。クリスはすっかり暗くなった空を見上げている。降るような星が夜空を飾っている。

「何をもめているんだろうね」

「おれが聞きたいよっ。早く結果を聞かせろ。おれは就しゆう職しよくの交こう渉しようをしなくちゃならないんだ。時間がないんだ」

　もはや辛しん抱ぼうしきれないとばかりに、リグはいらいらと教室を行き来した。一日も早く働いて金をためねばならない。リーリには二度と会えないだろうが、自分の息子には会える。会いにいかねばならない。それには金が必要だ。小型宇う宙ちゆう艇ていを買う金がいる。

　最優秀賞は絶対に取らねばならない。企き業ぎようから給料をぎりぎりまで搾しぼり取るのに絶対に必要なのだ。磐ばん石じやくな経済基き盤ばん。それがなくてはリグが立てた経済計画が反故ほごになってしまう。エリュシオンは絶対に、誰にも手を出させない。リグは守り抜く決心を強固に固めていた。

「ぼくだってエリュシオンを守っていくよ」

　リグの心を読んだようにクリスが言った。エリュシオンから戻ってきてから、しばしばこういうシーンにでくわす。クリスはもとから鋭するどかった感応力を明らかに高めていた。

「あ、もうわからない。そんなふうにガードされるとお手上げ」

「おまえ、テレパスなんかになるなよ。テレパスの企業トップなんてバケモンだからな」

「申しん請せいの必要なテレパスにはなれそうもないから大丈夫だよ。能力ちからの安定度も低いし。でも、この能力は秘密だよ。本物のテレパスなら申告しなくちゃならないけどこれくらいなら少々勘かんが鋭するどいってことで───ね。これはなかなか便利な能力なんだ。とうさんの知り合いライバルに会うとそれがよくわかる」

「おまえ………」

「ぼくはいずれシェンバインを継つぐんだなあ………」

　クリスはしみじみとつぶやいた。そして、リグを見て破は顔がんした。

「ねえ、リグ」

「何だ」

　クリスは窓まど辺べを離はなれて壁かべ際ぎわに立っているリグの前に腰掛けた。

「きみの息子に会いに行こう。リーリにだって会わなくちゃいけない」

「無理を言うな。おれはいっぱしの学者だったモーランと違ってまだ駆かけ出だしだぞ。そんな実力も信用も権力もない。第一、金がない」

「そんなのシェンバインに出させればいい。ぼくらには実績があるからきっといくらでも資金を出すよ」

　クリスはくすくす笑いながらいう。このおぼっちゃまが堕だ天てん使しに見える。

「ぼくは見たいな、君の息子。ファリーの表現形が全すべてに勝り、ファリーだけが表現されるんだろうけど、きっときみに似にたかわいいキレイな子だよ」

　クリスはうっとりと言う。そのクリスが急に現実的な表情を作った。そして、いかにも言うのを忘れていましたというようにしゃべり始めた。

「ぼくが持たされたスパイ・ソーサー、あれはとうさんがぼくに惑星探査をさせようと持たせた物だったんだ。ぼくはとうさんの言葉なんて上うわの空そらで聞いていたからすっかり忘れていたんだけど───」

　この抜けたところがおぼっちゃまたるクリスらしい。

「まあ、スポンサーなら当然考えるよな。教授達も承知だったんだろう？」

「うん、教授達もソーサーが集める情報に期待していたみたいなんだ。でも、とうさんなんかに言わせるから悪いんだよ」

　クリスは言葉を切った。そしてごくんと唾つばを飲み込んで声を落とした。

「あのソーサー、風の中を飛んでいるファリーの姿を撮影していたんだ」

「何だとっ！」

　リグは思わずクリスに詰つめ寄った。クリスは片目をつぶってにっこり笑った。

「大丈夫、メモリーにはちゃんと細工しておいた。何が飛んでいるのかはわからないようにね。へたに映像を削さく除じよするとどうしても無理が起こる。とうさんは油断のならない人だからめったなことはできない」

「本当に大丈夫なんだな」

「それはまかせてよ。ぼくはエリュシオンを愛しているし、ファリーが大好きなんだ。できれば一生エリュシオンで暮くらしたい」

　それはリグも同じだ。リグだって一生エリュシオンで暮らしたい。しかし、そのわがままを通せばファリーが絶大な損失を被こうむる。もしかすると滅ほろぼされてしまうかもしれない。だから、おのれの我がを殺したのだ。

「エリュシオンは何があっても守って見せる。だから、ぼくは細さい胞ぼう活かつ性せいのサイボーグ手術を受けることにしたよ」

「おまえ、嫌いやがってなかったか？」

「うん、特権階級のエゴみたいで本当は嫌なんだ。でも、これは目的のためだ」

「目的？」

　クリスが天使の笑みを浮かべた。だが、半分堕だ天てん使しの笑みも混まざっている。

「ぼくはシェンバインの総そう帥すいとなって、いずれルーナス[image: ]星域を買い取る。その後、銀河連れん盟めいに寄付する。永久不ふ可か侵しん星域を条件にしてね。いいアイディアだろう」

「そ、壮大でいいアイディアだと思うが、時間がかかるぞ」

「だからサイボーグになるんだ。とうさんみたいにね。そして自分の裁さい量りようでシェンバインのお金をたっぷり使う」

　旅を終えてこのおぼっちゃまは恐ろしくしたたかになっていた。天使顔なのは変わらないが中身は明らかに違う。現実を肌はだで体験し、苦く難なんを乗り越えたからか───。

　内面の変化は外見にも変化をもたらしていた。顕けん著ちよなのが頭髪だ。かつて一いち分ぶの隙すきもなくカットされていた頭髪が整ととのえられないままでいる。エリュシオンに滞たい在ざいしていたときのままなのだ。

「シェンバインは再調査にのりだすよ、きっと」

「ああ、おれ達が持ち帰った結晶のせいだろう？」

「うん、そのときはぼく達がまた行こう」

「学生に毛が生えたくらいのおれ達に本格的調査をまかせるはずがないよ」

「ぼく達には実績があるって言ったろう。大丈夫、二度目だって大調査団を銀河連盟が許可するはずがない。だから、ぼくらが行くしかないんだ」

「なるほどね」

「それに、不侵犯星域には星系国家はもちろんのこと、資本は入れない。入れるのは学生だけだからね」

　クリスの言葉を聞いていて、リグは眉まゆを上げた。クリスは何か勘かん違ちがいしている。リグは大学を卒業するのだ。卒業すれば学生の身分はなくなる。

「やあ、きみ達、すっかり待たせたね」

　ゼズス教授とクリスの指導教授が入ってきた。二人とも満まん面めん笑え顔がおだ。リグとクリスは顔を見合わせた。そして、教授の言葉を待つ。

「おめでとう、きみ達の論文は最優秀と決まった」

「やったぜ！」

「やったね！」

　リグとクリスは互いに固く手を握にぎり合った。これで夢は現実へと歩みだした。

「同年で最優秀論文が二本も出たのは本学始まって以来の快かい挙きよだ。本当によくやった」

　ゼズス教授はリグとクリスの肩をばんばんと叩たたいた。

「それで、きみ達の今後の処しよ遇ぐうなんだが」

　処遇───？　ゼズス教授はコホンと咳せきをした。リグは突然不安を感じた。ここはきちんと主張しなくてはならないと感じた。

「あの教授、おれは───」

「ああ、リグ、きみの就職はなしだ」

「───は？」

　ゼズス教授は笑顔がこぼれそうな顔をリグに向けて両肩をがしっと摑つかんだ。教授がまた若返ったように見える。

「きみは銀河大学大学院エネルギー工学ドクターコースへの進学が決まった。おめでとう。あそこは超難関コースだ。クリス、きみも同じだよ。惑星地質学ドクターコースだ」

「はい」

　クリスは嬉うれしそうに頷うなずいている。リグは目を剝むいた。何で素直に頷けるんだ。絶対に納なつ得とくできない。

「経済的には安心したまえ。大学はきみ達に破格の待たい遇ぐうを与えることになった。それで教授会でもめてね。安心したまえ、条件は全てクリアだ。奨しよう学がく金きんは今までの五倍。これは一流企業の中間管理職の月給以上になる。大学はきみ達の能力を高く買ったということだ」

　今までの五倍の奨学金は確かに魅み力りよくだ。だけどリグは就職がしたいのだ。企業内で確実に昇っていき、いずれは経営に参さん画かくする。そして社会的な地位を手にし、さらなる栄達を摑む。これがリグが描いた自分の将来なのだ。ここで足あし踏ぶみをすれば未来が遠のく。

　リグは二人の教授を前に、切々と自分の考えを語った。ゼズス教授はリグの言葉にいちいち頷きながら聞いている。全部語りおえたとき、リグは教授を完全に説得できたという手て応ごたえを感じた。

　───が、

「話はわかった。しかし、きみの能力は大学で生いかして欲しい。詳くわしくはまた、この次の機会に───。我々はこの結果を全学に知らせねばならないのでね。後でまたゆっくり話そう」

　ゼズス教授ともう一人の教授は慌あわただしく教室を出ていってしまった。

「何でだよっ！　おれは絶対に卒業するからなっ！」

「それじゃ学則違い反はんになって、卒業資格を剝はく奪だつされてしまうよ」

「何だってっ！」

　リグはまた目を剝むいた。

「きみ、知らなかったの？　論文の最優秀を取ったら確かに企業への就職はすごく有利になるけど、同時にその身分は教授会が拘こう束そくするんだよ。そう学則に書いてあるでしょう、才能ある学生を教授会が責任を持って育成するって───。だから学生には論文が最優秀にノミネートされたら、その時点で辞じ退たいする権利が保証されているんだ」

「そんなバカな………」

　呆ぼう然ぜんとするリグの顔をクリスは覗のぞき込むように見た。

「───本当に知らなかったの？」

「知らなかった。学則なんて読んだこともない。ただ、就職に有利だから………」

「確かに、ここ何回かの最優秀受賞者はそうだったみたいだね。ぼくは、きみが学則を知った上で賭かけをしているんだと思ってた」

　知っていたなら、なぜ一言教えない───。クリスを恨うらみたくなる。

「………なんてこった」

　ため息とともに口から言葉が飛び出た。クリスが慰なぐさめるようにリグの肩に手を置いた。

「論文の最優秀で、シェンバイン工業もエリュシオンへ行った学生の就職条件を反故ほごにされたんだよ。優秀な人材確保の目もく論ろ見みは見事にはずれたわけだ。資金を出したのにかわいそうだね」

　その口調はちっともかわいそうに聞こえない。

「ねえ、リグ、ぼく達は大学に必要な人材だと認められたわけだから名誉だと思おうよ」

「思えるかよっ！」

「ゼズス教授は君が就職希望だって知ってた？」

「知ってたさ。───あのくそじじいっ、一言もそんなこと言わなかった」

「よほどきみの才能を買ってらっしゃるんだ。きみに大学に残って欲しいんだ」

　クリスは気の毒そうに言った。だが、すぐに真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。リグがたじろぐほど真しん摯しな眼差しだ。

「きみの夢は本当に就職？　一企業のエグゼクティブになること？」

「ああ、そのとおりだ」

　ぶっきらぼうに答えたものの何かがリグの胸に刺ささった。小骨のようだったそれはすぐに大きな障しこりになった。

「ああ、やっぱり。きみにはもっと大きな夢があるんだ」

「てめえ、勝手に人の心を読むな」

「ごめん………。ねえ、その夢を口に出して言ってごらんよ。言うとイメージがクリアになるよ」

　クリスの空色の瞳ひとみがリグを見る。まるで催眠術にかかったように勝手に口が動きだす。

「───学者………。おれは銀河を救うモーランのような学者になりたかった………」

　クリスが笑った。天上の笑み。天使の笑みだ。

「過去形で言うことはないよ。きみの未来はまだ決定されていない。かえって夢の道の方が近くなったんじゃない？」

　そのとおりだった。企業就職の現実的な道は教授会に塞ふさがれてしまった。数年ガマンしなければリグの望んでいた道は現れない。

「おれは母さんや妹を幸せにしたいんだ」

「うん、そうだね。でも、きみだって幸せにならなくちゃ」

「………」

「できるよ、きみなら」

　クリスがきっぱりと断定した。その語感が妙に心地よく感じた。

「ぼくは世間知らずだ」

　リグは苦笑した。その世間知らずのおかげで、リグは命を無くしかけたこともある。

「ぼくは、きみとはいいコンビを組めると思う」

「はあ？」

「きみとならシェンバインを牛ぎゆう耳じっていけると思うな。───それに、大学もうまくコントロールできるよ、きっと」

「お、おまえ」

　目めを剝むくほど恐ろしく、身の程知らずのことをこのおぼっちゃまは言っている。いや、身の程知らずではない。銀河の経済力を手に握にぎる資格は確かにある。

　リグはクリスを見た。クリスが笑った。その眼まな差ざしは真しん摯しな光を宿している。このおぼっちゃまは本気だった。銀河の知力までも手にしようとリグを誘さそっている。

「そんな顔をしないで、心配しなくてもいい。ぼくは大学の独立は大事に思っているし、大学を何より愛している。本当だよ。シェンバインと大学を選ばなくてはならないなら、ぼくはためらいなく大学を選ぶ」

　リグはさらに疑わしげにクリスを見る。クリスはため息をついた。

「きみは本当に正直な人だ。顔を見ていると考えていることがみんなわかる」

「それが取とり柄えだ」

「きみのとてもいい長所だね。でも、もう少し感情を隠かくすことも覚えなくちゃ」

「ネコをかぶるのか？」

「普通の人には必要ないけど、資本家や政治家には必要だよ」

「おれには縁えんがないな」

　そう言い捨てるとクリスは悲しそうな顔をした。心から悲しんでいるように見える。

「おれを正直だと言うが、おまえだって妙みように素す直なおで無む邪じや気きな反応をするじゃないか」

「それはたぶん、ネコをかぶる必要のない人の前だからだ。この旅で気づいたんだけど、ぼくは無意識にネコをかぶるみたいだ。とうさんの知人ライバル達の前ときみやファリーの前じゃぜんぜん違うって気づいた」

　そう言ってクリスは笑った。リグはまじまじとクリスを見た。旅の間に見たクリスは本当に純真だった。素直で邪気など微み塵じんも感じなかった。

　だが、クリスの言うとおりなら絶句するしかない。無意識にネコをかぶらねばならない環境など想像したくもない。それを自然に身につけてしまったのなら、クリスは子供が育つには恐ろしく劣れつ悪あくな環境にいたことになる。

　リグの思考を読んだのか、クリスが少し歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「きみが思うほど辛つらくないんだよ。生まれた時からその環境にいるからね。かえってゲームみたいで面白いよ。きみも試ためしてみるかい？」

「いやだね」

　無む下げにリグは言い放った。クリスが悲しそうにため息をついた。リグはあやすようにクリスの背を軽く叩たたいた。

「わかるだろう？　おれには向かない。そんな始終ネコかぶりしなけりゃならない世界なんておれの想像外だ」

「ふーん、けっこう面白いんだけど………」

「おまえは変なやつだな」

「そうかな。あんまりそんなふうに思わないけど。───ところで、あきらめはついた？」

　とたんにリグは不ふ機き嫌げんになる。理解はできても納得できない。夢を実現させる───。魅み惑わく的てきで心をそそられる。だが、現実に目を向けるとそこには母と妹、そしてリーリがいた。

「学生の身分を大いに利用しようよ。研究だと言えば、大学は黙ってぼくらをエリュシオンに行かせるはずだよ。それに、さっきも言ったけど、シェンバインはいくらでもお金を出す」

「………」

「いや、出したがるはずだ」

「え？」

「ぼく達には実績がある。モーラン結晶発見というね。シェンバインはぼく達が売りつけた十キロの結晶を手に入れた。ヤミではなく正規のルートで。しかも正規の値段で貴重な結晶を手にしたんだよ。企業がこれを忘れるはずがない。きみも覚えておくといいよ。企業は実績に弱いんだ」

　クリスは笑った。その顔はどこまでも清きよらかで美しい。だが、純じゆん粋すいさだけではない。堕だ天てん使しルシフェルの一面が透すけて見えるようだ。これはリグだけが知っている一面かもしれない。

　否いな───。

　リグの本能が否定した。クリスの父親のロベルト・シェンバイン、そしてシェンバインの長老会はクリスのこの資質を見抜いているはずだ。だからクリスが後こう継けい者しやに選ばれた。〝普通〟ではいられない世界が企業社会なのかもしれない。

「ねえ、リグ」

「なんだ？」

　自分の得意としない事項を考えさせられて、リグは幾いく分ぶん大たい儀ぎそうにクリスを見た。あの天使の笑みがリグを包む。

「夢は実現させるために見るんだよ。違うかい？」

　いきなり聞かれて返答に困った。リグはため息をついた。

　夢を実現させるために多くの者は努力し、汗を流す。すんなり夢を実現できればいいが、紆う余よ曲きよく折せつを味わう者の方がはるかに多い。そして、あまりの苦しさに夢をあきらめ、途と中ちゆうで投げ出す。また、リグのように現実の壁にぶつかり、あっさり夢を忘れ、放ほう棄きする。だが、それではあまりに虚むなしい。

　クリスの言う実現させるために見る夢。考えたこともなかった。

（それも悪くないかも───な）

　ふっ、とリグは思った。じっとリグを見ていたクリスが破は顔がんした。リグはニッと笑った。この〝超〟がつく楽天家のおぼっちゃまに付き合ってやるのも悪くないかもしれない。

「おまえの考え方のスケールはハンパじゃねえよな。おまえの外見にだまされるやつが山積みになりそうだ。おまえはゼズス教授みたいになれるぜ」

「本当？　ゼズス教授みたいに？」

　クリスが妙みように嬉うれしそうに言う。リグはふふんと笑って窓の外に目を向けた。

　夜がイルバ[image: ]第四惑星をすっかり包んだ。リグは頰ほお杖づえをついて満天の星を眺ながめた。リグが見つめる方向にルーナス[image: ]はあるはずだ。

（リーリ………）

　心で呼んだ。クリスがチラリとリグを見た。リグの心の波動を読んだのだ。だが、クリスは何も言わなかった。クリスはリグの隣となりに腰こし掛かけ、のびた髪をかき上げた。そして、リグと同じように頰杖をついて夜空を見上げた。

　星が流れた。銀の糸を引くようにきらめき、吸い込まれるように消えていった。イルバ[image: ]第四惑星は、明日もきっと抜けるような晴天になるだろう。







　　　あとがき







　この作品を仕上げ、提出したのは[image: ]年十一月。出版されたのは[image: ]年二月。ぽーんと抜けてしまった[image: ]年。私の[image: ]年はいったいどこへ……。

　出版ギョーカイってなぞだ。







　歴史、時代小説が好きです。それと同じくらいＳＦ小説が好きです。科学オンチのくせにＳＦが大好きです。

　特に好きなのがふるーいＳＦ。半はん裸らの美男美女が大活躍するＥ・Ｒ・バローズが好き。もう、はるか昔の人ですけど好きなんです。その他にはアシモフ、スミス、ベスター、ハインライン、クラーク、ヴァン・ボークト、ハミルトン───まだまだ、いっぱい。もちろん、日本作家のＳＦも大好き♡

　ただ、サイバーパンクというのは私の貧しい頭脳ではちょっと───と、いう感じであんまり読んでいません。ちょびっとは読みました。本当にちょびっと……。で───、あらら、不思議、ストーリーが頭に入ってこない。私の頭脳と体質に合わなかったようです。

　私はこの作品をとても楽しんで書きました。書くのが楽しくてたまりませんでした。この物語を書き終わった時は嬉うれしいような、寂さびしいような、複雑な心しん境きようになりました。

　楽しんで物語を書く───。これはとても大切だと思っています。作者が楽しまなかった作品は面白くないと思うからです。少なくとも私の場合はそうです。私が楽しく書かなかった作品はあんまり評判が良くないのです。ですから私は自分で楽しんで物語を書くようにしています。

　読んで下さる方が楽しめる作品に仕し上あがっていることを願っています。そして、色々な方から感想をいただけるのを楽しみにしています。

　と、いうのも、私は手紙をもらうのが大好き♡

　見知らぬ方からいただく手紙。これは宝物です。私にとって皆さんの手紙は、作品を読んで下さった方を知る唯ゆい一いつの手段なのです。

そして、唯一のコミュニケーションの手段なのです。読んで下さった方、感想をぜひお願いいたします。

　それから、私のデビュー作、「月つき王おう」を読んでお手紙を下さった皆さんに、この場を借りて改めてお礼を申し上げます。返事が届いていない方、それはあなたの住所がなかったからです。住所はきちんと書いてくださいね。お願いいたします。

　最後に、担当のＴさん、いつもありがとうございます。具体的な言葉しか理解できないおバカさんの相手は疲れるでしょうが、これからもよろしくお願いいたします。櫻井は時間の無む駄だをしないように、そして、日々、成長するように努力をしていこうと思っています。

　それでは読んでくださった皆様に絶大なる感かん謝しやを───。




　ありがとうございました。










玻璃ガラスの惑わく星せい








櫻さくら井い　牧まき
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